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国立健康・栄養研究所は、1920（大正 9）年に内務省所管の栄養研究所（初代所長 佐伯矩）として創設され

ました。1938（昭和13）年には厚生省所管の研究所となり、1948（昭和23）年に「国立栄養研究所」として、現

在の新宿区戸山に移設されています。1989（平成元）年には、身体活動・運動に関する研究部門が追加され、「国

立健康・栄養研究所」となっています。2001（平成13）年には独立行政法人化され、2006（平成18）年4月から

は第2期中期目標・計画期間に入り、3重点調査項目として、生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究、日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する栄養疫学的研究 、｢健康食品｣を対象とした食品成

分の有効性評価及び健康影響評価に関する調査研究を挙げ、調査・研究を実施しております。この2010年度には

第2期中期目標・計画が終了いたします。 

 

国立健康・栄養研究所は、今年で90周年を迎えますが、この間、一貫して食・栄養、食品、身体活動に関する

調査・研究を行い、厚生労働省をはじめとする国の行政施策をサポートする業務を実施し、国民の生命の質、生

活の質、人生の質の向上に貢献しております。 

 

独立行政法人として、厚生労働省独立行政法人評価、総務省政策評価・独立行政法人評価を受けておりますが、

行政刷新会議はヒト・モノ・カネにムダ・重複がないか、不透明なところがないかの観点から、抜本的な独立行

政法人見直し・事業仕分けを行い、医薬基盤研究所との統合に関しても検討が進められています。 

 

国立健康・栄養研究所では、食・栄養、食品、身体活動をキーワードとして、生活習慣病、糖尿病、メタボリ

ック症候群の予防、健康増進に関する調査・研究を実施しております。研究者のアクティビティは高く、一人当

たりの競争的研究資金獲得額および論文引用回数は、国立研究機関の中で上位にあります。また、論文1報あた

りの交付金充当額は少なく、論文生産効率は高いです。 

 

事業としては、毎年、厚生労働省とともに国民健康・栄養調査を行い、食事・栄養摂取状況、身体活動・運動

状況、生活習慣（喫煙・飲酒などを含む）状況を調べ、その動向と推移を報告しています。それは国の健康づく

り施策へ反映されています。すなわち、食事摂取基準、運動基準の策定に活かされ、学校、病院、各種施設の給

食・調理の基準値となり、食品添加物や農薬などの摂取量・曝露量の把握といった食品の安全性評価にも活用さ

れ、「健康日本21」「特定健診・特定保健指導」（いわゆるメタボ健診）の参考値となり、国民の健康状態を計る

ものさしになっています。また、健康食品の許可試験・収去試験を行い、専門家および国民に食の安全・安心情

報を発信し、公正・中立な健康食品情報を提供する栄養情報担当者（NR）を認定しております。 

 

ここに、国立健康・栄養研究所研究報告書第58号（平成21年度）をまとめました。ご高覧のうえ、ご叱声・

コメントをくだされば幸いです。 

 

皆様には、今後とも一層のご支援とご指導を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

                平成22年3月31日 

 

独立行政法人  国立健康・栄養研究所 

理事長  徳 留 信 寛 
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Ⅰ 研 究 所 概 要 

 

1.平成 21 年度研究・業務の概況 
 当研究所は、平成 13(2001)年度より独立行政法人

となり、平成 21 年度は第 2 期中期計画(～平成 22 年

度)の第 4 年度に当たる。人々の栄養･食生活、運動と

健康との関わりについて、基礎から応用に至るまでの

調査及び研究を包括的かつ国際的な水準で行い得る試

験研究機関として、「特にヒトを対象とした研究に関

して、わが国の大学・研究機関の中心的存在として、

総合的・統合的な研究を推進するとともに、研究者を

育成する役割を果たす。厚生労働行政上の重要な健

康･栄養施策を推進する上で不可欠な科学的根拠を質

の高い研究によって示し、それらを専門的立場から要

約して発信するとともに、健康科学･栄養学領域にお

いて、アジア地域への貢献を含め、国際的なリーダー

シップを担う」(中期目標)ことが、当研究所に求めら

れる役割である。 
 こうした目標を達成するために、三つの重点調査研

究業務を行っている。 
①生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関

する研究 
②日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する栄

養疫学的研究 
③「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価及

び健康影響評価に関する調査研究 
その他にも、外部の競争的研究資金を獲得して、関

連領域の基礎から応用、開発型の研究を行っている。

また、今後の新たな研究展開につながるような萌芽的

研究を若手研究者を中心に活発に行っている。(下表)

（表）外部研究費の獲得状況      （単位：千円） 
  

 
競争的研究費 受託研究費 

計 
補助金 助成金 受託契約 共同契約 寄付金

(件数) 
金額 

(件数)
金額

(件数) 
金額 

(件数) 
金額 

(件 数 )
金額

(件数)
金額

公 的 機 関 
主任 (31) 

271,860 
(-)
-

(3) 
4,156 

(1) 
192 

(-)
-

(35)
276,208

分担 (21) 
30,788 

  (21)
30,788

民間企業等 
主任  (6)

13,300
(7) 

12,425 
(11) 

33,158 
(-)
-

(24)
58,883

分担    

計 
(52) 

302,648 
(6)

13,300
(10) 

16,581 
(12) 

33,350 
(-)
-

(80)
365,879

 
 個々の研究内容及び研究成果の発表については、各

プログラム/センターからの報告及び、研究成果の発

表を参照されたい。研究成果の公表実績の一部を下表

にまとめた。 
 （表）研究成果の公表実績 

原著論文 学会発表(招待講演) 学会発表(一般演題)

英文 和文 国際学会 国内学会 国際学会 国内学会

92 17  8 16 46 113 
 
 また、研究の成果を社会に還元し、国民の健康づく

りに役立てていただけるよう、情報センター(情報部

門)及び国際産学連携センター(対外部門)、並びに事

務部業務課が中心となって、ホームページ等を介した

情報提供、NR 事業、セミナー(一般及び専門家向け)、

研究所の公開（オープンハウス）等を行った。NR 事

業としては、平成 21 年 6 月には第 6 回 NR 認定試験を

行い、累計で 4,093 名の NR を世に送り出すとともに、

有資格者へのフォローアップ研修を行った。専門家を

対象としたセミナーとしては、都道府県等の健康・栄

養調査手法の標準化を目指すセミナーを主催した。 

 若手研究者の育成という観点からは、お茶の水女子

大学、東京農業大学、女子栄養大学、早稲田大学、名

古屋市立大学及び福岡女子大学との連携大学院や、全

国の管理栄養士を養成する大学・大学院での特別講義

等を通じて、ネットワーク型の人材育成を着実に進め

てきた。また、国際協力についてもアジア諸国におけ

る栄養関係の研究機関との連携を中心に、研究ネット

ワークの構築を進めている。 
 
 

2.評価委員会 
(1)外部評価委員会 

 下記の 9 名の委員で構成される国立健康･栄養研究

所外部評価委員会については、平成 22 年 3 月 15 日

(月)に平成 21 年度業務実績事後評価及び平成 22 年度

計画事前評価を行った。 
【委 員】 
五十嵐脩 (お茶の水女子大学名誉教授)(委員長) 

伊藤 裕 (慶應義塾大学医学部教授) 

逢坂哲彌 (早稲田大学理工学術院教授) 

加賀谷淳子 (日本女子体育大学客員教授) 

加藤則子 (国立保健医療科学院生涯保健部長) 

川島由起子 (聖マリアンナ医科大学病院栄養部長) 

林  徹 ((独)農業･食品産業技術総合研究機構

食品総合研究所長) 

豊田正武 (実践女子大学教授) 

三保谷智子 (女子栄養大学出版部書籍編集長) 

(2)内部評価委員会 

 下記により構成される国立健康･栄養研究所内部研

究業務評価委員会については、平成 21 年 11 月 25 日

(水)にプログラム／センター中間報告会を、平成 22

年 3 月 15 日(月)には平成 21 年度事後評価を行った。 

【委 員】 

芝池伸彰 (理事) 

大森豊緑  (研究企画評価主幹)～7 月 

阿部重一 (研究企画評価主幹)8 月～ 

森田明美 (栄養疫学プログラムリーダー) 

田畑 泉 (健康増進プログラムリーダー) 

門脇 孝 (臨床栄養プログラムリーダー) 

江崎 治 (基礎栄養プログラムリーダー) 

饗場直美 (栄養教育プログラムリーダー) 
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石見佳子 (食品保健機能プログラムリーダー) 

梅垣敬三    (情報センター長) 

西 信雄    (国際産学センター長) 

 

 

3.研究所主催･共催セミナー 
(1)当研究所主催第 11 回一般公開セミナー 
主 題: 栄養・食生活と「健康食品」－「健康食品」

とのつきあい方を中心に－ 
日 時: 平成 22 年 1 月 30 日(土) 

場 所: よみうりホール(東京都千代田区) 

主 催: 独立行政法人国立健康･栄養研究所 

後 援: 厚生労働省、文部科学省、消費者庁、東京都、

千代田区、国立保健医療科学院、国立国際医

療センター、独立行政法人国民生活センター、

社団法人日本医師会、社団法人日本フィット

ネス協会、社団法人日本栄養士会、社団法人

健康食品管理士認定協会、財団法人健康･体

力づくり事業財団、特定非営利法人日本健康

運動指導士会 
賛助企業: アサヒ飲料株式会社、味の素ゼネラルフーヅ

株式会社、株式会社伊藤園、インデナジャパ

ン株式会社、エムジーファーマ株式会社、大

塚製薬株式会社、オムロンヘルスケア株式会

社、花王株式会社、キッコーマン株式会社、

協和発酵バイオ株式会社、キリンホールディ

ングス株式会社、株式会社クリニコ、産業栄

養指導者会、サントリー食品株式会社、第一

出版株式会社、株式会社同文書院、株式会社

日米クック、株式会社ニチレイフーズ、日清

オイリオグループ株式会社、日本サプリメン

ト株式会社、日本豆乳協会、社団法人日本酪

農乳業協会、ネスレ日本株式会社、富士産業

株式会社、富士産業株式会社、不二製油株式

会社、明治製菓株式会社、株式会社ヤクルト

本社、株式会社山田養蜂場、株式会社リコム、

株式会社ルネサンス 
プログラム: 
○研究所の活動報告(阿部重一) 
(基調講演)現代の食生活と「健康食品」 

（甲子園大学長 田中平三） 

(講演 1)「健康食品」の安全な利用法（梅垣敬三） 

(講演 2)「健康食品」の必要性－新しい食事摂取基準

に照らして－（森田明美） 

(講演 3) 身体活動と「健康食品」（田畑 泉） 

(パネルディスカッション) 

    「健康食品」の適切な情報提供について 

コーディネーター：芝池伸彰、石見佳子 

パネリスト：宗林さおり（(独)国民生活センター商品

テスト部調査役）、長村洋一（(社)健康

食品管理士認定協会理事長）、芳賀めぐ

み（消費者庁食品表示課衛生調査官）、

三橋清治（栄養情報担当者協会副理事

長） 

(2)当研究所主催専門家向けセミナー 

ア 調査実務編 
日時・場所：平成 21 年 7 月 27 日（月）（栃木県） 

平成 21 年 7 月 30 日（木）（鳥取県） 

平成 21 年 7 月 31 日（金）（香川県） 

      平成 21 年 8 月  3 日（月）（石川県） 

      平成 21 年 8 月  6 日（木）（北海道） 

      平成 21 年 8 月 20 日（木）（熊本県） 

      平成 21 年 8 月 27 日（木）（東京都） 

プログラム： 
（講義 1）「健康・栄養調査の信頼性を高める－標準

化・精度管理の必要性－」（由田克士） 

（講義 2）「適切な食品番号の選択、調理による変化や

栄養素が強化されている食品の考え方につ

いて」（野末みほ） 

（講義 3）「身体状況調査及び生活習慣調査における精

度向上に向けた留意点について」（荒井裕

介） 

（演習 1）模擬調査票を使った食事調査聞き取りのポ

イント 

（情報提供・演習 2）名簿や調査票の確認のポイント 

（講義 4）「健康・栄養調査の企画・評価概論」（由田

克士） 

（意見交換） 

 

イ 「食事しらべ」編 

日時・場所：平成 21 年 8 月 21 日（金）午前・午後の

2 回開催（熊本県） 

  平成 21 年 8 月 29 日（土）午前・午後の

2 回開催（東京都） 

  平成 21 年 9 月 9 日（水）午前・午後の

2 回開催（大阪府） 

プログラム： 

（講  義）「食事しらべ」の使用方法について（野末 

みほ） 

（演習 1）「模擬調査票による、データ入力、エラーチ

ェック、調査票提出時の対応方法」（由田克

士、荒井裕介、野末みほ） 

 
 

4.意見交換会 
【関係団体】 

（1）独立行政法人国立病院機構 

  日時：平成 21 年 5 月 12 日（火） 

議題：国立健康・栄養研究所における取り組みにつ

いて 

国立病院機構・国立国際医療センターにおけ

る取り組みについて 

今後の連携の可能性を踏まえた意見交換 

（2）国立スポーツ科学センター 

日時：平成 21 年 8 月 4 日（金） 

議題：国立スポーツ科学センターの紹介及び国立健

康・栄養研究所の紹介 

両機関の連携について 

今後の共同研究などの可能性について 
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（3）江戸川保健所 

日時：平成 21 年 9 月 11 日（金） 

議題：国立健康・栄養研究所における取り組みにつ

いて 

江戸川保健所における取り組みについて 

今後の連携の可能性を踏まえた意見交換 

（4）株式会社ヤクルト研究所 

日時：平成 21 年 10 月 16 日（金） 

議題：国立健康・栄養研究所の概要や健康食品に関

する取り組みの紹介 

幹部職員との今後の連携の可能性を踏まえた

意見交換 

（5）独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構食

品総合研究所 

日時：平成 21 年 12 月 8 日（火） 

議題：食品総合研究所の動向 

国立健康・栄養研究所の動向 

ディスカッション、研究交流セミナー 

（6）独立行政法人国民生活センター 

日時：平成 22 年 1 月 28 日（木） 

議題：国立健康・栄養研究所における健康食品に関

する情報の収集と公開状況等 

国民生活センターにおける健康食品関連の対

応状況等、意見交換 

【行政機関】 

（1）消費者庁食品表示課 

日時：平成 21 年 10 月 26 日（月） 

議題：消費者庁食品表示課の業務協力依頼について

今後の特定保健用食品の審査体制について 

厚生労働省新開発食品調査会について 

特別用途食品の審査について 

リスクコミュニケーションについて 

今後の特定保健用食品のあり方について 

情報センターが作成した「特別用途食品」の

情報に関する HP の運営について その他 

（2）厚生労働省健康局総務課生活習慣病対策室 

日時：平成 22 年 3 月 9 日（火） 

議題：日本人の食事摂取基準（2010 年版）の普及

啓発について 

国民健康・栄養調査について 

健康づくりのための運動基準 2006～身体活

動・運動・体力～について 

「特別用途食品」「栄養療法エビデンス」情報

について 

（3）厚生労働省医薬食品局食品安全部新開発食品保健

対策室 

日時：平成 22 年 3 月 9 日（火） 

議題：国立健康・栄養研究所食品部門における食品

に関する研究業務及び情報収集の公開状況に

ついて 

厚生労働省食品安全部の国立健康・栄養研究

所に対する情報提供、指導・助 言等 

今後の食品関係の調査研究等に関する意見交

換 

 

 

5.研究倫理審査委員会 
 研究倫理審査委員会の各部会において、以下の課題

について、研究計画の倫理的妥当性等を審査した。 
(1)ヒトゲノム･遺伝子解析研究部会 

・生活習慣病予防のためのコホート研究「佐久長寿プ

ロジェクト」参加者に於ける網羅的遺伝子多型解析 
(2)実験動物研究部会 

・機能性食品素材の組合せによる有効性と安全性に関

する研究 

・視床下部腹内側核破壊動物の肥満病態に関する研究 

・熱産生における脳および消化管ペプチドの役割 

・睡眠とエネルギー代謝調節の脳機構の研究 

・骨粗鬆症の予防に関する栄養学的研究 

・糖代謝に及ぼす身体活動の影響 

・筋萎縮発症機序の解明 

・運動による生活習慣病予防機序の解明 

・肝臓における脂質代謝・合成の制御による生活習慣

病予防法の開発 

・特定栄養素欠乏による脳血管障害への影響およびそ

のメカニズムの解明 

・血管内皮細胞と膵β細胞における IRS-2 の役割につ

いて 

・健康食品素材に関する有効性と安全性の検討 

・生体指標プロジェクトに関する分子生物学的研究 
(3)疫学研究部会 

・若年成人の朝食欠食に関わる要因の検討－親の食習

慣や食育実施状況を含めて－ 

・日本人の食育の意識に関する研究（食育の文化的な

分野の統一見解分析） 

・閉経後女性におけるビタミン K の機能性評価に関す

る研究３ 

・高齢者を対象としたスローレジスタンストレーニン

グ法の長期的運動効果に関する研究 

・女子大学生を対象とした牛乳摂取による体脂肪制御

効果に関する介入研究 

・妊娠中の経過と生後の健康調査：母子健康手帳を利

用した小児健康と肥満の要因解析 

・内臓脂肪測定における、CT による立体解析法およ

び生体インピーダンス法の有用性の検討 

・身体活動がエネルギー摂取調節機構の反応性に与え

る影響 

・船内供食における栄養管理に関する研究 

・青少年スポーツ選手の健康食品・サプリメント摂取

に関するアンケート調査 

・メタボリックシンドロームを対象とした実食型フー

ドモデルの有効性に関する研究 

・生体インピーダンス法（BIA）を用いた皮下脂肪厚

測定に関する精度評価試験 

・大豆イソフラボン代謝産物の産生能に及ぼすフラク

トオリゴ糖の影響 

・特別用途食品に関するアンケート調査 

・長距離競技者の身体組成と安静時代謝量に関する研

究 

・妊婦のサプリメント摂取に関するアンケート調査 

・国民健康･栄養調査 調査担当者の課題の抽出と検討 
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・栄養分野の国際保健人材の研究能力強化に関するニ

ーズ調査 
 
【ヒトゲノム･遺伝子解析研究部会委員名簿】 

芝池伸彰 (理事：委員長) 

稲葉 裕 (実践女子大学教授) 

後藤田貴也 (東京大学医学部附属病院助教授) 

辻 誠治  (日本女子大学附属豊明小学校教諭) 

大森豊緑 (研究企画評価主幹)～7 月 

阿部重一  (研究企画評価主幹)8 月～ 

森田明美 (栄養疫学プログラムリーダー) 

門脇 孝 (臨床栄養プログラムリーダー) 

江崎 治 (基礎栄養プログラムリーダー) 

【実験動物研究部会委員名簿】 
 江崎 治  (基礎栄養プログラムリーダー：委員長) 

 窪田哲也  (臨床栄養プログラム栄養療法プロジ

ェクトリーダー) 

  永田純一  (食品保健機能プログラム食品機能プ

ロジェクトリーダー) 

 大坂寿雅  (健康増進プログラム上級研究員) 

【疫学研究部会委員名簿】 
 森田明美  (栄養疫学プログラムリーダー：委員長) 

 稲葉 裕  (実践女子大学教授) 

辻 誠治  (日本女子大学附属豊明小学校教諭) 

大前和幸  (慶應義塾大学教授) 

饗場直美  (栄養教育プログラムリーダー) 

由田克士  (栄養疫学プログラム国民健康・栄養

調査プロジェクトリーダー) 

石見佳子  (食品保健機能プログラムリーダー) 

田中茂穂  (健康増進プログラムエネルギー代謝

プロジェクトリーダー) 

 

 

6.栄養情報担当者(ＮＲ)の養成 
(1)第６回栄養情報担当者認定試験 

 日 時: 平成 21 年 6 月 7 日(日) 

 場 所: 明治学院大学(東京都港区) 

     関西大学(大阪府吹田市) 

 受験者数:1,072 名 

  合格者数:613 名 
 
(2)第７回栄養情報担当者認定試験受験資格確認試験 

 日 時: 平成 21 年 11 月 15 日(日) 

 場 所: 慶應義塾大学芝校舎(東京都港区) 

 関西大学(大阪府吹田市) 

 受験者数:246 名 

 合格者数:123 名 

 
(3)栄養情報担当者(ＮＲ)研修会の開催 

 仙 台 会 場: 平成 21 年 10 月  4 日(日) 

 大 阪 会 場: 平成 21 年 10 月 18 日(日) 

 名古屋会場: 平成 21 年 10 月 25 日(日) 

 岡 山 会 場: 平成 21 年 11 月 29 日(日) 

 福 岡 会 場: 平成 21 年 12 月  5 日(土) 

 東 京 会 場: 平成 21 年 12 月 12 日(土) 

 東 京 会 場: 平成 22 年  1 月 23 日(土) 

 

7.連携大学院 
(1)国立大学法人お茶の水女子大学 
(2)東京農業大学大学院 
(3)女子栄養大学大学院 
(4)早稲田大学スポーツ科学学術院 
(5)名古屋市立大学大学院 
(6)公立大学法人福岡女子大学 

 
 

8.他の研究機関等との連携 
(1)宇宙航空研究開発機構（JAXA） 
(2)国立医薬品食品衛生研究所 
(3)国立極地研究所
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Ⅱ 研究･業務の進捗及び成果の概要 

栄養疫学プログラム 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 
（１）プログラムの概要 

栄養疫学に関する基礎ならびに応用研究を行い、日本

人の食生活の多様化と健康への影響を明らかにするとと

もに、わが国の公衆栄養行政に不可欠な科学的根拠を提

供する。具体的には、国民健康･栄養調査の集計業務を

担当するとともに、調査の質の向上をめざした環境整備

や基礎研究を行う。また、食事摂取基準の改定において

必要とされる学術的資料を作成するとともに、そのため

の基礎研究を行う。 

 

（２）プロジェクトの概要 

ａ．国民健康・栄養調査プロジェクト 

・当研究所の法定業務である国民健康・栄養調査の集計

業務を担当する。 
・国民健康・栄養調査等における調査精度の向上や技術

的・学術的なレベルアップに寄与できる調査・研究等

を実施する。 
・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行政

栄養士を中心に関連する事柄について研修や情報提供

等の支援業務を行う。 
 

ｂ．食事摂取基準プロジェクト 

・５年ごとに改定されている「日本人の食事摂取基準」

の策定に必要な栄養学的知見を系統的、かつ、網羅的

に収集、蓄積、解読し、策定の効率化と質の向上の一

助とする。 

・日本人の食事摂取基準の策定に資する基礎資料を得る

ための、ヒトを対象とした栄養疫学研究を実施する。 

 

ｃ．生体指標プロジェクト 

・栄養素摂取量並びにその生体指標の収集を中心とした

疫学研究及び脂溶性ビタミン類とその代謝に関与する

栄養素に着目し、その必要量に関する基礎的研究を行

い、日本人の食事摂取基準のための基礎的資料を作成

する。 

・新たな生体指標の確立を目指す。 

 

（３）構成メンバー 

 プログラムリーダー： 

森田明美 

 プロジェクトリーダー： 

由田克士 （国民健康･栄養調査プロジェクト） 

森田明美 （食事摂取基準プロジェクト／併任） 

     （生体指標プロジェクト／併任)（5 月

～） 

石見佳子 （生体指標プロジェクト）（～4月） 

 上級研究員： 

山内 淳 

 研究員： 

荒井裕介 

野末みほ 

坪田 恵 

 特別研究員： 

河嶋伸久 

大瀧（東泉）裕子 （～4月） 

 客員研究員： 

佐々木敏 （東京大学） 

山本祐司 （東京農業大学） 

太田篤胤 （城西国際大学）（～4月） 

呉  堅 （日清オイリオグループ株式会社中央

研究所）（～4月） 

藤井康弘 （大塚製薬佐賀栄養製品研究所） 

（～4月） 

 協力研究員： 

猿倉薫子 （お茶の水女子大学） 

小松久美 （川崎市） 
宇田川孝子（杉並区） 

千葉大成 （城西大学）（～4月） 

王 新祥 （北京中医薬大学）（～4月） 

佐藤七枝 （聖徳大学）（～4月） 

高市麻貴 （国立国際医療センター）（6月～） 

 技術補助員： 

石井美子、大野尚子、福羅由美、鈴木洋子、 

紙 貴子、峯 恵美、望月恵理子、後藤千春、 

井上絵里奈（～9月）、関口真理子（9月～）、 

小板谷典子（～4月）、谷中かおる（～4月）、 

石川由花（～4月）、吉田真咲（～4月） 

 事務補助員： 

近藤明子 

 研修生： 

中山絵通子（Tulane University）（6～8月） 

白鳥明日香（東京農業大学） 

安部文子 （実践女子大学）（～4月） 

    
２．年度計画 
ａ．国民健康・栄養調査プロジェクト 

・国民健康・栄養調査の集計業務を担当する。 
・国民健康・栄養調査等における調査精度の向上や技術

的・学術的なレベルアップに寄与できる調査・研究等

を実施する。 
・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行政

栄養士を中心に関連する事柄について研修や情報提供
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等の支援業務を行う。 
 

ｂ．食事摂取基準プロジェクト 

・厚生労働省が実施する日本人の食事摂取基準（2010

年版）の策定・普及啓発に協力し、検討委員・WG メ

ンバーとしての参加および厚生労働省・策定検討会に

必要な資料提供・技術提供を行う。また、2005 年版

策定時からの関係基礎資料をすべて収集・分類整理し、

今後の策定時に活用するためのデータベースの構築作

業を行う。 
・食事摂取基準の策定に資する基礎資料を得るためのヒ

トを対象とした栄養疫学研究として、地域在住高齢者

および介護施設入所者の栄養摂取状況とビタミン・ミ

ネラルの栄養状態について調査を実施する。 
・人間ドック受診者を対象に、肥満解消を目的とした介

入研究及び肥満や糖尿病リスク因子抽出のための大規

模コホート研究を行う。 

 

ｃ．生体指標プロジェクト 

・栄養素摂取量ならびにその生体指標の収集を目的とし

た疫学研究を行なう。特に閉経後女性を対象に、ビタ

ミン K2 の骨代謝マーカー及びその他の生体指標に及

ぼす影響について試験を実施する。 

・新たな生体指標の確立を目指す。特にインスリン抵抗

性を早期に検出できるレチノール結合タンパク質

(RBP4)の生体指標としての可能性を探る。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．国民健康・栄養調査プロジェクト 

●平成 20 年国民健康・栄養調査の集計 

・平成 20 年国民健康・栄養調査について、基本集計表

一式を平成 21 年 6 月 25 日に厚生労働省健康局総務課

生活習慣病対策室へ提出（前年度比 5 日の短縮）した。

また、平成 20 年国民健康・栄養調査の概要（速報

値）は平成 21 年 11 月 9 日に厚生労働省より公表され

た（前年度比 45 日の短縮）。 

 なお、平成 20 年の調査概要については、過去の国

民健康・栄養調査（国民栄養調査）における成績を加

味した縦断的な評価が行われており、表面上には示さ

れていないが、客観的な評価ができるように、統計学

的な解析が施されている。 

●平成 21 年国民健康・栄養調査の集計 

・平成 21 年国民健康・栄養調査については、各自治体

からの調査票の提出を確認後､順次集計作業を開始・

継続している。 

●健康・栄養調査業務支援ソフトウエア「食事しらべ

（2009 年版）（確定版）」の作成と普及 

・国民健康・栄養調査を実施する自治体担当者用説明資

料を作成、栄養摂取状況調査ならびに身体状況調査に

対応したソフトウエア(「食事しらべ（2009 年版）」

（確定版）)の開発・普及を行った（名称および著作権

登録済み）。利用を希望する自治体に対しては無償で

配布し、その利用状況や使い勝手等についてアンケー

ト調査を実施した。 

●健康・栄養調査技術研修セミナーの開催 

・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行政

栄養士を対象とした「健康・栄養調査技術研修セミナ

ー（調査実務編）」を栃木県宇都宮市(7 月 27 日)、鳥

取県米子市(7 月 30 日)、香川県高松市(7 月 31 日)、

石川県金沢市(8 月 3 日)、北海道札幌市(8 月 6 日)、

熊本市(8 月 20 日)、当研究所(8 月 27 日)において開

催した。また、「健康・栄養調査技術研修セミナー

（食事しらべ編）」を熊本市（8 月 21 日）で 2 回、東京

都千代田区（8 月 29 日）で 2 回、大阪市（9 月 9 日）、

で 2 回開催した。以上 13 回のセミナーにおいて、の

べ 412 名の参加があった。 

●平成 21 年国民健康・栄養調査及び各自治体等が実施

する健康・栄養調査に関する情報提供 

・当研究所のホームページ上で平成 21 年国民健康・栄

養調査の適正な実施に資する情報（45 コンテンツ）を

提供した（昨年度比 20 コンテンツ増）。今年度につい

ても、過去に実施された国民健康・栄養調査の際に問

い合わせが多かった事項や誤りが多かった点について、

Q&A 方式の対応事例を追加した。また、実際の調査主

体となる保健所における調査員の研修に用いる教材や

具体的な練習問題についても内容を追加・改訂し充実

させた。 

・国民健康・栄養調査及び各自治体等が独自に実施する

健康・栄養調査等に関して、質問や依頼があった場合

は、個別に技術支援を行った。 

・栄養摂取状況調査の精度向上と標準化を主たる目的と

した「標準的図版ツール（2009 年版）（確定版）」を作

成した。これは平成 19 年度からの試作版を利用者の

意見に基づいて発展的に改訂し、完成させたものであ

る。利用希望のあった保健所担当者へ無償配布し、実

際の調査に使用してもらった後、それらの内容に関し

てアンケート調査を実施した。また、「栄養摂取状況

調査のための標準的図版ツール（2009 年版）に基づく

重量目安表（2009 年版）」も作成し、同様の対応とし

た。 

・国民健康・栄養調査を担当した地方自治体主管部局や

保健所の管理栄養士等を対象としたアンケート調査を

実施し、本年度の支援業務の評価と次年度以降におけ

る支援の在り方等について情報収集を行った。 

●厚生労働省健康局総務課生活習慣病対策室との連携 

・平成 21 年国民健康・栄養調査の企画、各種調査票の

設計、食品番号表・調査必携の作成並びに厚生労働省

が開催している担当者会議の内容等に関して、必要に

応じ生活習慣病対策室と連携し、適切な調査が実施さ

れるよう最大限の対応を行った。 

●その他関連する請負業務等 

・国立医薬食品衛生研究所からの請負業務として、マー

ケットバスケット方式による食品添加物一日摂取量推

定調査のための基本データ集計を実施した。 

 

ｂ．食事摂取基準プロジェクト 

●日本人の食事摂取基準(2010 年版)策定・普及・啓発 

・「日本人の食事摂取基準（2010 年版）」の策定業務に検

討委員、WG メンバー等として参加した。また、厚生労

働省健康局総務課生活習慣病対策室に協力して、報告

書の編集・校正作業に従事した。なお、「日本人の食

事摂取基準（2010 年版）」は 2009 年 5 月に厚生労働省
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から公表され、厚生労働省ホームページ上に報告書全

文が掲載された。 

・プロジェクト内に、日本人の食事摂取基準の策定のた

めの REFERENCE 事務局を設置し、所内外からの策定の

ための資料の収集・提供に応じるとともに、各 WG メ

ンバーから今回の策定で使用した文献を収集した。さ

らに、今後の食事摂取基準策定に向けて、これまでに

参考にされた文献のデータベースを作成中である。ま

た、一般利用者向けの食事摂取基準に関する資料のデ

ータベースも同時に作成中であり、試用版を公開した。 

・「日本人の食事摂取基準（2010 年版）」の普及・啓発に

向けた活動を行った。厚生労働省主催の講演会ならび

に各地方自治体などが主催する講習会での講演、およ

びそれに関わる発表用資料の作成・整理・統合などを

行った。講習用資料に関しては国立健康・栄養研究所

ホームページ内に食事摂取基準のページを作成し、

2009 年 12 月より公開した。 

・Codex 会議用の資料として、食事摂取基準の英語版概

要の表作成・翻訳作業に協力した。 

●栄養素摂取状況と健康状態に関する栄養疫学研究 

・高齢者の栄養摂取状況および栄養摂取量が血中の微量

栄養素や身体状況に及ぼす影響を明らかにすることを

目的として、高齢者施設の入居者や在宅サービス利用

者を対象にした調査を継続中である。これまでに、提

供食の食品分析を行い、提供食に含まれるエネルギー

及び各栄養素量を明らかにした。 

・佐久総合病院人間ドックを中心とした介入研究を実施

した。肥満者の栄養教育・運動指導による介入研究で

ある「佐久肥満克服プログラム（SCOP）」は、2009 年

7 月の健診で 3 年間の介入プログラムが完了した。介

入後の追跡では体重の増加は見られたが、依然として

介入開始前よりも低い体重であり、介入効果の維持を

確認した。 

・2009 年 1 月から、佐久総合病院人間ドック受診者を対

象とした新規コホートをスタートさせた。本コホート

は、一般診療に加え、栄養・運動・身体状況・精神状

態に関する項目の調査を実施し、生活習慣病への罹患

率とそのリスク要因を明らかにすることが目的である。

現在までに約 2,000 名のコホートへの登録が完了した。

ここまでの分析では抑うつ状態などのメタボリックシ

ンドロームに関わるリスクへの影響が男女によって違

うことなどが明らかになった。 

 

ｃ．生体指標プロジェクト 

●ビタミン K の栄養生理学的意義に関する研究 

・閉経後女性を対象としたビタミン K2 の骨代謝マーカ

ー及びその他の生体指標に及ぼす影響についての試験

を開始した（食品保健機能プログラムとの共同研究）。 

●生体指標の定量システム確立に関する研究 

・RIA 法による血中 25(OH)D の定量システムを用い、ヒ

トを対象とした栄養素及び食品成分の栄養生理学的意

義に関する研究で活用した。 

・血中ビタミン K の定量システムの確立に向けた研究を

継続した。 

・β-カロテン開裂酵素である BCMO1 遺伝子の、レチノ

イン酸による発現制御に関する研究を開始した。 

●新規生体指標の開発に関する研究 

・メタボリックシンドロームの指標となるビタミン A 結

合タンパク(RBP4)遺伝子発現制御機構を明らかにする

ための研究を実施し、インスリン抵抗性と RBP4 遺伝

子発現亢進のメカニズムの一端を明らかにした。
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健康増進プログラム 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 
（１）プログラムの概要 

健康増進プログラムは、（独）国立健康・栄養研究所

中期計画に示された生活習慣病予防のための運動と食事

の併用効果に関する研究を行う。 

厚生労働省が 5 年ごとに行っている「健康づくりのた

めの運動基準」と「健康づくりのための運動指針(エク

ササイズガイド)」及び「日本人の食事摂取基準」の改

定作業に積極的に関与すると同時に、それらの改定のた

めの科学的根拠の提示を行う。 

また、エクササイズガイド達成のための積極的な休養

法についての研究を行う。 

さらに、身体活動・運動量の増加によるメタボリック

シンドローム、生活習慣病の予防等に関する科学的根拠

を明らかにするための研究を行う。 

 

（２）プロジェクトの概要 

ａ．運動ガイドラインプロジェクト 

厚生労働省の「健康づくりのための運動基準」や「健

康づくりのための運動指針（エクササイズガイド）」策

定及びその普及・啓発に資する研究・調査並びに、それ

らを活用した生活習慣病予防の方策に関する以下の研

究・調査を実施する。 

・「健康づくりのための運動基準 2006」に示された生活

習慣病予防のために必要な身体活動量・運動量・体力

の基準の妥当性を検討するための大規模無作為割付介

入研究を行う。 

・安全で効果的な生活習慣病予防と介護予防のための筋

力トレーニング法に関する研究を行う 

・健康づくりのための運動基準ならびに運動指針作成の

ための文献収集並びに検討を行う。 

 

ｂ．エネルギー代謝プロジェクト 

厚生労働省の「日本人の食事摂取基準」における推定

エネルギー必要量、および「健康づくりのための運動基

準」と「健康づくりのための運動指針(エクササイズガイ

ド)」における身体活動量･運動量の把握に資する研究と

して、以下の調査･研究を行う。 
・エネルギー消費量の推定法、および身体活動・運動の

定量化の方法を開発する。 
・身体活動レベルに寄与する活動強度や活動内容を対象

特性別に明らかにする。 
・運動の種類の違い（レジスタンス運動など）がエネル

ギー代謝と基質代謝に及ぼす影響を明らかにする。 
 

ｃ．休養プロジェクト 

「健康づくりのための運動指針 2006(エクササイズガイ

ド 2006)」で示された身体活動量及び運動量の達成を可

能とするために、適切な休養の取り方に関する以下の研

究を行う。 

・休養の必要性また回復をみる目的で、身体疲労と精神

疲労の定量化に関する研究を行う。 

・休養に重要である睡眠に関する研究を行う。 

 

（３）構成メンバー 

 プログラムリーダー： 

   田畑 泉 
 プロジェクトリーダー： 

宮地元彦 （運動ガイドラインプロジェクト） 

田中茂穂 （エネルギー代謝プロジェクト） 
田畑 泉 （休養プロジェクト／併任） 

 上級研究員： 

髙田和子 
   熊江 隆 

大坂寿雅 
特別研究員： 

   村上晴香 （運動ガイドラインプロジェクト） 
朴 鍾薫 （エネルギー代謝プロジェクト） 

 流動研究員： 

田中憲子 （日本学術振興会特別研究員） 
大河原一憲（日本学術振興会特別研究員） 

客員研究員： 

   大森豊緑 （名古屋市立大学大学院） 
木村靖夫 （佐賀大学） 

   川中健太郎（新潟医療福祉大学） 
   寺田 新 （早稲田大学） 

真田樹義 （立命館大学） 
   山元健太 （北テキサス大学） 
   家光素行 （環太平洋大学） 
   福 典之 （東京都老人医療センター） 
   谷本道哉 （順天堂大学） 

二見 順 （東日本国際大学） 
田中千晶 （桜美林大学） 
引原有輝 （千葉工業大学） 
緑川泰史 （桜美林大学） 
大島秀武 （オムロンヘルスケア株式会社） 

吉武 裕 （鹿屋体育大学） 

 協力研究員： 

   安田 剛 （株式会社ティップネス） 
河野 寛 （早稲田大学） 

   片山利恵 （NPO 法人健康早稲田の杜） 
   高山光尚 （日本事務機） 
   大賀英史 （ヘルシーライフクリエイト・リサー

チ＆コンサルティング合同会社） 
   島田美恵子（千葉県立保健医療大学） 

松尾知明 （筑波大学） 
別所京子 （聖徳大学） 
鈴木洋子 （株式会社ウェル・ビーイング） 

上野（目加田）優子（東京栄養食糧専門学校） 

呉 泰雄 （松本短期大学） 

劉 莉莉 （早稲田大学） 

曹 振波 （早稲田大学）（10 月～） 
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技術補助員： 

佐々木梓、吉池秀之、曹 振波（～9 月）、藤本恵

理、大森由美、塙 智史、丸藤祐子、川上諒子、

広佐古愛湖、小暮寛子、三宅理江子、安藤貴史、

田中祥子、坂田晶子、東 保子、山本久子、吉田

美代子、鈴木明子、魚住佳代 

 研修生： 

吉田明日美（昭和女子大学） 
吉田夏美 （昭和女子大学） 
川上 恵 （昭和女子大学） 
 

２．年度計画 
ａ．運動ガイドラインプロジェクト 

・生活習慣病発症に関する大規模前向き研究に関してコ

ホートを構築し，ベースラインデータの分析を行うと

ともに、介入を開始し、その効果を検討する。 

・ 介護予防と動脈硬化予防を両立させることを目的と

して、筋力トレーニングの新しい実施方法である筋張

力維持法(スロトレ)の効果を、高齢者を対象として検

討する。 

・ 身体活動･運動指導を行うための研究論文データベー

スに新しい論文を追加し、一層の充実を図る。 

・「エクササイズガイド 2006」に基づいた肥満改善のた

めの身体活動･運動保健指導マニュアルを構築し、地

域において指導効果を検証する。 

・生活習慣病発症と関係の深い体力である最大酸素摂取

量の日本人の現状値の測定を行う。 
・新しいエクササイズガイド策定のための研究会を開催

する。 

ｂ．エネルギー代謝プロジェクト 

・成人および子どもにおいて、1 日当たりの身体活動レ

ベルおよび総エネルギー消費量を推定するために、質

問紙や歩数を用いた推定法を確立する。また、様々な

対象特性をもつ集団（職業、運動習慣、生活地域、年

齢など）において、既存の方法および新たに開発した

推定法の妥当性を検討する。 

・成人や子どもにおいて、代表的な活動の強度（メッツ

値）の標準値を再検討するとともに、加速度計を用い

て客観的に評価する方法を確立する。 
・身体活動レベルや総エネルギー消費量の変動要因（行

動の種類や活動強度の分布など）を、対象特性別に特

定する。 
・体重と身体活動レベルとの関係について、二重標識水

（DLW）法の結果に基づいた横断的研究により検討す

る。また、ヒューマンカロリメーターを用いて評価し

た睡眠時代謝量や基礎代謝量と、その後の体重増加と

の関係について検討する。 
 
ｃ．休養プロジェクト 

・独自に開発した血清及び唾液の総抗酸化能の測定法を

用い、強化合宿等で身体疲労の発生が充分に疑われる

状況にある競技選手を被験者とし、休養の新しい客観

的指標としての総抗酸化能の有用性を検討する。 

• 生理周期による睡眠への影響を心拍スペクトル解析に

よる睡眠時心臓自律神経バランスの変動により客観的

に評価し、休養の指標として検討する。 

• 長距離選手等の運動選手を被験者とし、継続的な肉体

的負荷による身体疲労の変動を血清生化学検査及び非

特異的免疫能で明らかとする。 

• 実験動物を用い、エネルギー代謝調節および肥満制御

の脳機構を明らかにする。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．運動ガイドラインプロジェクト 

・運動基準 2006 で示された身体活動量、運動量、体力

の基準値の妥当性について検討するための大規模無作

為割付け介入研究について、本年度は、1 月末日現在

までで 818 名を活動群、身体活動介入群、非活動対照

群の 3 群に割り付け、身体活動介入群に対し三次元加

速度計を用いた身体活動改善指導を実施した。 

ベースライン測定結果を横断的に分析すると、体力

の一要素である全身持久力（最大酸素摂取量）の低い

者は高い者と比較して、動脈スティフネス、血圧、体

重、腹囲、血糖値、左心室壁厚などほぼ全ての生活習

慣病危険因子が高いことが示された。また。3 次元活

動量計で評価した、3 メッツ以上の強度の身体活動の

量も、体力ほどその関連は強くないが、動脈スティフ

ネスや中性脂肪と関連することが示唆された。 

また、柔軟性（座位体前屈）の低い＝からだが硬い

中高年者では、動脈スティフネスが高い＝動脈が硬い

ということが示唆された。 

１年間の介入期間が終了した 464 名の分析結果では、

身体活動介入群の歩数ならびに 3 メッツ以上の強度の

身体活動の量の増加が、非介入群よりも大きかった。

現状では、生活習慣病リスクファクターの変化に有意

差は認められなかった。 

・新しい筋力トレーニング方法の一つである緊張力維持

法(スロトレ)の、高齢者に対する筋力増強効果と生活

習慣病リスク改善効果を検討するために、60 名の高齢

健康男性を対象として、スロトレ群、通常筋トレ群、

対照群の 3 群を比較する 6 ヶ月間の無作為割付介入研

究を実施した。 

・健康運動指導士がエビデンスに基づいた身体活動･運

動指導を行うための研究論文データベースを、健康･

体力づくり事業財団と協力して作成した。平成 18 年

度末には約 1,200 本の論文データベースが構築された

が、本年度は行動変容、分子生化学、運動リスクマネ

ージメントなどのテーマを中心に約 50 編の論文をデ

ータベースに追加した。 

・佐久肥満克服プログラムにおける無作為割付交差比較

研究の身体活動量評価ならびに身体活動･運動介入を

担当した。平成 19 年 7 月の 1 年目測定から約 36 ヶ月

間の身体活動量評価及び活動量計を活用した自己管理

による介入を実施した結果、一日あたり約 1,600 歩＝

0.9 メッツ／日の身体活動量の増加が見られ、収縮期

血圧約 6 mmHg、体重 5kg、腹囲 4.5cm、並びに内臓脂

肪量の低下が観察された。また、235 名の参加者の約

12％が、運動中止には至らない程度であるが、脚や腰

の痛みを訴えた。 

・コンピュータゲーム制作会社との共同研究として、身

体活動・運動を伴うコンピュータゲーム実施中のネル

ギー消費量を、エネルギー代謝プロジェクトと協力し、
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ヒューマンカロリメーターを用いて測定した。58 種類

のゲーム種目の約 3 分の 1 が 3〜6 メッツの中強度運

動であることが明らかとなった。 

・生活習慣病発症と関係の深い体力である最大酸素摂取

量の日本人の現状値の測定を行い、男性では全ての年

齢で低下傾向であること、また女性では 20 歳代から

40 歳代は低くなっているが、50 歳代及び 60 歳代は、

従来の値よりも高くなっている可能性が示唆された。 

・｢新しいエクササイズガイドの策定に関する研究会｣を

平成 21 年 5 月 23 日（土）に当所で実施した。その結

果、20 歳未満及び 70 歳以上の望ましい身体活動量・

運動量の基準値の策定等の必要性が明らかになった。 
 

ｂ．エネルギー代謝プロジェクト 

・成人男女 278 名について、職種と運動習慣別に DLW 法

で測定した 1 日のエネルギー消費量から求めた身体活

動レベル（PAL）を比較した。PAL が大きい職種は製

造・労務業、スポーツインストラクター、販売・サー

ビス業、育児・介護中の主婦であり、PAL の低い職種

では運動習慣により PAL の差が顕著である可能性がみ

られた。 

・小学生から高校生の身体活動量の評価の研究の一環と

して、小学生について、エネルギー消費量の測定とし

て、DLW 法のサンプルの分析を行った。小学校 1～6 年

生の身体活動レベルは 1.70±0.29 であった。学年別、

生活内容別の解析を進めている。 

・69 名の小学生を対象に、様々な活動別の活動強度を測

定するとともに、加速度計による推定法の妥当性を検

討したところ、加速度の割にメッツ値が小さく、成人

と異なる関係式が得られた。 

・自立した高齢者を対象に、加速度計による異なる速度

の歩行のエネルギー消費量の評価の精度について検討

した。加速度計はすべての歩行速度でエネルギー消費

量を過小評価する傾向にあった。歩行速度と誤差の関

係は、成人と異なる可能性がみられた。 

・幼児 157 名における日常生活の調査から、歩行が中高

強度活動時間に大きく寄与していることを明らかにし

た。成人の場合もそのような傾向はあるものの、両者

の関連に性差がみられた。 

・成人女性 100 名を対象に、体格・身体組成と DLW 法で

評価した身体活動レベルの関係を検討し、体脂肪の蓄

積が多い者で身体活動レベルが低いことを明らかにし

た。 

・睡眠時代謝量とその後の体重増加との間には、有意な

関係はみられなかった。 

・（独）国立健康・栄養研究所の基礎代謝量推定式

（Ganpule et al., EJCN, 2007）は、肥満者において

も基礎代謝量を系統誤差なく推定できることが明らか

となった。 

 
ｃ．休養プロジェクト 

・女子長距離選手を被験者とし、夏期合宿が非特異的免

疫に及ぼす影響をサイトカイン、ミエロペルオキシダ

ーゼ、血清オプソニン化活性を指標として検討し、血

清オプソニン化活性は好中球の活性や数の低下に対し

て相補的であり、非特異的免疫の維持に重要である事

を明らかとした。 

・大学生の短距離選手を被験者とし、1 週間の強化合宿

による精神的・肉体的疲労を、心理状況アンケートと

血清生化学検査結果を指標として調査した。合宿後に

疲労感を訴えない選手でも血中逸脱酵素活性は上昇し

ており、心理状況アンケートのみではオーバートレー

ニングや慢性疲労の予防に不十分であり、休養の客観

的指標として血清生化学検査の必要性を明らかとした。 

・非特異的免疫能の指標の一つである血清オプソニン化

活性の測定に関して検討を行い、測定条件等を報告し

た。 

・生理周期による睡眠への影響について女子大学生 11

名を被験者とし、心拍スペクトル解析により睡眠時心

臓自律神経バランスの変動として検討した。睡眠に対

する主観的満足度（熟睡感）が高い場合には睡眠時の

副交感神経活動が優位となる可能性が示唆され、さら

に例数を増やして解析を行う必要があると考えられる。 

・横浜国立大学との共同研究で安静時代謝をフード法で

測定する場合の測定精度等について、従来に無い動的

な検定方法である呼吸器モデルを用いて検討し、成果

を報告した。 

・ノルアドレナリンが視床下部の終板器官周囲部に作用

して熱放散を促進し、同時に熱産生を抑制することに

より体温を低下させる作用があることを見いだした。

このノルアドレナリンの作用は一酸化窒素の産生を介

しておきることを明らかにした。また、中枢性肥満に

おける胃の細胞増殖には迷走神経胃枝が不可欠である

ことを明らかにした。
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臨床栄養プログラム 
 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 
（１）プログラムの概要 

臨床栄養プログラムは、「重点調査研究に関する事

項」の「生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果

に関する研究」に対応し、運動･身体活動による生活習

慣病の一次予防、食事と遺伝的因子の相互作用の解明並

びに運動と食事とによるテーラーメード予防法に関して、

ヒトを対象とした試験、動物や細胞等を用いた研究を行

う。近年、我が国において糖尿病患者は増加の一途をた

どり、罹患者数は約 890 万人を数えるに到っている。糖

尿病は高齢者における主要な疾患の１つであり、糖尿病

に肥満･高脂血症･高血圧が合併するメタボリックシンド

ロームは動脈硬化を促進し、心筋梗塞･脳卒中のリスク

増大を介して日本人の健康寿命を短縮する最大の原因と

なっている。糖尿病などの生活習慣病は、複数の遺伝因

子に加えて環境要因が組み合わさって発症する多因子病

であり、その 1 つ 1 つの因子は単独では生活習慣病を発

症させる効果は弱いが、複数の因子が組み合わさって生

活習慣病を発症させると考えられている。また近年の我

が国における糖尿病患者数の急増については、日本人が

欧米人に比べ、膵β細胞のインスリン分泌能が低い(遺

伝的素因)ために、高脂肪食などの食事内容の欧米化や

運動量の低下といった変化(生活習慣要因)による肥満･

インスリン抵抗性状態に対して、膵β細胞がこれを十分

に代償できないことがその一因と考えられている。この

ような生活習慣病の特性を踏まえて、本プログラムでは

糖尿病や動脈硬化症の発症･進展の遺伝的要因、環境要

因並びにその分子メカニズムを解明する。 

  
（２）プロジェクトの概要 

ａ．メタボリックシンドロームプロジェクト 

生活習慣病を効果的に予防するためには、生活習慣病

の根本的な分子病態の解明とそれに立脚した生活習慣へ

の介入が必須である。現在急増している２型糖尿病は、

複数の遺伝因子に加えて環境要因が組み合わさって発症

する多因子病である。そこで本プロジェクトは、２型糖

尿病を発症しやすくする遺伝子多型を同定し、その機能

が未知のものに対しては、動物モデルを用いて解析する。

また半定量食品摂取頻度調査に基づいた個々人の各栄養

素摂取量並びに身体活動量と、これまでに同定した２型

糖尿病を発症しやすくする遺伝子多型の組み合わせが、

肥満度や血糖値などの臨床指標にどのように影響を及ぼ

しているか、コホート集団を対象に調査・解析する。 
 

ｂ．栄養療法プロジェクト 

近年の我が国における糖尿病患者数の急増については、

高脂肪食に代表される食習慣の欧米化や車の普及などに

よる運動不足といった生活習慣に基因する肥満・インス

リン抵抗性に対して、膵β細胞がこれを十分に代償でき

ないことがその一因と考えられている。そこで、本プロ

ジェクトでは高脂肪食負荷に伴うインスリン抵抗性と代

償性のインスリン分泌増加の分子メカニズムについてモ

デル動物を用いて詳細に検討する。 
 

（３）構成メンバー 

プログラムリーダー： 

門脇 孝 

プロジェクトリーダー： 

窪田直人 （メタボリックシンドロームプロジェ

クト） 
窪田哲也 （栄養療法プロジェクト） 

   研究員： 

    井上真理子（8月～） 

特別研究員： 

河合智子 (10 月～） 

客員研究員： 

門脇弘子 （東京家政学院大学大学院・家政学部

児童学科教授、保健管理センター所

長） 

野田光彦 （国立国際医療センター戸山病院糖尿

病・代謝症候群診療部長） 
原 一雄 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

協力研究員： 

眞鍋一郎 （東京大学医学系研究科循環器内科） 

窪田直人 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

松下由実 （国立国際医療センター研究所･国際

保健医療研究部国際疫学研究室長） 

大石由美子（東京大学医学系研究科循環器内科）

(～8月まで)  
流動研究員： 

高本偉碩 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

粟澤元晴 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

技術補助員： 

加藤美智子、平野恵子 

研修生： 

泉 和生 （(財)国際協力医学研究振興財団） 

加藤昌之 （(財)国際協力医学研究振興財団） 

勝山修行 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

小島敏弥 （東京大学医学系研究科循環器内科） 

笹本さやか（東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

内山弓子 （東京家政学院大学大学院・人間生活

学研究科） 
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２．年度計画 ●メタボリックシンドロームの研究（インスリン抵抗

性を中心に） ａ．メタボリックシンドロームプロジェクト 

●各栄養素摂取量と遺伝子多型の相互作用の検討  高脂肪食は、肝臓や骨格筋の中性脂肪含量を増加させ、

肝臓や骨格筋のインスリンシグナルを様々な分子メカニ

ズムにより障害することで、インスリン抵抗性を惹起す

ると考えられるが、我々は最近、高脂肪食を負荷した生

活習慣病モデル動物では、血管や血管内皮細胞における

インスリンシグナルが低下しており、このことが骨格筋

のインスリン抵抗性に関与している可能性があるという

興味深い知見を得た。そこで本プロジェクトでは、血管

内皮細胞をターゲットにした遺伝子操作動物を作出しそ

の解析を行うことで、血管内皮細胞におけるインスリン

シグナルが全身のインスリン抵抗性に果たす役割を検討

する。 

これまで罹患同胞対法を用いた全ゲノム解析と候補遺

伝子アプローチを組み合わせた統合的解析によって PPAR

γ遺伝子、アディポネクチン遺伝子、PGC-1 遺伝子、

AMPKα２サブユニット遺伝子、HNF4α遺伝子、TCF7L2 遺

伝子と HHEX 遺伝子が日本人におけるインスリン抵抗性

や２型糖尿病の感受性遺伝子であることを明らかにして

いる。さらに平成 20 年度は Genome-Wide Association 

Studies (GWAS)によって 6 回膜貫通型のカリウムチャン

ネルである KCNQ1 遺伝子が日本人の２型糖尿病感受性遺

伝子であることを明らかにした。しかしながら、糖尿病

をはじめとする生活習慣病は遺伝素因に環境因子の影響

が組み合わさって発症する多因子病であり、個々人の易

罹患性を予測するためには、個々の遺伝素因と環境因子

に加えて遺伝素因・環境因子の相互作用を考慮に入れた

解析を行いそのデータに立脚した易罹患性予測式を構築

する必要がある。これまでアディポネクチン遺伝子多型

は肥満者でより強く血中アディポネクチン値に影響を与

えていることを明らかにしているが、本プロジェクトで

は、これまでに明らかにしたインスリン抵抗性やインス

リン分泌、２型糖尿病に関与する遺伝子多型、各栄養素

摂取量、身体活動量、それらの相互作用項を説明因子と

して、肥満度、血糖値、糖尿病の有無などの従属変数を

どのように説明しうるかをロジスティック解析によって

検討する。本年度はコホートの対象者について PPARγ遺

伝子、アディポネクチン遺伝子、PGC-1 遺伝子、AMPKα

２サブユニット遺伝子、HNF4α遺伝子、TCF7L2 遺伝子、

HHEX 遺伝子に加えて、平成 20 年度に明らかにした２型

糖尿病感受性遺伝子である KCNQ1 遺伝子のタイピングを

行い、ロジスティック解析によってインスリン抵抗性、

２型糖尿病発症に関与する遺伝素因と環境因子の組み合

わせを抽出する。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．メタボリックシンドロームプロジェクト 

●各栄養素摂取量と遺伝子多型の相互作用の検討 

これまでに罹患同胞対法を用いた全ゲノム解析、候補

遺伝子アプローチを組み合わせた統合的解析や GWAS に

よって PPARγ遺伝子、アディポネクチン遺伝子、PGC-1

遺伝子、AMPKα２サブユニット遺伝子、HNF4α遺伝子、

TCF7L2 遺伝子、HHEX 遺伝子、KCNQ1 遺伝子が、日本人に

おける２型糖尿病感受性遺伝子であることを明らかにし

ている。さらに平成 21 年度は、ヒトの脂肪組織を利用

し新規糖尿病感受性遺伝子の探索を行った。その結果

BMI22 以上で発現が亢進する遺伝子としてレプチンなど

75 遺伝子が、BMI22 未満でアディポネクチンなど 100 遺

伝子が候補遺伝子としてあげられた。今後 SNP よる相関

解析などの情報と統合してさらに絞り込みを行い、新た

な２型糖尿病感受性遺伝子を同定する。 

●基礎代謝に影響を与える遺伝素因の研究 

２型糖尿病感受性遺伝子のひとつで、その機能が未知

のものについて、遺伝子欠損マウスを作製し解析を行い、

昨年度までに当該遺伝子欠損マウスは、インスリン抵抗

性を認めず、インスリン分泌低下に伴う耐糖能異常を呈

していることが明らかとなった。そこで本年度は、当該

遺伝子欠損マウスのインスリン分泌低下のメカニズムを

明らかにするために膵島の面積を検討したところ、コン

トロールマウスと差を認めなかった。しかし当該遺伝子

欠損マウスから単離した膵島では、グルコース刺激後の

細胞内 Ca 濃度が有意に低下しており、このマウスで認

められたインスリン分泌低下のメカニズムの一つと考え

られた。 

●遺伝素因の機能解析 

これまでに２型糖尿病を発症させやすくしていること

が遺伝子多型を利用した患者対照相関解析によって明ら

かにした遺伝子で、その機能が未知のものについては、

遺伝子欠損マウスの解析を行う。昨年度までに当該遺伝

子欠損マウスに対してインスリン負荷試験とグルコース

負荷試験を行い、インスリン抵抗性は認めず、インスリ

ン分泌低下に伴う耐糖能異常を呈していることを明らか

にした。本年度はさらにインスリン分泌低下のメカニズ

ムについて解析するとともに、高脂肪食などの環境因子

を負荷して表現型を解析し栄養と遺伝子多型の相互作用

について検討を行う。 

ｂ．栄養療法プロジェクト 

●糖尿病の研究 (インスリン分泌を中心に)  

 欧米人と同様、日本人においても２型糖尿病感受性遺

伝子である TCF7L2 は、欧米などの解析から、インスリ

ン分泌能が低下していることが、糖尿病の発症要因であ

ると考えられているが、その機能については、全く不明

である。そこで TCF7L2 の機能を膵β細胞で低下させた

トランスジェニクマウスを作製し検討した。このマウス

にインスリン負荷試験、グルコース負荷試験を行ったと

ころ、インスリン抵抗性は認めなかったが、インスリン

分泌低下に伴う耐糖能異常を呈し、TCF7L2 はインスリン

分泌低下に関与していることが示唆された。 

ｂ．栄養療法プロジェクト 

●糖尿病の研究（インスリン分泌を中心に） 

 欧米人と同様、日本人においても２型糖尿病感受性遺

伝子である TCF7L2 は、欧米などの解析から、インスリ

ン分泌能が低下していることが、糖尿病の発症要因であ

ると考えられている。しかしその機能については、全く

不明である。そこで本年度は、TCF7L2 の機能を膵β細胞

で低下させた遺伝子改変モデル動物を作製し、インスリ

ン分泌に与える影響について検討する。 
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●メタボリックシンドロームの研究 (インスリン抵抗

性を中心に) 

血管内皮細胞とインスリン抵抗性について検討するた

めに、血管内皮細胞において主要な IRS である IRS-2 に

着目し、血管内皮細胞特異的 IRS-2 欠損マウス

(ETIRS2KO マウス)と高脂肪食誘導性肥満モデル動物(HFD

マウス)を用いて検討を行った。その結果、血管内皮細

胞のインスリンシグナル障害により eNOS 活性化が低下

し、骨格筋の間質へのインスリンの移行が低下し、イン

スリン依存性の骨格筋の糖取り込みが障害されるという

メカニズムが存在することが示唆された。しかしどのよ

うに血漿から間質へのインスリンの移行が調節されてい

るかは不明であった。インスリン投与後の骨格筋におけ

るインスリン作用のタイムコースは、はじめに動脈中の

インスリンが上昇し、ついで毛細血管が拡張し、それに

伴い間質のインスリン濃度が上昇、その後比較的速やか

にインスリン依存性の糖取り込みが起こることが知られ

ている。そこで両マウスの毛細血管拡張能を検討したと

ころ、骨格筋の毛細血管拡張能の増大が有意に障害して

おり、その結果血漿から間質へのインスリンの移行が低

下したと考えられた。次に eNOS の遺伝子発現を増加す

る PGI2 アナログ を両マウスに投与し、インスリン刺激

後の eNOS 活性化を改善したところ、ETIRS2KO マウスと

HFD マウスで認めた毛細血管拡張能と骨格筋の間質のイ

ンスリン濃度低下は、コントロールマウスとほぼ同程度

まで増加し、インスリン依存性の骨格筋の糖取り込みが

改善した。このことから、血管内皮細胞のインスリンシ

グナルは、毛細血管拡張能を介し、骨格筋間質へのイン

スリン移行を増加させ、インスリン依存性の骨格筋の糖

取り込みを調節していることが明らかとなった。 
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栄養教育プログラム 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 
（１）プログラムの概要 

生涯を通じた健康づくりのための健康・栄養教育のあ

り方や環境整備について、食育･生活習慣病予防･栄養ケ

ア･マネジメント(食介護)の 3 プロジェクトで研究する。 

栄養教育（保健指導）や食育、食介護の実践現場で抱

える問題点を掘り起こし、より効果的な事業展開をする

ための方法論や評価法の開発を含める実践的研究を産官

学共同で取り組む。子供、成人、高齢者それぞれのライ

フステージにおける食生活および食習慣と健康に関する

問題を明らかにする。また、コホートを使った研究によ

って、生活習慣病等の疾患発症とそれら疾患の発症に関

連する種々の要因（環境要因、遺伝的要因）との関連性

を検討し、栄養教育、食育等の実施への基礎データを構

築し、テーラーメードヌトリションの確立を目指す。 

 
（２）プロジェクトの概要 

ａ．食育プロジェクト 

平成 17 年に施行された「食育基本法」に基づいて、

多くの団体（国、地方自治体、地域ボランティア、生産

者、企業など）が積極的に展開している食育の実践活動

を支援する為の調査研究を行う。また、食育活動展開の

為の科学的基盤を得るためにフィールドでの調査研究を

実施すると共に食育の現状解析と評価法について研究す

る。特に、食育の効果的な展開につながる社会環境整備

のあり方について検討し、企業や地域との連携のあり方

について提案する。 

 

ｂ．生活習慣病予防プロジェクト 

成人期の生活習慣病予防のためのリスク因子抽出･介

入方法検討の基礎的基盤を築く。新規健診･保健指導に

寄与するため、メタボリックシンドローム予備群･有病

者群を減少させる効果的介入の科学的基盤を確立する。

肥満者を対象に運動および栄養教育による介入研究を実

施し、肥満や生活習慣病の発症にかかる様々な環境要因

（食事・生活習慣・社会環境等）や遺伝的要因を総合的

に検討し、効果的な栄養教育の方法や成果にかかる評価

指標について研究する。また、大規模コホートを設定し、

肥満や糖尿病などのリスク因子抽出のための縦断研究を

行い、肥満や糖尿病と遺伝的要因や食生活・運動習慣や

心理的要因との関連性について解析を行い、肥満や糖尿

病予防のための栄養教育法を確立する。 

 

ｃ．栄養ケア・マネジメントプロジェクト 

高齢者の食環境を調査研究し、QOL を高く保つ方法を

研究する。摂食･嚥下困難を有する高齢者に対する食事

療法･栄養療法のあり方について問題の把握と対策を立

案する。異分野の専門家によるワークショップを開催し、

実行に向けて改善案を提言する。高齢者施設や在宅での

摂食・嚥下困難を伴う高齢者への栄養ケア・マネジメン

トの質的向上を目指して、わが国の高齢者の介護現場で

の食をめぐる問題点を抽出し、その改善策を検討する。

特に、食介護（食を通じた介護）を、食事を通じての全

人的ケア・マネジメントとして位置づけ、「最期まで口

から食べる幸せ」を維持できる食介護を目指して、産官

学共同で食介護のあり方について検討する。 

 

（３）構成メンバー 

プログラムリーダー： 

饗場直美 
プロジェクトリーダー： 

饗場直美（生活習慣病予防プロジェクト） 

Melissa Melby（食育プロジェクト） 

手嶋登志子（栄養ケア･マネジメントプロジェクト） 

上級研究員： 

山田晃一 
特別研究員： 

中出麻紀子 
客員研究員： 

渡邊 昌 （生命科学振興会） 

石渡尚子 （跡見学園） 

協力研究員： 

平川あずさ（生命科学振興会） 

石田淳子 （浜松大学） 

山田五月 （多摩小平保健所） 
川上純子 （相模女子大学短期大学部） 
吉田 智 （サラヤ株式会社） 

技術補助員： 

竹澤 純、海北倫子 
研修生： 

清水智美 （御茶の水女子大学） 
 
２．年度計画 
ａ．食育プロジェクト 

・食育に関係する文化的要素を把握するため、共通認識

分析(Weller 2007)を行い、食育実践にかかる問題に

ついて、食育に対する専門家と一般の人との間の認識

の乖離や共通認識を明らかにする。 

・現在最も朝食欠食率の高い若年成人における朝食欠食

に関する要因を解析するため、親子を対象としたアン

ケート調査を実施する。大学生とその親に対して食生

活や食習慣、食嗜好についての調査を実施する。特に

幼児期の親の子どもへの食態度や食意識について調査

し、親の意識や食態度が子どもにどの様に伝播するの

か明らかにする。 

・DOHaD 仮説（バーカー仮説）を検証するため、母子健

康手帳を使って、妊娠期の母親の状況、胎児期の発育

状況から出生後 6 年間の母子の情報を収集し、胎児期、

出生期、乳児・幼児期の発育状況と学童期の健康状態

（肥満等）の関連性を明らかにし、健全な子供育成の

ための、母子健康のあり方について検討する。 

・学校における栄養教諭の食育の効果について評価し、
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より効果的な栄養教育の在り方について検討する。 ・学校栄養士及び栄養教諭による食育の効果を評価する

ための断面調査の準備を開始した。フィールドの設定

として全国７都道府県の小中学校 50 校の保護者約

25,000 人を対象として設定した。 

・食育推進のための環境整備を目指して、食品産業と

の連携を図り、よりわかりやすい新たな栄養表示法

について検討する。 

 ・全国食育推進大会に参加し、食育の啓発活動を行った。

本年度のテーマは「朝食欠食」「バランスのとれた食

事」とした。来ブース者は約 1,000 名であった。 

ｂ．生活習慣病予防プロジェクト 

・平成 18 年度から継続して行っている減量プログラム

のフォローアップ調査を実施する。減量成功と不成功

にかかる要因、リバウンドにかかる要因を明らかにす

るために、質的研究と量的研究の両面から解析し、介

入後の体重維持へ向けたアプローチ（フォローアッ

プ）を明らかにする。 

・わかりやすい栄養表示の普及を目指して、食品関連企

業との検討会を通じて、新たな栄養表示について検討

した。 

 

ｂ．生活習慣病予防プロジェクト 

・佐久肥満克服プログラムにおいて、A 群（RCT 介入

群）における 2 年フォローアップ調査および B 群年

フォローアップ調査を実施した。現在データベース

の更新を行っている。また、対象者における肥満と

の関連性が報告されている遺伝子多型解析を継続実

施し、女性において血清グレリン遺伝子多型と肥満

とのあいだの関連性について明らかにした。減量成

功と不成功における意識やストレスの有無などの関

連について明らかにした。 

・大規模コホートを設定し、肥満および糖尿病のリスク

因子解析のためのデータ収集とデータベース作成を行

う。 

・特殊環境での生活習慣病予防のための栄養教育の在り

方や給食サービスの在り方について明らかにするため

に、南極越冬隊および長期航海船舶での食事提供の実

態と隊員（船員）の食事摂取や生活状況、健康状態に

ついての実態調査を行う。 

・事業所における効率の良い保健指導の在り方を（保

健指導のあり方および事業所での保健指導実施のた

めの環境整備）検討するために、２企業との共同研

究において、IT を用いた特定保健指導の介入効果

についての研究を行う。 

・人間ドック受診者を対象とした大規模コホートを確立

し、肥満および生活習慣病のリスク因子解析のための

データ収集を開始した。現在のところ約 2,000 名の登

録者と 1,500 名のデータベースを作成した。 

・事業所における効率の良い保健指導の在り方を検討す

るために、2 企業との共同研究において、IT を用いた

特定保健指導の介入効果についての研究を開始した。 

 

ｃ．栄養ケア・マネジメントプロジェクト 

・昨年度実施した全国 6 地域の全高齢者施設における咀

嚼・嚥下困難者に対する食介護に関するアンケート調

査データを解析し、わが国の高齢者施設における食事

提供に関する問題点を明らかにする。 

・特殊環境における食事のあり方と健康との関連性を明

らかにするために、2 研究所と共同で（南極昭和基

地：国立極地研究所との共同研究、航海中船舶：航海

訓練所との共同研究）、給食内容および摂食状況等に

ついての調査研究を開始した。南極越冬隊における給

食調査は年 4 回、3カ月毎に食事調査を実施した。 

・ワークショップを開催し、産官学共同で、食事提供に

ついて共通認識のもとで、食介護の観点から咀嚼・嚥

下困難者に対する食事提供のあり方について確立する

ことを図る。  

ｃ．栄養ケア・マネジメントプロジェクト ・高齢者の介護の在り方を検討するために、高齢者施設

における生活状況調査（日常活動調査）を実施し、高

齢者の身体的機能低下に対してどのような介護支援が

必要か検討する。 

・2007 年度に全国 6 ブロックで高齢者施設を対象として

実施した食介護に関するアンケートの解析を進め、高

齢者施設での食形態決定に栄養士が関与すると、より

科学的なアセスメントの実施と、より軟らかい形態の

食事の提供がされていることを明らかにし、学会等に

おいて報告した。現在、ミールラウンズを活用した摂

食状況アセスメント指標を確立するための追跡調査を

実施するためのアンケートを作成している。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．食育プロジェクト 

食育に関する問題把握とその背景調査に関する準備を

行った。 

・Cultural Domains 調査による共通認識分析につい

てはアンケート調査票およびフリーリストを作成し、

25 名のインタビューを実施した。 

・食介護を含めた介護の在り方を検討するために、高齢

者施設の高齢者の生活機能調査を行い、高齢者の介護

度と日常生活の活動 56 項目について、介護度の変化

と日常生活の活動との関連性と、3 年間の日常生活の

身体機能の変化について検討をし、男性と女性では低

下する機能が異なることを明らかにした。 

・DOHaD 仮説を検証するため、現在の肥満の有無と出生

およびその後の体格・生活状況との関連について母子

手帳およびアンケート調査を行い、520 冊の母子手帳

データを収集し、データベースを作成した。 ・介護にかかわる異職種参加のワークショップを開催

し、全国調査結果から得られた科学的根拠を基に、

産官学で食介護の在り方や今後の方向性ついて共通

認識を確認すると共に、福祉施設での食介護をする

ための栄養士の卒後教育のあり方について産官学で

検討した。 

・若年成人（20 歳代）の朝食欠食の要因を明らかにする

ために、親子を対象とした食意識・食態度、親の子ど

もへの食育・食事提供態度（CFSQ）などの項目を含む

アンケートを作成し、調査を開始した。現在約 180 組

が調査終了した。 
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基礎栄養プログラム 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 
（１）プログラム（プロジェクト）の概要 

ａ．脂質・糖代謝プロジェクト 

マクロニュートリエント（脂質、炭水化物、蛋白質）

の過剰摂取、過少摂取によって生じる病態や疾病の発症

機序を分子レベルで解明し、その機序から疾病対応の食

事、運動療法を考案する。 

 

（２）構成メンバー 

プログラムリーダー： 

江崎 治 

  プロジェクトリーダー： 

 三浦進司  （脂質・糖代謝プロジェクト） 

上級研究員: 

 山﨑聖美 

研究員: 

千葉 剛 

客員研究員: 

亀井康富  （東京医科歯科大学） 

渡辺光博  （慶應義塾大学） 

高橋真由美 （お茶の水女子大学） 

技術補助員: 

甲斐裕子 

岸本杏子 

榊原圭代子 

白石梨沙（～8月） 

研修生: 

 只石 幹  （東京農業大学） 

 

２．年度計画 
ａ．脂質・糖代謝プロジェクト 

・運動による肥満/糖尿病予防機序の解明 

運動トレーニングは筋肉における糖および脂質代謝

を促進し、脂質、糖質の過剰摂取によって生じるイン

スリン抵抗性を改善する。その原因の一つは、筋肉で

発現するグルコース運搬体４型（GLUT4）の量を増加

させるためである。又、脂肪酸の燃焼しやすい体質に

なり、肥満になりにくくなる。本年度は、運動中（筋

収縮に伴う）及び運動トレーニング後に生じる脂質代

謝促進メカニズムの解明を試みる。 

 

・肥満／脂肪肝発症原因別の食事療法の考案 

飽和脂肪酸、一価不飽和脂肪酸、砂糖、アルコール

を多く摂取すると、脂肪肝や肥満を発症する。これら

の作用機序は栄養素により異なる。一方、魚、お茶

（カテキン）、大豆の摂取は脂肪肝や肥満を予防するよ

うに働く。これらの予防機序も食品により異なる。ど

のような機序で生じる脂肪肝・肥満に対して、どのよ

うな食品を摂取することが最適か明らかにする。 

 

 

・脳出血予防のための食事療法の考案 

人に於いては低蛋白食及び低脂肪食は脳出血罹患の

リスクとなる。動物モデル(SHRSP)においても蛋白質

摂取量は脳出血罹患頻度を決める主要な因子である。

一方食事制限は慢性炎症を抑え、脳卒中罹患を予防す

る可能性がある。本年度は低蛋白食でない食事制限に

よる脳出血罹患への影響を、SHRSP における脳血管内

皮細胞機能の面から調べる。 

  

３．プロジェクトの進捗状況（成果）  
ａ. 脂質・糖代謝プロジェクト 

・運動による肥満/糖尿病予防機序の解明 

昨年度の研究から、骨格筋のα2-AMPK 活性を抑制し

た「骨格筋特異的優性抑制型変異体α1-AMPK 発現マウ

ス」を作製し、骨格筋での脂肪酸代謝亢進作用の調べ

た所、低強度運動による脂肪酸酸化亢進作用はこのマ

ウスでも認められ、α2-AMPK 活性化によるものでない

ことが明らかになった。今年度は AMPK の上流に位置

する LKB1 活性を抑制したマウスを同様な方法で作成

した。このマウスでは低強度運動による脂肪酸酸化亢

進作用は認められず、LKB1 は運動による脂肪燃焼の亢

進に必須であることがわかった。 

 

・肥満／脂肪肝発症原因別の食事療法の考案 

  飽和脂肪酸を多く含む食事は多価不飽和脂肪酸を含

む食事に比べ、脂肪肝になりやすい。B6 マウス実験食

摂取後 4-10 週で、飽和脂肪酸を多く含む食事を摂取

した群では PPARγ2 の活性化と脂肪肝が認められた。

アデノウィルスを用いた PPARγのノックダウンを行う

と、PPARγ蛋白量が減少するとともに、脂肪肝の改善

が認められた。飽和脂肪酸摂取による脂肪肝は肝臓で

の PPARγ活性化を抑制することで治療できる可能性が

示唆された。 

 

・脳出血予防のための食事療法の考案 

  脳出血を発症する SHRSP に於いて、50％の食事制限

を行うと脳出血の著しい減少が認められた。SHRSP は

脳出血を罹患しない SHR に比べ、炎症マーカーである

血中 IL-1βや TNF-α 量が多いが、食事制限により

SHRSP の炎症マーカーは減少した。食事制限は炎症を

減弱し、脳卒中を予防する可能性が示唆された。     
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食品保健機能プログラム 
 
 

1. プログラム／プロジェクトの概要 

（１）プログラムの概要 

 中期目標は、健康増進法に基づく業務、及び、「健康

食品」を対象とした食品成分の有効性評価及び健康影響

評価に関する調査研究を行う。 
○健康増進法に基づく業務 

・厚生労働省（消費者庁）が収去した特別用途食品、栄

養表示された食品の試験業務を的確かつ迅速に実施す

る。 

・特別用途食品の許可に係る試験業務について、分析技

術が確立している食品成分の試験業務は、検体の受理

から試験の回答までを 2 ヶ月以内に行うことを目指す。 

・分析技術の確立していない特定保健用食品の関与成分

等の新たな食品成分技術的対応については、他登録試

験機関での応用も可能な分析技術の規格化及び当該食

品成分の標準品の開発の実現を図る。 

○健康食品を対象とした食品成分の有効性及び健康影

響評価に関する調査研究 

・保健機能食品等の健康志向に基づく食品の使用実態等

の情報を収集･把握し、栄養表示及び健康表示の側面

から、健康影響について調査検討する。 
・栄養素以外の食品成分から広く健康影響を持つ食品素

材をスクリーニングして、癌抑制及び動脈硬化抑制効

果等、ヒトにおける有効性評価について細胞モデル及

び動物モデルを用いて検討する。 
 
（２）プロジェクトの概要 

ａ．食品分析プロジェクト 

・特別用途食品 (病者用食品、乳児用調製粉乳、えん下

困難者用食品、特定保健用食品など) 許可時の食品成

分分析を行う。 
・収去食品の分析を行う。 
・一般栄養成分及び特定保健用食品関与成分の分析方法

の改良を行う。 
・特定保健用食品の審査において、厚生労働省 (消費者

庁) に関与成分分析法について専門的観点から情報を

提供する。 
 
ｂ．補完成分プロジェクト 

・予防･治療が望まれる慢性疾患に対して栄養素以外の

食品成分から有効な成分を検索し、その有効性を評価

する。 
 
ｃ．食品機能プロジェクト 
・食品の持つ抗酸化能の生体影響を明らかにするため、

日常的に摂取している食品に着目して抗酸化力及び含

有抗酸化成分の測定に関する基礎的研究を行う。 
・ 食品の抗酸化能について、他機関と連携して統一的な

分析方法の確立を目指す。 
・栄養素及び非栄養素成分、特に構造脂質、脂溶性ビタ

ミン、ポリフェノール等について、その有効性と安全

性の評価を行う。 
 

（３）構成メンバー 

プログラムリーダー: 

大森豊緑（～4月） 

石見佳子（5月～） 
プロジェクトリーダー: 

永田純一 （食品分析プロジェクト／～8 月、食

品機能プロジェクト／9月～） 

矢野友啓 （補完成分プロジェクト） 

石見佳子 （食品機能プロジェクト／併任、～8

月、食品分析プロジェクト／併任、

9月～） 

研究員: 

松本輝樹 

竹林 純 

山内 淳（併任、2月～） 

特別研究員: 

城内文吾（～2月） 

大瀧（東泉）裕子（5～6 月、リサーチレジデント

／7月～） 

客員研究員: 

鈴木靖志（サラヤ株式会社） 
太田篤胤（城西国際大学）（5月～） 

呉 堅 （日清オイリオグループ株式会社中央研

究所）（5月～） 

藤井康弘（大塚製薬佐賀栄養製品研究所）（5 月

～） 

協力研究員: 

佐藤洋美（千葉大学大学院） 
木戸和貴子（武庫川女子大学） 

千葉大成（城西大学）（5月～） 

王 新祥（北京中医薬大学）（5月～） 

佐藤七枝（聖徳大学）（5月）～ 

技術補助員: 

佐賀加奈子（～7 月）、中村 礼、鈴木春奈、山

田 彩（～6 月）、宮澤未緒、陳 健斌、小板谷

典子（5 月～）、谷中かおる（5 月～）、石川由

花（5月～）、吉田真咲（5月～） 

研修生: 

中島啓介（千葉大学大学院） 
安部文子（実践女子大学大学院） 

 

２．年度計画 

ａ．食品分析プロジェクト 

・厚生労働省が収去した特別用途食品及び栄養表示がな

された食品の試験業務及び、特別用途表示の許可など
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を行うに当たり、申請者の申請に基づく試験の業務を

的確、迅速に実施する。 
・特定保健用食品関与成分の分析法、標準品の妥当性等

を随時検討する。 
・試験検査機器の有効利用及び整備を強化して食品試験

業務の適性かつ効率的な実施を図る。 
・厚生労働省 (消費者庁) への特定保健用食品申請時の

関与成分分析とそのヒアリングに対応する。 
・標準作業書の実施と外部精度管理機関への参加を実施

する。 
 
ｂ．補完成分プロジェクト 

・大豆食品加工の際に未利用な画分に多く含まれる機能

性成分として特定された BBI について、BBI の体内動

態を解析するための評価法の確立を目指す。 

・昨年度に引き続き、トコトリエノールの補完成分とし

ての有効性を高める技術開発を行い、その有用性を評

価する。 

 
ｃ．食品機能プロジェクト 
・食品の持つ抗酸化能の生体影響を明らかにするため、

日常的に摂取している野菜に着目して抗酸化力及び含

有抗酸化成分の測定に関する基礎的研究を行う。 

・食品の抗酸化能測定法である H-ORAC (Hydrophilic-

Oxygen Radical Absorbance Capacity) 法の標準化を

他機関と連携して行う。 

・微生物定量法が主となっているビタミン類の測定に関

して、食品形態に対応した機器分析方法の導入を検討

する。 

・栄養素及び非栄養素成分、特に構造脂質、脂溶性ビタ

ミン、大豆たんぱく質、ポリフェノール等について、

その有効性と安全性の評価を行う。 

 

３．進捗状況(成果) 

ａ．食品分析プロジェクト 

・平成 21 年度での申請食品 40 検体（特定保健用食品 33

検体、その他の特別用途食品 7 検体）の分析を行うと

ともに、平成 20 年度の収去食品 99 品目の分析を遅滞

無く行った。 

・標準作業書の実施に向けた対応を行った。 

・厚生労働省 (消費者庁) への特定保健用食品申請時の

関与成分分析に関するヒアリングに出席すると共に、

問題点の見出された分析法については適宜個別指導を

行なった。(ヒアリング：20 日／年及び調査会・部会

合計：8日／年) 

・ 分析方法の資料及び標準品等の情報を収集し、分析法

の見直しを行った。 

・ 登録試験機関間の分析精度管理を目的とし、食品中の

ナトリウム、ビタミン D 及び B12 の分析について、

調製粉乳を検体として栄養成分量を非明示とし、室間

試験を実施した。 

・ ビタミン D の分析に関しては、分析方法を公定法に

準じた方法に統一して室間試験を行った。溶液中の夾

雑物の影響を抑えるための分取及び分析 HPLC 条件の

検討及び煩雑な操作の簡便化により再現性を向上する

ための固相抽出を利用した分析法の開発を行った 

・簡便かつ迅速な分析法の開発を目的に、ビタミン B12 

の HPLC 法による分析を検討した。ビタミン B12 の分

析において、固相抽出法を用いることにより、機器分

析法による定量化の目処が立った。 

 

ｂ．補完成分プロジェクト 

・慢性疾患の補完･代替医療に幅広く適用可能な新たな

成分として特定した大豆由来の Bowman-Birk protease 

inhibitor(BBI)の生体内動態を解明することを目的と

し、BBI を定量するための新規 ELISA 法の構築を行い、

標準品を用いた解析から、他のペプチドの ELISA 法と

同程度かそれ以上の感度を持つ新規 BBI 定量用 ELISA

法の構築に成功した。 

・トコトリエノール（T3）のシクロデキストリン（CD）

包接化により、T3 の AUC の改善が認められ、CD 包接

化による T3 の生体利用性の向上が認められた。さら

に、CD 包接化による T3 の生体利用性の向上に伴い、

T3 の腫瘍組織への貯留量が増加し、T3 の抗がん作用

が CD 包接化により増強されることが確認された。 

 

ｃ．食品機能プロジェクト 
・平成 20 年家計調査で購入重量に基づき設定した「モ

デル野菜」について、主としてポリフェノール類に起

因する水溶性画分の抗酸化能を H-ORAC 法で測定した。

また、「モデル野菜」には、カフェ酸及びケルセチン

をアグリコンとするポリフェノール類が主として含ま

れることを明らかにした。 

・ 前年度に行った ORAC 法の試験室間再現性試験で良好

な再現性が得られなかった原因について検討し、改善

法を作成した。改善法について試験室間再現性試験を

行い、精度の向上を確認した。 

・ 閉経後女性を対象とした大豆イソフラボンの代謝産物

（エクオール）の介入試験を終了し、有効性・安全性

の評価を行った。 

・新規機能性脂質のデザインと有効性評価を行った。イ

カ表皮より高純度（約 90%）DHA 含有リン脂質（PC）

を分離精製し、細胞を用いて脂肪蓄積に及ぼす影響を

調べた。これまでのところ、高純度 DHA 含有 PC は、

細胞分化に影響を及ぼさないが、細胞内脂質蓄積を抑

制する傾向が観察されている。 

・ ポリフェノールを豊富に含む果実より抽出した粉末の

機能性に着目し、体脂肪蓄積や脂質代謝に及ぼす影響

を調べた。これまでのところ、中性脂肪濃度低下と体

脂肪低減傾向を観察した。 

・ 類似の機能性を有する食品および食品成分の併用摂取

による有効性と健康影響に関する評価研究を行った。 

・特定保健用食品の関与成分と医薬品の併用摂取による

有効性および健康影響に関する評価研究を行った。
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情報センター 
 
 

特別研究員: １．センター／プロジェクトの概要 
佐藤陽子 

（１）センターの概要 
勝浦 彩 

 情報センターは、当研究所の情報発信の中核としての

役割を担っており、健康と運動・栄養に関する研究成果

や関連情報を収集・分析・蓄積し、国民の健康づくりに

役立つ情報としてホームページやニュースレターを通じ

て発信する。また、特定保健用食品（特保）や栄養機能

食品といった保健機能食品制度に関する基礎的情報、い

わゆる健康食品が関連した被害情報など、国の健康や食

品・栄養に係わる制度を効果的に普及させるための取り

組みを行う。 

客員研究員: 

橋本洋子 （秋草学園短期大学） 

梅國智子 （人間総合科学大学） 

江指隆年 （聖徳大学大学院） 

久保和弘 （奈良文化女子短期大学） 

技術補助員: 

青木律子（～1 月）、海老原美樹、古池直子、小

島彩子、佐藤美津代、鈴木順子、狩野照誉、高橋

穂澄、瀧 優子（～4 月）、瀧沢あす香、中西朋

子、西谷えみ、西山聡子、針生和典、細井俊克、

横谷馨倫 

 
（２）プロジェクトの概要 

研修生: ａ．健康食品情報プロジェクト 
渡辺早季 （東京家政大学） 

 健康食品に関する正しい知識の普及と健康被害の未然

防止ならびに拡大防止を目的に、公正で科学的な健康食

品の情報を継続的に収集・蓄積し、幅広く公開する。情

報はホームページで一般公開し、ページアクセス数を

6,000 件/日以上維持できるようにする。また、社会的ニ

ーズの把握、消費者とのリスクコミュニケーションの一

つとして、現場の専門職、関係機関との連携が可能な新

たなシステムの構築を検討する。 

藤丸愛理 （東京家政大学） 

西邑瑛美 （昭和女子大学） 

千原佑香 （昭和女子大学） 

Lin Ning （第二軍医大学（中国）） 

近藤 渚 （昭和女子大学、8月～） 

 

２．年度計画 

ａ．健康食品情報プロジェクト  

・科学的根拠に基づく最新の健康食品に関わる情報、な

らびに国内外の危害情報を継続的に蓄積して「健康食

品の安全性・有効性情報」のホームページ上で公開す

るとともに、消費者とのリスクコミュニケーションを

図るために NR など現場の専門職の協力、他の組織や

機関との連携ができるシステム構築をさらに進める。 

ｂ．健康･栄養情報プロジェクト 

 所内の他のプログラムとの連携等により、これまでに

収集・蓄積してきた情報を、ホームページ等を通じて継

続発信するとともに、必要な情報の更新・解析に努める。

また、国民の要望や意見、健康・栄養分野の専門職が必

要とする情報を、各種セミナー・シンポジウム等の機会

や情報技術を用いて把握する。 ・新たに「特別用途食品・栄養療法エビデンス情報」の

運用を開始する。  
 

ｃ．IT 支援プロジェクト 
ｂ．健康･栄養情報プロジェクト 

 研究所の活動情報についてのデータベースや特許情報

他、研究所の対外的な総合情報発信の基盤として、イン

ターネットワーク、内部における研究活動の促進とデー

タの活用を促すためのイントラネットワーク、双方にま

たがる総合的なネットワークシステムの基盤整備を行う。 

・当研究所に必要な健康・栄養関連の図書等の情報を調

査し適宜整理する。 

・一般および専門職からの電話や e-メール等による相談

に適切に対応するとともに、ニュースレター（４回）

の配信や年１回オープンハウスの実施を通して、研究

所の活動状況を積極的に紹介する。 
 

（３）構成メンバー 
・健康・栄養情報（FFF データベース等）の継続的な発

信および情報の更新・充実に努める。 センター長： 

梅垣敬三  ・話題の健康・栄養情報を収集し，系統的レビュー・メ

タ分析等により、さらに科学的エビデンスレベルの高

い情報として発信する。 

プロジェクトリーダー: 

梅垣敬三 （健康食品情報プロジェクト/併任) 

卓 興鋼 （健康･栄養情報プロジェクト）  
廣田晃一 （IT 支援プロジェクト） ｃ．IT 支援プロジェクト 

上級研究員 
・外部からの意見・要望等を広く効率的に把握するため

のインターネットサイトの整備をさらに進め、収集さ

れた意見・要望等をすみやかに内部の業務に反映する

笠岡（坪山）宜代（健康食品情報プロジェクト/

併任） 
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・機能性食品因子データベース（FFF データベース）の

維持管理、外部問合せへの対応に努めた。9 月初めに

トップページに再度アクセスカウンターを設置し、現

在トップページへの訪問は毎月 4,000 件程で推移して

いる。 

ためのイントラネット（周知用掲示板、メーリングリ

スト等)の整備を進める。 

・所内各プログラムにおける研究成果および研究所内外

の関連情報を集約・加工し、ホームページ等を介して、

国民が適切な運動・食生活を実践できるような情報と

して提供する。また、これまで収集・蓄積してきた健

康・栄養情報の内容を適宜見直して充実させる。 

・消費者庁食品表示課に業務協力し（9 月までは厚生労

働省医薬食品局食品安全部基準審査課新開発食品保健

対策室）、特定保健用食品の表示許可にかかる審査に

関する助言等を行った。 

・ホームページ等を活用した諸規程、職員の公募等、必

要な情報開示を情報のセキュリティを確保しつつ実施

する。  

・イントラネットの活用方法の検討を行う。 ｃ．IT 支援プロジェクト 
 ・外部からの電話やメールでの問い合わせの適切な対応

に努めた。ホームページに設けた問い合わせフォーム

を介したメールでの問い合わせは 380 件であった。ホ

ームページ上に公開している「よくある質問(FAQ)」

のページに新規コンテンツを追加した。 

３．進捗状況（成果） 

ａ．健康食品情報プロジェクト 

・ 「健康食品の安全性･有効性情報」に関して、ニーズ把

握およびデータベースへのデータ追加を行った。作成

した情報の内訳は、新規情報が約 160 件、更新・追記

情報が約 260 件である。登録会員への更新情報メール

の配信（毎月）、健康食品に関するメールや電話での

問い合わせ、新聞などの取材に適宜対応した。サイト

へのアクセス数は 8,000 件/日以上維持できていた。 

・コミュニケーションチャンネル「健康・栄養フォーラ

ム」における外部からの問い合わせは、92 件であった。 

・研究所の活動内容・成果等をメールニュースの形で

1,682 人の読者に 4 回配信した。またホームページに

おいて、研究所の最新情報を What's New の形で 82 件

掲載した。 ・ 新しく「特別用途食品・栄養療法エビデンス情報

(http://fosdu.nih.go.jp/)」のデータベースを構築

し、栄養士会等を介したサイトの利用や改善に関する

調査を実施し、改修後に一般公開した。 

・マンスリーレポートのデータ登録数は、1,278 件であ

った。また、最新健康・栄養ニュースへのデータ登録

数は、3,553 件であり、最新健康食品文献リストへの

データ登録数は 41,310 件であった。 ・ 就学前の子どもを対象にサプリメント利用に関す

る予備的な実態調査を行い、親のサプリメントの

利用や栄養・食品に関する誤解が、子どものサプ

リメント利用に関連していることを明らかにした。 

・サイトの一日あたりの平均アクセス(ページビュー)数

は、HFNET を除く研究所全体で 8,500 件/日だった。 

・所内 LAN に新機能としてソーシャル・ネットワーキン

グ機能を試験的に追加し、業務の進捗状況の管理をよ

り一層容易な状況とし、事務部門との情報共有の促進

を図った。 

・ 消費者とのリスクコミュニケーションを図るため、NR

協会等を介した効果的な情報提供法の検討、「特定保

健用食品の正しい利用法」や「子供のサプリメント利

用に関する情報」についてパンフレットを作成すると

ともに、ホームページ上で公開した。それらの公開情

報の内容は全国紙等に紹介され、特に子供のサプリメ

ント利用に関する情報は、17 の新聞に取り上げられ

大きな反響を受けた。子どものサプリメント利用に関

する保護者の意識調査、サプリメントアドバイザー養

成機関ならびにアドバイザリースタッフ個人の実態調

査も行った。 

・情報セキュリティ確保のために、セキュリティ用ハー

ドウェアのアップデートを月 1 回行い監視体制の強化

を継続するとともに、年 6 回のセキュリティ講習会

(感染研と共同開催)、年 2 回のセキュリティ監査(1 回

は感染研と共同実施)を実施した。また｢セキュリティ

対策実施手順書｣の見直しを行った。

 

ｂ．健康･栄養情報プロジェクト 

・平成 21 年 9 月 12 日（土曜日）にオープンハウス（研

究所公開）を実施した（参加者は 216 名）。食生活診

断、健康体力診断、骨密度測定、健康フィットネス体

験、講演、所内見学を例年通り実施し、NR 協会の協力

を得て、健康食品相談も行った。 

・機関誌「健康・栄養ニュース」の発行に努めた。 

・論文の系統的レビュー・メタ分析手法により、大豆イ

ソフラボンの骨密度、骨代謝マーカー、血圧に対する

影響を評価した。 

・当研究所に必要な健康・栄養関連の図書等の情報を調

査し適宜整理した。また、図書業務（契約雑誌の整

理・オンライン閲覧環境の設定、文献の取り寄せ、図

書検索システム LIMEDIO の整備など）を遂行した。 
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国際産学連携センター 
 
 

プロジェクトリーダー: １． センター／プロジェクトの概要 
芝池伸彰 （国際栄養プロジェクト／～9月） 

（１）センターの概要 
西 信雄 （国際栄養プロジェクト／10 月） 

 国際産学連携センターは、当研究所の対外部門とし

て、アジア地域をはじめとする国際的な研究ネットワー

クの構築、海外との学術交流や若手外国人研究者の受

け入れ、大学や企業等との連携による研究開発、国際

シンポジウムやセミナーの開催など、当研究所が国内

外の関係機関等と連携して行うさまざまなプログラムの

調整役を担っている。 

笠岡（坪山）宜代 

（国際栄養プロジェクト／11 月～／

調整担当上級研究員併任／情報セン

ター健康食品情報プロジェクト上級

研究員併任） 

水野正一 (生物統計プロジェクト) 
上級研究員: 

（２）プロジェクトの概要 笠岡（坪山）宜代 
（国際栄養プロジェクト／8 月～10

月） 
ａ．国際栄養プロジェクト 

 国際栄養プロジェクトは国際的な学術交流(招へい事

業、セミナー開催等)、情報提供及び国際機関との協力

を行う。具体的には、海外からの研修生の受け入れ

(「若手外国人研究者招へい事業」等)、国際シンポジウ

ムの開催、アジア各国との共同研究、ＷＨＯなど国際機

関への協力･連携、海外向け情報発信等を通じて、国際

的な研究ネットワーク構築を図ることを目指している。 

研究員: 

三好美紀 
協力研究員 

菊池有利子（ミネソタ大学） 

細川裕子  （目白大学） 

桑木泰子  （（株）ウェル・ビーイング） 
技術補助員:  

角倉知子、小原恭子、マサハート由華（12 月

～）、當間奈月（1月～） 
ｂ．生物統計プロジェクト 

 特定保健用食品等の有効性評価を目的としたヒト試験

デザインに関して、主として統計学的観点からの検討を

行う。メタボリックシンドローム等に関連する各種健

康・栄養指標に関して、国全体としての推移、また都道

府県地域差等を評価する手法の検討及び将来予測のため

シミュレーションを行う。 

研修生: 

Hyunju Jung （ソウル国立大学） 
  

２．年度計画 

ａ．国際栄養プロジェクト 
 「国際栄養協力若手外国人研究者招へい事業」で 2 名

（中国、韓国）の研究者を受け入れる。また、同事業に

よる過去の招へい研究者と受入研究者との共同研究の推

進に努める。第４回アジア栄養ネットワークシンポジウ

ムを開催し、アジアの栄養研究所とのネットワークづく

りを進める。ＷＨＯ指定研究協力センターを設置する。

共同研究、人材育成、情報発信等のアジア西太平洋諸国

への協力活動を強化する。ＷＨＯ、ＣＯＤＥＸ等の国際

機関への協力を積極的に行い、連携を強化する。研究所

の研究成果、栄養行政に関する資料について、適時、英

語版ホームページを通じて情報発信を行う。 

ｃ．ＮＲ・セミナー・社会ニーズ関係 

 「対外部門」としての国際産学連携センターの中で、

講演会･セミナー等を通じた人材育成、栄養情報担当者

(ＮＲ)の学術的基盤づくり、行政部門との各種調整等を

行っている。 

・ＮＲ業務(事務部業務課との連携) 

栄養情報担当者(ＮＲ)事業の学術面(試験、研修等)へ

の対応を行う。ＮＲ制度のあり方や研究所の関わりにつ

いて検討を行う。 

・セミナー業務 
 管理栄養士等の専門家を対象としたセミナーの企画･

運営、外部団体･機関と連携した各種人材育成プログラ

ムの企画等を、中長期的な視点から行う。研究の成果を

社会に還元するため、一般向けセミナーを開催する。社

会的ニーズを把握するため関連機関等と定期的な情報交

換の場を設け、社会的･行政ニーズを把握する。 

ｂ．生物統計プロジェクト 

・食品の機能性評価 

臨床試験のデザイン、結果の解析、メタ分析等を実施

する。 

・メタボリックシンドローム関連健康指標評価 
 特に、腎機能の維持と低下予防に焦点を当て、臨床、

人間ドック、地域住民健康成績から長期縦断的データを

構築し、栄養疫学的な解析を実施する。 

（３）構成メンバー 

センター長: 
 芝池伸彰 (～9月／理事併任) 

西 信雄 （10 月～） ｃ．ＮＲ・セミナー・社会ニーズ関係 

ＮＲの資格取得後のフォローアップ研修として、全国
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5～6 カ所で研修会を実施する。ＮＲ制度の認知度向上、

職域拡大等を目的としてＮＲに関する情報収集、モニタ

リング調査等を行うとともに、他のアドバイザリースタ

ッフ養成団体等との連携を図る。一般向けの公開セミナ

ー(第 11 回)を、平成 22 年 1 月に東京で開催する。健

康・栄養に関連する団体、大学、民間企業等他機関との

連携、およびニーズ把握のための意見交換会を年 6 回程

度開催する。 

 

３．進捗状況（成果） 

ａ．国際栄養プロジェクト 

・海外の研究機関との交流･共同研究および国際機関の

活動への対応 

 栄養と肥満に関する共同研究をアジアの栄養研究所

（ベトナム、フィリピン）と実施している。また、前年

度より引き続き、ＷＨＯ西太平洋地域における"Diet, 

Physical Activity and Population Health（仮称）"に

関するＷＨＯ指定研究協力センターの設立に向けて準備

中であり、ＷＨＯ本部およびＷＨＯ西太平洋地域事務局

の栄養担当官らと具体的な内容等の調整を進めている。 

・海外からの訪問･研修受入 

 本年度の「若手外国人研究者招へい事業」では、中国

より 1 名、韓国より 1 名の研究者を受け入れ、受入研究

者との共同研究を進めた。来年度の招へい研究者 2 名が

決定しており、現在、受入および来日に係る準備手続き

を進めている。 

 また、他機関からの依頼による研修受入れとして、本

年度はＪＩＣＡより 1 件（ＪＩＣＡ国別研修（イエメン

共和国）1 日）を受け入れ、講義を実施した。海外から

の視察訪問も随時、要請に応じて受け入れており、本年

度は台湾と中国からの研究者の訪問を受け入れ、意見交

換を開催した。 

・国際シンポジウム･セミナー 

本年度開催予定であった第 4 回アジア栄養ネットワー

クシンポジウムは、「ＩＵＮＳ（国際栄養科学連合）栄

養学のリーダーシップ育成国際ワークショップ（平成 22

年 9 月 7-9 日開催予定）」との共同開催により、拡大し

て開催することとして準備を進めている。関連シンポジ

ウムとして、国際栄養シンポジウム「米国のビタミンＤ

問題からアジアの糖尿病まで」を 11 月 30 日に開催し、

アジアを含む諸外国の最新情報の提供及び意見交換、議

論を行った。今後も参加者も含めた国々とで引き続き情

報交換を行うこととした。 

・広報･情報発信 

 英語版ホームページを通して、研究所の研究成果、栄

養行政の情報を発信している。研究所のニュースレター

「健康･栄養ニュース」(年 4 回発行)の英語版「Health 

and Nutrition News」を作成し、英語版ホームページに

掲載している。英語版ホームページに問い合わせ用メー

ルアドレスを掲載し、海外からの問い合わせに対応して

いる。 

 

ｂ．生物統計プロジェクト 

食品の機能性評価のための臨床試験のデザイン、結果

の解析、メタ分析において、生物統計学側面からサポー

トを行った。現在、日本人男性では 50 人に 1 人、女性

では 100 人に 1 人程度が透析の生涯リスクを有すること

から、メタボリックシンドローム関連指標のなかでも腎

機能の維持と低下予防のため、運動や食生活習慣のなか

に予防要因を見出す目的で、長期継続健診受診記録をデ

ータベース化し、栄養疫学的に解析することを提案した。

長期にわたる食事・栄養療法の臨床実践データの再解析

から、たんぱく質摂取レベルが食事・栄養療法介入後の

腎機能低下に及ぼす影響としては、低たんぱく食により、

尿たんぱく量が減少し、ひいては腎機能維持に有利であ

ることが示唆された。 

 

ｃ．ＮＲ・セミナー・社会ニーズ関係 

・ＮＲの養成・認定 

公平・公正な制度運用を期すために、外部有識者を加

えたＮＲ認定委員会を開催し、厳格な試験を実施した。 
平成 21 年度に実施した「第 6 回栄養情報担当者（Ｎ

Ｒ）認定試験」（平成 21 年 6 月 7 日実施）では、新たに

613 名のＮＲ（受験者数 1,072 名、合格率 57.2％）が誕

生し、累計で 4,093 名にＮＲの資格を付与した。また

「第 7 回資格確認試験」（平成 21 年 11 月 15 日実施）で

は、受験者数 246 名、合格者 123 名（合格率 50.0％）で

あった。 

養成講座については、平成 21 年度に新たに 1 講座を

指定し、全国における講座数は計 41 講座となった。 

・ＮＲ事業の学術面への対応 

 資格確認試験(第 7 回；平成 21 年 11 月)、ＮＲ認定試

験(第 6 回；平成 21 年 6 月、第 7 回；平成 22 年 6 月)の

問題作成に関わる進行管理を行った。過去問題のデータ

ベース化等を通じて、問題作成の効率化を図った。 

・ＮＲ研修会の開催 

 ＮＲのスキルアップの一環として、当研究所が主催す

るフォローアップ研修会を、全国 6 カ所(仙台、大阪、

名古屋、岡山、福岡、東京（2 回）)で計７回開催、平成

20 年度に引き続き他団体との相互単位認定を行った。 

・ＮＲの支援策の検討など 

 ＮＲの活動状況等の現状と課題を踏まえ、ＮＲ制度を

さらに発展させるとともに、社会的ニーズに対応した環

境を整備するため、アドバイザリースタッフに関する調

査を実施した。ＮＲ協会と定期的にＮＲへの支援策やＮ

Ｒと研究所の関わりなど情報、意見交換を実施した。平

成 20 年度に提出された「ＮＲ制度のあり方検討委員

会」報告書の提言を踏まえ、健康食品の安全性や他の食

品等との作用、有効性について最新の知見が消費者に提

供される仕組みの整備に取り組んだ。 

引き続き健康食品管理士認定協会との協力関係を深め、

協会主催の研修会参加で認定更新に必要な単位を付与し

た。 

・社会ニーズ、意見交換会 

健康・栄養に関する機関（(独)農業・食品産業技術総

合研究機構食品総合研究所、(独)国民生活センター、

(独)国立病院機構、国立スポーツ科学センター、江戸川

保健所、(株)ヤクルト研究所）との「意見交換会」を年

６回実施した。また、消費者庁食品表示部、厚生労働省
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室との間で、幹部レベルでの意見交換会および実務者レ

ベルでの情報及び意見交換会を行い、行政ニーズに適宜

対応した業務体制を整えるとともに、平成 22 年度計画

に反映させた。 

・セミナー 

第 11 回一般向け公開セミナー(テーマ：栄養・食生活

と「健康食品」～「健康食品」とのつきあい方を中心に

～)を平成 22 年 1 月 30 日(土)に開催した。近年増加し

ている「健康食品」に関連した被害事例や、根拠のない

情報の氾濫を防ぐため、公正中立な立場での情報発信を

目的とするとともに、本年度 9 月に消費者庁が創設され、

消費者保護の観点より一元的な施策の取組みが展開され

つつあることから、「健康食品」をメインテーマとした。

平成 21 年度は、講演だけでなく、消費者、専門家、行

政を代表する方々によるパネルディスカッションも実施

した。一般の方の関心も高く、多数の参加を得た。 

また、栄養士・管理栄養士の研修や生涯教育のプログ

ラムに対し、職員を積極的に派遣するとともに、それら

のプログラムの企画等への支援を行った。また、栄養

士・管理栄養士の資質向上を目指し、関連サイトの監

修・執筆等の活動を通したネットワークづくりを図って

いる。
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 28) 渡邊 昌: 肥満関連疾患のアジアと米国におけ

る遺伝学的検討とその対策に関する研究, 平成

21年度分担研究報告書, 厚生労働省厚生科学研

究費, 地球規模保健課題推進研究事業（国際医

学協力研究事業） 

 16) 宮地元彦: 健康日本21の中間評価、糖尿病等の

「今後の生活習慣病対策の推進について（中間

とりまとめ）」を踏まえた今後の生活習慣病対

策のためのエビデンス構築に関する研究, 平成

21年度分担研究報告書, 厚生労働省厚生科学研

究費,循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業  29) 江崎治, 山崎聖美: ニュートリゲノミクスを用

いた高機能性新規食品の多機能性解明とその評

価・管理に関する研究. 食品・農産物の表示の

信頼性確保と機能性解析のための基盤技術の開

発 平成21年度研究成果報告書. 96-97,2010.2,  

農林水産省農林水産技術会議事務局 (独) 農

業・食品産業技術総合研究機構 食品総合研究所  

 17) 田畑 泉: 筋ジストロフィーの集学的治療と筋

てん化に関する研究, 平成21年度分担研究報告

書, 厚生労働省厚生科学研究費, 精神・神経疾

患研究委託事業 

 18) 田中茂穂: エネルギー消費量の変動要因に関す

る基礎的研究, 平成21年度研究実績報告書, 文

部科学省科学研究費. 基盤研究（A）  30) 山崎聖美: 形態形成期・思春期などの高感受性

期にある集団での核内受容体作動性化学物質等

の有害性発送メカニズムの解明及びその評価手

法にかかる総合研究, 平成21年度分担研究報告

書, 厚生労働省厚生科学研究費, 化学物質リス

ク研究事業 

 19) 大坂寿雅: 終板器官周囲のプロスタグランジン

E2発熱機構を制御する神経伝達物質, 平成21年

度研究実績報告書, 文部科学省科学研究費. 基

盤研究（C) 

 20) 谷本道哉: 高齢者が安全に行える効果的な筋力

トレーニング法の確立：筋発揮張力維持法の効

果検証, 平成21年度研究実績報告書, 文部科学

省科学研究費. 若手研究（B） 

 31) 三浦進司: 運動によるエネルギー代謝亢進のメ

カニズム,平成21年度研究実績報告書, 文部科学

省科学研究費. 基盤研究(B) 

 32) 江崎 治: 運動はMEF2を介してGLUT4を増加させ

るか, 平成21年度研究実績報告書, 文部科学省

科学研究費. 基盤研究(B) 

 21) 山元健太: 交感神経系を介した柔軟性体力と動

脈硬化の関連機序, 平成21年度研究実績報告書, 

文部科学省科学研究費. 若手研究（B） 

 33) 江崎 治: 運動はMEF2を介してGLUT4を増加させ

るか, 平成19～平成21年度研究成果報告書, 文

部科学省科学研究費. 基盤研究(B) 

 22) 宮地元彦: 習慣的身体活動はホモシステイン分

解酵素遺伝子変異に伴う動脈硬化を予防する

か？, 平成21年度研究実績報告書, 文部科学省

科学研究費. 基盤研究（B）  34) 千葉 剛: 脳出血における脳微小血管内皮細胞

フォークヘッド型転写因子の役割の解明, 平成

21年度研究実績報告書, 文部科学省科学研究費. 

若手研究(B) 

 23) 大河原一憲: 日常生活下における肥満抑制因子

としての非運動性身体活動と24時間脂質酸化能

の役割, 平成21年度研究実績報告書, 文部科学

省科学研究費. 特別研究員奨励費  35) 千葉 剛: 脳出血における脳微小血管内皮細胞

フォークヘッド型転写因子の役割の解明, 平成

20～21年度研究成果報告書, 文部科学省科学研

究費. 若手研究(B) 

 24) 田中憲子: 体幹部骨格筋量の増大がメタボリッ

ク症候群の改善および介護予防に及ぼす影響, 

平成21年度研究実績報告書, 文部科学省科学研

究費. 特別研究員奨励費  36) 松本輝樹, 竹林 純, 遠藤 香: 「栄養表示基

準における栄養成分の分析方法」の測定精度向

上のための研究, 平成21年度総括・分担研究報

告書, 厚生労働省厚生科学研究費, 食品の安

心・安全確保推進研究事業  

 25) 柏木厚典, 門脇孝, 羽田勝計, 名和田新, 伊藤

博史, 富永真琴, 及川眞一, 野田光彦, 河村孝

彦, 三家登喜夫, 難波光義, 柱本満, 笹原誉之, 

西尾善彦, 武井泉, 梅本雅夫, 桑克彦, 村上正

巳, 小栗孝志: 糖尿病関連検査の標準化に関す

る委員会：HbA1c国際標準化に関するわが国の対

応 糖尿病関連検査の標準化に関する委員会報

告. 糖尿病. 2009; 52(9):811-818  

 37) 松本輝樹, 竹林 純, 遠藤 香: 「栄養表示基

準における栄養成分の分析方法」の測定精度向

上のための研究, 平成19～21年度総合研究報告

書, 厚生労働省厚生科学研究費, 食品の安心・

安全確保推進研究事業   26) 窪田哲也: 肝臓におけるIRS-1、IRS-2の生理

的・病態生理的役割の解明, 平成21年度研究実

績報告書, 文部科学省科学研究費. 基盤研究

（C） 

 38) 石見佳子, 卓興鋼, 梅垣敬三, 山内淳: 大豆成

分の生活習慣病予防効果の系統的レビューとそ

の検証に関する研究（第2報）. 大豆たん白質研

究. 2009; 12:11-21   27) 渡邊 昌, 饗場直美, 宮地元彦, 森田明美, 水

野正一, 山田晃一, 出浦義丈, 野田光彦, 佐々

木敏, 河嶋伸久, 大森由実: 特定保健指導対象

者以外も含めた生活習慣病予備軍に対する保健

指導効果の検証及び評価手法の開発に関する研

究, 平成21年度総括報告書, 厚生労働省厚生科

学研究費, 循環器疾患等生活習慣病対策総合研

究事業 

 39) 東泉裕子: 大豆イソフラボンの安全性評価に関

する研究. 平成21年度食品の安心・安全確保推

進研究推進事業若手研究者育成活用事業. 2010; 

 40) 東泉裕子: 腸内細菌叢に着目した大豆イソフラ

ボンの生体利用性に関する研究. 平成21年度創

造的特別基礎奨励研究報告書. 2010; 

 41) 竹林純、陳健斌 ，カラムスイッチングHPLC法を
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用いた食品中ビタミンD分析法の開発、平成21年

度分担研究報告書,厚生労働省厚生労働科学研究

費、食品の安心・安全確保推進研究事業 

 42) 竹林純, 松本輝樹, 卓興鋼, 坪田（宇津木）恵, 

沖智之: 抗酸化物質を含有するいわゆる健康食

品の安全性・有効性に関する研究, 平成21年度

総括・分担研究報告書, 厚生労働省厚生労働科

学研究費、食品の安心・安全確保推進研究事業 

 43) 竹林純, 沖智之, 陳健斌: 日本において一般的

に食されている野菜類からの抗酸化物質一日摂

取量の推定, 平成21年度分担研究報告書, 厚生

労働省厚生労働科学研究費, 食品の安心・安全

確保推進研究事業 

 44) 石見佳子, 永田純一, 梅垣敬三: 検査機関の信

頼性確保に関する研究, 平成21年度総括・分担

研究報告書, 厚生労働省厚生科学研究費, 食品

の安心・安全確保推進研究事業 

 45) 永田純一: 機能性食品の組み合わせ摂取による

有効性と安全性に関する研究, 平成21年度研究

実績報告書 文部科学省科学研究費. 基盤研究

(C) 

 46) 永田純一: 機能性食品の組み合わせ摂取による

有効性と安全性に関する研究, 自己評価報告書 

文部科学省科学研究費. 基盤研究(C) 

 47) 石見佳子: 大豆イソフラボン代謝産物に着目し

た骨粗鬆症の予防に関する研究, 平成21年度研

究実績報告書, 文部科学省科学研究費. 基盤研

究（B） 

 48) 東泉裕子: 男性骨粗鬆症に対する大豆イソフラ

ボン代謝産物の作用とその作用機序の解明, 平

成21年度研究実績報告書, 文部科学省科学研究

費. 若手研究（B） 

 49) 矢野友啓: 多様な生理活性を持つトコトリエノ

ール安定化による新たな中皮腫予防並びに治療

法の構築, 平成21年度受託研究報告書, ヒュー

マンサイエンス振興財団受託研究 

 50) 矢野友啓: 多様な生理活性を持つこの雨声成分

の安定化による新たな難治性慢性疾患の予防及

び治療法の構築, 平成21年度総括・分担研究報

告書, 厚生労働省厚生科学研究費, 政策創薬総

合研究事業 

 51) 矢野友啓: 多様な生理活性を持つこの雨声成分

の安定化による新たな難治性慢性疾患の予防及

び治療法の構築, 平成19～21年度総合研究報告

書, 厚生労働省厚生科学研究費, 政策創薬総合

研究事業 

 52) 竹林 純: 新規抗酸化評価技術に基づいた食品

への表示方法の整備. 平成21年度分担研究報告

書, 新需要創造対策事業（農林水産省） 

 53) 梅垣敬三, 長村洋一, 齋藤邦明, 信川益明, 山

田 浩, 金澤秀子, 佐藤陽子, 狩野照誉, 中西

朋子: 健康食品の情報提供システム体制の構築

と安全性確保に関する研究, 平成21年度総括・

分担研究報告書, 厚生労働省厚生科学研究費,食

品の安心・安全確保推進研究事業 

 54) 梅垣敬三, 佐藤陽子, 狩野照誉, 中西朋子: 特

定保健用食品の安全性・有効性のエビデンスに

関する検討－市販後の情報収集に関する実態調

査－ 平成21年度分担研究報告書, 厚生労働省

厚生科学研究費, 食品の安心・安全確保推進研

究事業 

 55) 梅垣敬三, 笠岡（坪山）宜代, 佐藤陽子, 中西

朋子: 健康食品における安全性確保を目的とし

た基準等作成のための行政的研究 平成21年度

分担研究報告書, 厚生労働省厚生科学研究費,食

品の安心・安全確保推進研究事業 

 56) 梅垣敬三, 石見佳子, 竹林 純, 廣田晃一, 笠

岡（坪山）宜代, 佐藤陽子, 中西朋子: 緑茶抽

出物含有製品と肝機能障害の関連を示す論文の

精査について, 消費者庁受託事業 

 57) 梅垣敬三: 受容体結合測定法を応用した新食品

等の健康影響評価法の開発と応用, 平成21年度

分担研究報告書, 内閣府食品健康影響評価技術

研究 

 58) 笠岡(坪山)宜代, 桑木泰子: 管理栄養士養成の

ための臨床研修制度についての検討 諸外国に

おける栄養士養成のための臨地･校外実習の現状

に関する調査研究. 日本栄養士会政策事業報告

書. 2009;  

 59) 三好美紀: 我が国の国際保健人材の栄養分野の

研究能力強化とベトナムにおける栄養士教育制

度に関する研究, 平成21年度分担研究報告書, 

厚生労働省厚生科学研究費, 国際医療研究委託

事業 

60) 三好美紀：健康づくり・生活習慣病予防のため

の「食育研究データベース」の構築，平成21年

度分担研究報告書, 厚生労働省厚生科学研究費, 

循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業 

61) 三好美紀：諸外国のポピュレーションストラテ

ジーの事例調査，平成21年度分担研究報告書, 

厚生労働省厚生科学研究費, 循環器疾患等生活

習慣病対策総合研究事業 

 62) 笠岡(坪山)宜代: 肥満発症に対するタウリンの

新規機能の解明, 平成21年度研究実績報告書, 

文部科学省科学研究費. 基盤研究（C） 

 63) 芝池伸彰, 梅垣敬三, 大森豊緑, 笠岡（坪山）

宜代, 山田和彦, 桑木泰子: 特定保健用食品等

の有効性・安全性を確保するための科学的根拠

の評価方法に関する研究, 平成21年度総括・分

担研究報告書, 厚生労働省厚生科学研究費, 食

品の安心・安全確保推進研究事業 

 64) 芝池伸彰, 梅垣敬三, 大森豊緑, 笠岡（坪山）

宜代, 山田和彦, 桑木泰子: 特定保健用食品等

の有効性・安全性を確保するための科学的根拠

の評価方法に関する研究, 平成19～21年度総合

研究報告書, 厚生労働省厚生科学研究費, 食品

の安心・安全確保推進研究事業 

 65) 德留信寛: がん化学予防剤の開発に関する基礎

及び臨床研究, 平成21年度分担研究報告書, 厚

生労働省厚生科学研究費, 第3次対がん戦略研究

事業 

 66) 德留信寛: 東南アジア諸国における消化管がん
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  2) Ishimi Y: Possible role of equol status on 

the effects of isoflavones on bone and fat 

mass in postmenopausal Japanese women. . 

Equol, Soy, and Menopause Research 

Leadership Conference. 2009.06.16, 

Washington DC 

の宿主・環境要因の研究, 平成21年度研究実績

報告書, 文部科学省科学研究費, 特定領域研究 

 67) 德留信寛: イラン・バボール市における消化管

がんの宿主・環境要因の研究, 平成21年度研究

実績報告書, 文部科学省科学研究費. 基盤研究

（B）海外学術研究 

  68) 德留信寛: 全国栄養士の食生活と生活習慣病の

罹患・死亡リスクとの関連に関するコホート研

究, 平成21年度研究実績報告書, 文部科学省科

学研究費. 基盤研究（B） 

c. 一般講演等 

  1) Morita A, Okamura N, Aiba N, Miyachi M, 

Sasaki S, Kawashima N, T.Utsugi M, Watanabe 

S: The effect of weight loss program on 

bone metabolism in Japanese obese people. 

19th IAGG World Congress of Gerontology & 

Geriatrics. 2009.07.07, Paris  

 69) 德留信寛: 全国栄養士の食生活と生活習慣病の

罹患・死亡リスクとの関連に関するコホート研

究, 自己評価報告書, 文部科学省科学研究費. 

基盤研究（B） 

  2) T.Utsugi M, Ito-Sato R, Ohkubo T, Kikuya M, 

Asayama K, Metoki H, Kurimoto A, Suzuki K, 

Totsune K, Imai Y: Predictor of decline in 

higher-level functional capacity among 

elderly Japanese: the Ohasama study.. 19th 

IAGG World Congress of Gerontology & 

Geriatrics.. 2009.07.07, Paris  

 

【国際学会等】 

a. 特別講演 

1) Ishikawa-Takata K: エネルギー消費量の評価方

法ー二重標識水法を中心として. 韓国運動栄養

学会. 2009.11.27, 韓国  

  2) Kadowaki T: Epidemic of type 2 diabetes in 

Japan-Its causes and preventive strategies. 

3rd International Congress on Pre diabetes 

and the Metabolic Syndrome. 2009.04.02, 

Nice  

  3) Yoshita K, Arai Y, Nozue M, Tanaka H, 

Kawano M: Outline for the results of the 

National Health and Nutrition Survey Japan 

2007. 19th International Congress of 

Nutrition. 2009.10.07, Bangkok, Thailand    3) Kadowaki T: The Rule of IRS2 in Hepatic 

Insulin Sensitivity. Diabetes, Obesity and 

Metabolism Editorial Board Meeting . 

2009.06.06, New Orleans  

  4) Kawashima N, Morita A, T.Utsugi M, Teshima 

T, Kawakami J, Aiba N, Watanabe S: Nutrient 

content of serving food and usage of 

Dietary Reference Intakes for Japanese in 
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 10) 山内淳, 石見佳子, 山本祐司, 白鳥明日香, 田
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雄: 小児肥満における血中タウリン動態の検討. 

第30回日本肥満学会 一般演題. 2009.10.09, 

浜松  

112) 三好美紀, 石川みどり, 西田美佐: 栄養部門の

国際保健人材育成に向けて（第1報）研修の現状

とニーズについて. 第24回日本国際保健医療学

会学術大会. 2009.08.06, 仙台  

113) 石川みどり, 草間かおる, 野末みほ, 三好美紀, 

西田美佐: 栄養部門の国際保健人材育成に向け

て（第 2 報）管理栄養士養成課程における教材

の現状について. 第 24 回日本国際保健医療学会

学術大会. 2009.08.06, 仙台 

 
 2.公的資金による研究 
【厚生労働科学研究費補助金】 

a. 主任研究者 

1) 由田克士: 日本人の食事摂取基準の活用方法に

関する検討. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環

器疾患等生活習慣病対策総合研究事業 

  2) 荒井裕介: 食育を通じた健康づくり及び生活習

慣病予防戦略に関する研究: 厚生労働省厚生科

学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研

究事業 

  3) 田中茂穂: エネルギー必要量推定法に関する基

盤的研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環器

疾患等生活習慣病対策総合研究事業 

  4) 田畑 泉: 健康づくりのための運動基準・エク

ササイズガイド改定に関する研究. 厚生労働省

厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策

総合研究事業 

  5) 門脇 孝: 保健指導への活用を前提としたメタ

ボリックシンドロームの診断・管理のエビデン

ス創出のための横断・縦断研究. 厚生労働省厚

生科学研究費. 循環器疾患等総合研究事業 

  6) 渡邊 昌: 特定保健指導対象者以外も含めた生

活習慣病予備軍に対する保健指導効果の検証お

よび評価手法の開発に関する研究. 厚生労働省

厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策

総合研究事業 

  7) 竹林 純: 抗酸化物質を含有するいわゆる健康

食品の安全性・有効性に関する研究. 厚生労働

省厚生科学研究費. 食品の安心・安全確保推進

研究事業 

  8) 松本輝樹: 「栄養表示基準における栄養成分の

分析方法」の測定精度向上のための研究. 厚生

労働省厚生科学研究費. 食品の安心・安全確保

推進研究事業 

  9) 矢野友啓: 多様な生理活性を持つ機能性成分の

安定化による新たな難治性慢性疾患の予防と治

療法の構築 . 厚生労働省厚生科学研究費. 政策

創薬総合研究事業 

 10) 石見佳子: 検査機関の信頼性確保に関する研究. 

厚生労働省厚生科学研究費. 食品の安心・安全

確保推進事業 

 11) 梅垣敬三: 健康食品の情報提供システム体制の

構築と安全性確保に関する研究. 厚生労働省厚

生科学研究費. 食品の安心・安全確保推進研究

事業 

 12) 大森豊緑: 保健指導を中心とした地域における

脳卒中及び心筋梗塞の再発予防システムとエビ

デンスの構築に関する研究. 厚生労働省厚生科

学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研

究事業 

 13) 芝池伸彰: 特定保健用食品等の有効性・安全性

を確保するための科学的根拠の評価方法に関す

る研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 食品の安

心・安全確保推進研究事業 

 

b. 分担研究者 

  1) 坪田（宇津木）恵: 抗酸化物質を含有するいわ

ゆる健康食品の安全性・有効性に関する研究

（主任研究者 竹林 純）. 厚生労働省厚生科

学研究費. 食品の安心・安全確保推進研究事業 

  2) 森田明美: 行動変容理論に基づく効率的かつ効

果的な特定保健指導手法の疫学的エビデンスと

ITを援用した開発（主任研究者 梶尾 裕）. 

厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活

習慣病対策総合研究事業 

  3) 荒井裕介: 日本人の食事摂取基準の活用方法に

関する検討（主任研究者 由田克士）. 厚生労

働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病

対策総合研究事業 

  4) 森田明美: 日本人の食事摂取基準の活用方法に

関する検討（主任研究者 由田克士）. 厚生労

働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病

対策総合研究事業 

  5) 森田明美: 日本人の食事摂取基準を改定するた

めのエビデンスの構築に関する研究－微量栄養

素と多量栄養素摂取量のバランスの解明－（主

 



 

52 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 58 号（2009）

 18) 宮地元彦: 地域・職域における生活習慣病予防

活動・疾病管理による医療費適正化効果に関す

る研究（主任研究者 津下一代）. 厚生労働省

厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策

総合研究事業 

任研究者 柴田克己）. 厚生労働省厚生科学研

究費.循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業 

  6) 由田克士: 日本人の食事摂取基準を改定するた

めのエビデンスの構築に関する研究－微量栄養

素と多量栄養素摂取量のバランスの解明－（主

任研究者 柴田克己）. 厚生労働省厚生科学研

究費.循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業 

 19) 宮地元彦: 健康日本21の中間評価、糖尿病等の

「今後の生活習慣病対策の推進について（中間

とりまとめ）」を踏まえた今後の生活習慣病対

策のためのエビデンス構築に関する研究（主任

研究者 緒方裕光. 厚生労働省厚生科学研究費. 

循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業 

  7) 森田明美: 「日本人の食事摂取基準」策定のた

めの文献学的研究（主任研究者 佐々木敏）. 

厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活

習慣病対策総合研究事業 

 20) 田畑 泉: 筋ジストロフィーの集学的治療と均

てん化に関する研究（主任研究者 神野 進）. 

厚生労働省厚生科学研究費 精神・神経疾患研

究委託事業 

  8) 由田克士: 「日本人の食事摂取基準」策定のた

めの文献学的研究（主任研究者 佐々木敏）. 

厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活

習慣病対策総合研究事業 

 21) 門脇 孝: 多目的コホートにおける糖尿病・メ

タボリックシンドロームの発症要因と実態分析

に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 循

環器疾患等総合研究事業 

  9) 森田明美: 特定保健指導対象者以外も含めた生

活習慣病予備軍に対する保健指導効果の検証お

よび評価手法の開発に関する研究（主任研究者 

渡邊 昌）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環

器疾患等生活習慣病対策総合研究事業  22) 門脇 孝: 糖尿病予防のための戦略研究. 厚生

労働省厚生科学研究費. 糖尿病戦略等研究事業  10) 由田克士: 食生活・栄養素摂取状況が高齢者の

健康寿命に与える影響に関する研究：NIPPON 

DATA80･90の追跡調査（主任研究者 上島弘嗣）. 

厚生労働省厚生科学研究費. 長寿科学総合研究

事業 

 23) 門脇 孝: 2型糖尿病患者のQOL、血管合併症及

び長期予後改善のための前向き研究. 厚生労働

省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対

策総合研究事業 

 24) 饗場直美: 特定保健指導対象者以外も含めた生

活習慣病予備軍に対する保健指導効果の検証お

よび評価手法の開発に関する研究（主任研究者 

渡邊 昌）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環

器疾患等生活習慣病対策総合研究事業 

 11) 由田克士: 健康増進施策推進・評価のための健

康・栄養モニタリングシステムの構築（主任研

究者 吉池信男）. 厚生労働省厚生科学研究費. 

循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業 

 12) 由田克士: 健康日本21の中間評価、糖尿病等の

「今後の生活習慣病対策の推進について（中間

とりまとめ）」を踏まえた今後の生活習慣病対

策のためのエビデンス構築に関する研究（主任

研究者 緒方裕光）. 厚生労働省厚生科学研究

費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業 

 25) 山田晃一: 特定保健指導対象者以外も含めた生

活習慣病予備軍に対する保健指導効果の検証お

よび評価手法の開発に関する研究（主任研究者 

渡邊 昌）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環

器疾患等生活習慣病対策総合研究事業 

 26) 渡邊 昌: 肥満関連疾患のアジアと米国におけ

る遺伝疫学的検討とその対策に関する研究（主

任研究者 川上正舒）. 厚生労働省厚生科学研

究費. 地球規模保健課題推進研究事業（国際医

学協力研究事業） 

 13) 髙田和子: 高齢者の経口摂取の維持ならびに栄

養ケア・マネジメントの活用に関する研究（主

任研究者 葛谷雅文）. 厚生労働省厚生科学研

究費. 長寿科学総合研究事業 

 14) 田中茂穂: 「日本人の食事摂取基準」策定のた

めの文献学的研究（主任研究者 佐々木敏）. 

厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活

習慣病対策総合研究事業 

 27) 山崎聖美: 形態形成期・思春期などの高感受性

期にある集団での核内受容体作動性化学物質等

の有害性発現メカニズムの解明及びその評価手

法にかかる総合研究（主任研究者 井上 達）. 

厚生労働省厚生科学研究費. 化学物質リスク研

究事業. 

 15) 宮地元彦: 特定保健指導対象者以外も含めた生

活習慣病予備軍に対する保健指導効果の検証お

よび評価手法の開発に関する研究（主任研究者 

渡邊 昌）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環

器疾患等生活習慣病対策総合研究事業 

 28) 江崎 治: 「日本人の食事摂取基準」策定のた

めの文献学的研究（主任研究者 佐々木敏）. 

厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活

習慣病対策総合研究事業 

 16) 髙田和子: エネルギー必要量推定法に関する基

盤的研究（主任研究者 田中茂穂）. 厚生労働

省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対

策総合研究事業 

 29) 竹林 純: 「栄養表示基準における栄養成分の

分析方法」の測定精度向上のための研究（主任

研究者 松本輝樹）. 厚生労働省厚生科学研究

費. 食品の安心・安全確保推進研究事業 

 17) 田畑泉: エネルギー必要量推定法に関する基盤

的研究（主任研究者 田中茂穂）. 厚生労働省

厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策

総合研究事業 

 30) 松本輝樹: 抗酸化物質を含有するいわゆる健康

食品の安全性・有効性に関する研究（主任研究
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【文部科学研究費補助金】 者 竹林 純）. 厚生労働省厚生科学研究費. 

食品の安心・安全確保推進研究事業 a. 主任研究者 

  1) 坪田（宇津木）恵:地域在宅高齢者の栄養・食事

摂取や食事パターンが高次生活機能低下に及ぼ

す影響.文部科学省科学研究費. 若手研究（B） 

 31) 永田純一: 検査機関の信頼性確保に関する研究

（主任研究者 石見佳子）. 厚生労働省厚生科

学研究費. 食品の安心・安全確保推進研究事業 

  2) 田中茂穂: エネルギー消費量の変動要因に関す

る基礎的研究. 文部科学省科学研究費. 基盤研

究（A） 

 32) 卓 興鋼: 抗酸化物質を含有するいわゆる健康

食品の安全性・有効性に関する研究（主任研究

者 竹林 純）. 厚生労働省厚生科学研究費. 

食品の安心・安全確保推進研究事業   3) 大坂寿雅: 終板器官周囲のプロスタグランジン

E2発熱機構を制御する神経伝達物質. 文部科学

省科学研究費. 基盤研究（C) 

 33) 梅垣敬三: 検査機関の信頼性確保に関する研究

（主任研究者 石見佳子）. 厚生労働省厚生科

学研究費. 食品の安心安全確保推進研究事業   4) 谷本道哉: 高齢者が安全に行える効果的な筋力

トレーニング法の確立：筋発揮張力維持法の効

果検証. 文部科学省科学研究費. 若手研究（B） 

 34) 梅垣敬三: 特定保健用食品等の有効性・安全性

を確保するための科学的根拠の評価方法に関す

る研究（主任研究者 芝池伸彰）. 厚生労働省

厚生科学研究費. 食品の安心・安全確保推進研

究事業 

  5) 山元健太: 交感神経系を介した柔軟性体力と動

脈硬化の関連機序. 文部科学省科学研究費. 若

手研究（B） 

  6) 宮地元彦: 習慣的身体活動はホモシステイン分

解酵素遺伝子変異に伴う動脈硬化を予防する

か？. 文部科学省科学研究費. 基盤研究（B） 

 35) 廣田晃一: 食育を通じた健康づくり及び生活習

慣病予防戦略に関する研究（主任研究者 荒井

裕介）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾

患等生活習慣病対策総合研究事業   7) 大河原一憲: 日常生活下における肥満抑制因子

としての非運動性身体活動と24時間脂質酸化能

の役割. 文部科学省科学研究費. 特別研究員奨

励費 

 36) 梅垣敬三: 健康食品における安全性確保を目的

とした基準等作成のための行政的研究（主任研

究者 田中平三）. 厚生労働省厚生科学研究費. 

食品の安心・安全確保推進研究事業   8) 田中憲子: 体幹部骨格筋量の増大がメタボリッ

ク症候群の改善および介護予防に及ぼす影響. 

文部科学省科学研究費. 特別研究員奨励費 

 37) 笠岡(坪山)宜代: 特定保健用食品等の有効性・

安全性を確保するための科学的根拠の評価方法

に関する研究（主任研究者 芝池伸彰）. 厚生

労働省厚生科学研究費. 食品の安心・安全確保

推進研究事業 

  9) 門脇 孝: 疾患のケミカルバイオロジー教育研

究拠点. 文部科学省科学研究費. グローバルCOE

プログラム 

 10) 門脇 孝: 代謝制御機構の統合的理解とその破

綻. 文部科学省科学研究費. 基盤研究（S） 

 38) 三好美紀: 食育を通じた健康づくり及び生活習

慣病予防に関する研究（主任研究者 荒井裕

介）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患

等生活習慣病対策総合研究事業 

 11) 門脇 孝: メタボリックシンドローム・糖尿病

の鍵分子アディポネクチン受容体

AdipoR/AMPK/ACC タンパク群の構造解析とそれ

に基づく機能解明及び治療法開発. 文部科学省

科学研究費. ターゲットタンパク研究 

 39) 水野正一: 特定保健指導対象者以外も含めた生

活習慣病予備軍に対する保健指導効果の検証お

よび評価手法の開発に関する研究（主任研究者 

渡邊 昌）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環

器疾患等生活習慣病対策総合研究事業 

 12) 門脇 孝: システム疾患生命科学による先端医

療技術開発の拠点. 文部科学省科学研究費. 文

部科学省科学研究費．科学技術振興調整費  40) 三好美紀: 我が国の国際保健人材の栄養分野の

研究能力強化とベトナムにおける栄養士教育制

度に関する研究（主任研究者 明石秀親）. 厚

生労働省厚生科学研究費.国際医療研究委託事業 

 13) 門脇 孝: メタボリック・シンドローム関連疾患

における個別化医療の実現.文部科学省科学研究

費.文部科学省科学研究費.科学技術振興調整費 

 14) 窪田哲也: 肝臓におけるIRS-1、IRS-2の生理

的・病態生理的役割の解明. 文部科学省科学研

究費. 基盤研究（C） 

 41) 大森豊緑: 特定保健用食品等の有効性・安全性

を確保するための科学的根拠の評価方法に関す

る研究（主任研究者 芝池伸彰）. 厚生労働省

厚生科学研究費. 食品の安心・安全確保推進研

究事業 

 15) 三浦進司: 運動によるエネルギー代謝亢進のメ

カニズム. 文部科学省科学研究費. 基盤研究(B) 

 16) 江崎 治: 運動はMEF2を介してGLUT4を増加させ

るか. 文部科学省科学研究費. 基盤研究(B) 

 42) 德留信寛: がん化学予防剤の開発に関する基礎

及び臨床研究（主任研究者 武藤倫弘）. 厚生

労働省厚生科学研究費. 第３次対がん総合戦略

研究事業 

 17) 千葉 剛: 脳出血における脳微小血管内皮細胞

フォークヘッド型転写因子の役割の解明. 文部

科学省科学研究費. 若手研究(B)  43) 德留信寛: 本邦におけるHTLV-1感染及び関連疾

患の実態調査と総合対策（主任研究者 山口一

成）. 厚生労働省厚生科学研究費. 新型インフ

ルエンザ等新興・再興感染症研究事業 

 18) 永田純一: 機能性食品の組み合わせ摂取による

有効性と安全性に関する研究. 文部科学省科学

研究費. 基盤研究(C) 
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b. 分担研究者  19) 石見佳子: 大豆イソフラボン代謝産物に着目し

た骨粗鬆症の予防に関する研究. 文部科学省科

学研究費. 基盤研究（B） 

  1) 竹林 純: 新規抗酸化評価技術に基づいた食品

への表示方法の整備. 新需要創造対策事業（農

林水産省）  20) 東泉裕子: 男性骨粗鬆症に対する大豆イソフラ

ボン代謝産物の作用とその作用機序の解明. 文

部科学省科学研究費. 若手研究（B） 

  2) 梅垣敬三: 受容体結合測定法を応用した新食品

等の健康影響評価法の開発と応用（主任研究者 

山田静雄）. 内閣府食品健康影響評価技術研究  21) 笠岡(坪山)宜代: 肥満発症に対するタウリンの

新規機能の解明. 文部科学省科学研究費. 基盤

研究（C） 

  3) 德留信寛: 大腸癌の発生、進展および治療感受

性に関わる因子の解析. 科学技術振興機構戦略

的創造研究推進事業. CREST  22) 德留信寛: 東南アジア諸国における消化管がん

の宿主・環境要因の研究. 文部科学省科学研究

費. 特定領域研究 
 

3.民間企業等の共同研究等 
 23) 德留信寛: イラン・バボール市における消化管

がんの宿主・環境要因の研究. 文部科学省科学

研究費. 基盤研究（B）海外学術研究 

  1) 森田明美, 宮地元彦: BI機器の精度評価試験. 

共同研究 (株)タニタ. 2009  

  2) 石見佳子, 森田明美, 山内淳: 閉経後女性にお

けるビタミンＫの機能評価に関する研究3. 共同

研究 協和発酵(株). 2009  

 24) 德留信寛: 全国栄養士の食生活と生活習慣病の

罹患・死亡リスクとの関連に関するコホート研

究. 文部科学省科学研究費. 基盤研究（B）   3) 森田明美: メタボリックシンドロームにおける

骨代謝と糖代謝の相互影響. 平成21年度日本医

師会医学研究助成費 （平成21年度日本医師会学

賞）. 2009  

 

b. 分担研究者 

  1) 由田克士: 各種栄養素摂取の長期変化と生活習

慣病発症に関する大規模疫学研究（主任研究者 

三浦克之）. 文部科学省科学研究費. 基盤研究

（B） 

  4) 中出麻紀子, 河嶋伸久, 大森由美: 肥満解消を

目的とした介入研究で、外食の嗜好・頻度が肥

満因子に及ぼす影響. 研究助成 (財)すかいらー

くフードサイエンス研究所学術研究. 2009    2) 髙田和子: 現代の小・中学生の生活スタイルと

身体活動レベル（PAL)に関する研究（主任研究

者 金子佳代子）. 文部科学省科学研究費. 基

盤研究（A） 

  5) 由田克士, 荒井裕介: 食品添加物一日摂取量調

査. 受託研究 国立医薬品食品衛生研究所 

  6) 田畑泉: 発展途上国の身体活動量の状況に関す

る研究. 平成21年度 財団法人国際協力医学研究

振興財団 調査研究助成金. 2009  

  3) 宮地元彦: 肥満関連遺伝子多型と運動および食

事介入効果の検討（主任研究者 真田樹義）. 

文部科学省科学研究費. 基盤研究（B）   7) 宮地元彦: 携帯電話を利用した保健指導支援方

法の妥当性の確認. 特定保健指導支援方法コン

サルティング  富士通(株). 2009  

  4) 宮地元彦: 身体運動によるメンタルヘルス改善

効果の分子機構解明とリサーチ・リソースの構

築（主任研究者 芝山秀太郎）. 文部科学省科

学研究費. 基盤研究（A） 

8) 宮地元彦: レインボー体操の介護予防効果に関

する研究. 受託研究 日本ウェルエージング協

会. 2009   5) 門脇 孝: 糖尿病疾患関連遺伝子の同定と医療

への応用. 文部科学省科学研究費. 特定領域研

究 

9) 宮地元彦: 「自転車運動が糖代謝および脂質代

謝の改善に及ぼす効果に関する研究」実施のた

めのアドバイスと事前・事後評価. 受託研究 

(株)シマノ. 2009 

  6) 饗場直美: 肥満発症に対するタウリンの新規機

能の解明（主任研究者 笠岡宜代）. 文部科学

省科学研究費. 基盤研究（C） 10) 宮地元彦: 新型テレビゲームのエネルギー消費

量定量に関する研究. 共同研究 任天堂(株). 

2009 

  7) 德留信寛: インスリン抵抗性とメタボリックシ

ンドロームに関する疫学研究（主任研究者 鈴

木貞夫）. 文部科学省科学研究費. 基盤研究

（C） 

 11) 熊江隆: 女子大学生を対象とした牛乳の健康増

進等の機能性に関する実証調査―体脂肪制御効

果に関して―. 受託研究 (社)日本酪農乳業協会 

平成21年度牛乳・乳製品の機能性等に関する実

証調査. 2009  

 

【その他の公的研究費】 

a. 主任研究者 

  1) 江崎治, 山崎聖美: ニュートリゲノミクスを用

いた高機能性新規食品の多機能性解明とその評

価・管理に関する研究機能評価法の開発. 農林

水産省 安信プロジェクト（安全で信頼性、機能

性が高い食品・農産物供給のための評価・管理

技術の開発） 

 12) 髙田和子: 自律度別に検討した高齢者のエネル

ギー消費量の評価. 研究助成 (財)千代田健康開

発事業団. 2009  

 13) 宮地元彦: WiiFit,WiiFit plusの共同研究成果

の広報. 共同研究成果の紹介映像作成、NKSデー

タ. 2009  
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 14) 田畑泉: フィットネスクラブにおけるサービ

ス・プログラム開発における指導・研究. 受託

研究 (株)ティップネス. 2009  

 15) 田畑泉: 携帯電話に搭載する身体活動量評価ソ

フト開発. 受託研究 (株)エヌ・ティ・ティ・

ドコモ . 2009  

16) 田中茂穂: エネルギー消費量および身体活動量

の評価方法に関する研究. 受託研究 オムロン

ヘルスケア(株). 2009 

17) 田中茂穂: 身体組成の簡易評価に関する研究. 

受託研究 オムロンヘルスケア(株). 2009 

 18) メリッサ・メルビー: “Developmental Origins 
of Metabolic Syndrome: Study Utilizing the 

Japanese Maternal and Child Health 

Handbook” . 米国のWenner-Gren Foundation 

for Anthropological Research. 2009  

 19) 山田晃一, 渡邊昌, 森田明美, 饗場直美: 生活

習慣病にならないための、遺伝子多型ごとの食

生活処方、運動処方を考える ー「佐久肥満克

服プログラム」に於ける遺伝子多型解析. (財)

総合健康推進財団 一般研究奨励助成. 2010  

 20) 饗場直美: 南極越冬隊員の生活習慣と健康状態

との関連に関する予備的研究. 共同研究 国立極

地研究所 

 21) 饗場直美: 平成21年度宇宙飛行士栄養状態の解

析調査（その1）. 受託研究 (独)宇宙航空開発

研究機構 

22) 饗場直美: ITを用いた特定保健指導が内臓脂肪

減少及びメタボリックシンドロームに与える研

究. 共同研究 (株)ヴァル研究所. 2009 

 23) 三浦進司: 運動によるエネルギー代謝変化およ

び抗肥満効果の分子機構解明. (財)武田科学振

興財団医学系研究奨励金. 2009  

 24) 山崎聖美: 大豆タンパク質β-コングリシニンの

非アルコール性脂肪肝発症予防及び治療効果と

作用機序の解明. 研究助成 (財)不二たん白質研

究振興財団. 2009  

 25) 三浦進司: 運動による脂肪酸酸化亢進への骨格

筋LKB1のfuel sensorとしての役割. 平成21年度

（第22回）(財)中冨健康科学振興財団・研究助

成金. 2010  

 26) 三浦進司: LKB1 activity in skeletal muscle 

is essential for an increase in fatty acid 

oxidation during low-intensity exercise. 

(財)金原一郎記念医学医療振興財団 第24回研究

交流助成金. 2010  

 27) 矢野友啓: 多様な生理活性を持つトコトリエノ

ールの安定化による新たな中皮腫予防並びに治

療法の構築. 受託研究 (財)ヒューマンサイエン

ス振興財団. 2009  

 28) 永田純一: 食品に含まれる機能性成分・栄養成

分の生体利用に関する研究. 共同研究 (株)東洋

新薬. 2009  

29) 永田純一: 水産物由来の機能性脂質の開発に関

する研究. 共同研究 (株)東洋新薬. 2009 

 30) 石見佳子: 大豆成分の生活習慣病予防効果の系

統的文献レビューとその効果の検証に関する研

究. (財)不二たん白質研究振興財団特定研究. 

2009  

 31) 石見佳子: エクオール含有食品の骨代謝及び脂

質代謝に対する有効性の評価. 共同研究. 大塚

製薬佐賀栄養製品研究所．2009  

 32) 石見佳子: 不動性骨粗鬆症マウスに対するリコ

ピンの作用の評価. 共同研究 カゴメ総合研究

所. 2009  

 33) 竹林純: 抗酸化活性を指標とした高機能性料理

レシピの開発に関する研究. 研究協定 九州沖縄

農業研究センター. 2009 

 34) 廣田晃一, 笠岡(坪山)宜代: 「食と健康に関す

る学術文献情報の活用方法」についての研究. 

研究指導 日本水産(株). 2009 

 
 4.研究所外での講義、講演等 
【大学等における特別講義等】 

  1) 由田克士: 国民健康・栄養調査について. 女子

栄養大学. 2009.05.12, 坂戸  

  2) 由田克士: 知っておきたい健康・栄養トピック

ス. 平成21年度慶應義塾大学薬学部栄養情報担

当者養成講座. 2010.01.24, 東京  

  3) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の活用について. 東京農業大学大学院農学研究

科食品栄養学専攻特別講義. 2010.02.04, 東京  

  4) 由田克士: 都道府県民健康・栄養調査の内容. 

平成21年度国立保健医療科学院「健康・栄養調

査の企画・運営・評価」に関する研修」. 

2010.02.18, 和光市  

  5) 田畑泉: 特別講演 メタボリックシンドローム

解消のためのエクササイズガイド2006. 第20回

日本スポーツ歯科医学会総会・学術大会. 

2009.07.04, 大宮ソニックシティー（さいたま

市）  

  6) 村上晴香: 保健栄養学特論（健康支援スキル）

行動変容につながる保健指導. 女子栄養大学. 

2010.01.06  

  7) 田畑泉: 教育講演 エクササイズガイド2006に

ついて. 日本総合健診医学会第38回大会. 

2010.01.22, 都市センターホテル，東京  

  8) 門脇孝: M2内科系統講義「糖尿病の病態・分

類・診断」. 2009.06.03, 東京大学  

  9) 門脇孝: 糖尿病・肥満・メタボリックシンドロ

ームの分子機構と治療戦略. 生理学講義 [内分

泌（11）]. 2009.07.09, 慶應義塾大学  

 10) 門脇孝: 分子医学的手法を用いた2型糖尿病・代

謝内科の基本的理解（Fundamental 

understanding of type 2 diabetes by 

molecular genetics strategy）. （東大大学院

特別講義）. 2009.10.29, 国立遺伝学研究所(静

岡)  

 11) 門脇孝: 2型糖尿病の新しい治療戦略－インクレ

チンへの期待－【分子内分泌・糖尿病内科学教

室学術講演会-糖尿病治療の新時代-】. 横浜市

立大学大学院医学系研究科. 2009.11.27, 横浜  
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 32) 笠岡(坪山)宜代: 「日本人の食事摂取基準

（2010年版）」. 東京医療福祉大学 総合演習

II. 2010.02.18, 東京医療福祉大学、東京  

 12) 門脇孝: 医薬品の研究開発：生活習慣病治療の

最先端. EMP第3期プログラム. 2009.11.28, 東

京大学  

 33) 徳留信寛: 栄養・食事とがん予防. 天使大学看

護栄養学部. 2009.10.12, 北海道札幌市  

 13) 門脇孝: アディポネクチンとその受容体. 医学

系共通講義「受容体とシグナル伝達入門」. 

2009.12.22, 東京大学   34) 徳留信寛: 生活習慣病としてのがんの予防とコ

ントロール. 第 61 回北海道公衆衛生学会「特別

講演・抄録」. 2009.11.12, 北海道札幌市 

 14) メリッサ・メルビー: Politics of Food and 

Nutrition in the US. . 跡見学園女子大学. 

2009.01.29, 埼玉県新座市   

【大学・研究所における研究セミナー等】  15) メリッサ・メルビー: Politics of Food and 

Nutrition in the US. 東京農業大学. 

2009.07.03, 東京都世田谷区  

  1) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010 年版）. 

東京慈恵会医科大学付属病院 4 機関臨床栄養研

究会. 2009.07.22, 東京都港区  16) 江崎治: 食事摂取基準 各論 主要栄養素（たん

ぱく質、脂質、炭水化物）. 日本人の食事摂取

基準（2010年版)ブロック別講習会. 2009.10.04, 

東京ビッグサイト（東京）  

  2) 田畑泉: エネルギー. 新しくなった食事摂取基

準－改定の要点と策定理論－ 主催 平成 20 年

度厚生労働省循環器疾患等生活習慣病対策総合

研究事業｢日本人の食事摂取基準の改定するため

のエビデンス構築に関する研究｣班. 2009.06.13, 

ホテル法華クラブ函館（北海道函館市） 

 17) 矢野友啓: コネキシンによる癌抑制機構につい

て. 静岡県立大学大学院生活健康科学研究科特

別講義. 2009.05.15, 静岡県立大学  

  3) 宮地元彦: 特定保健指導の実際、運動・身体活

動指導のポイント. 平成 21 年度生活習慣病対策

健診・保健指導に関する企画・運営・技術研修. 

2009.07.28, 国立保健医療科学院(埼玉県） 

 18) 石見佳子: 運動生化学講義. 早稲田大学スポー

ツ科学学術院. 2009.07.02, 所沢  

 19) 東泉裕子: 食と健康学入門. 大妻女子大学「食

と健康学入門」講義. 2009.07.18, 埼玉  

  4) Tabata I: 健康づくりのための運動基準 2006 と

健康づくりのための運動指針 2006（エクササイ

ズガイド 2006） . スポーツと健康を推進する

国際シンポジウム. 2009.10.15, 北京体育大学

（中国北京市） 

 20) 永田純一: 食品機能学. 土佐フードビジネスク

リエーター人材創出事業 . 2009.08.21, 高知大

学（高知）  

 21) 矢野友啓: 食品由来の機能性成分による生活習

慣病予防・治療の可能性. 東洋大学市民大学講

座. 2009.10.10, 東洋大学板倉キャンパス    5) 宮地元彦: 生活習慣病予防に関する保健指導－

運動・身体活動－. 特定健診・保健指導実践育

成研修会、富山県保険協議会. 2009.10.26, 富

山県市町村会館・富山県下野 995－3 

 22) 石見佳子: 食品機能学. 神奈川県立保健福祉大

学. 2010.02.14, 横須賀  

 23) 石見佳子: 食品機能学. 神奈川県立保健福祉大

学. 2010.02.15, 横須賀    6) 門脇孝: 疾患とその治療（生活習慣病）. KAST, 

教育講座. 2009.06.16, 東京・医科研  24) 石見佳子: 食品機能学. 神奈川県立保健福祉大

学. 2010.02.20, 横須賀    7) 門脇孝: Overview of research on metabolism 

and associated diseases. Max-Planck 

Society- University of Tokyo Joint 

SymposiumSession Ⅰ. 2009.12.03, 東京大学  

 25) 梅垣敬三: 「健康食品」の問題点と専門職に求

められる対応. 慶應義塾大学公開講座C. 

2009.11.29, 東京  

8) 石見佳子: 特別用途食品の現状と制度の改正. 

城西国際大学主催第２回食品機能学セミナー

（NR フォローアップセミナー）. 2009.12.06  

 26) 梅垣敬三: 健康食品とサプリメントの検証. 日

本薬科大学健康薬学科. 2010.03.31  

 27) 三好美紀: 国際社会と医療活動「途上国におけ

る栄養問題と評価手法」. 聖母大学. 

2009.04.30, 東京  

9) 石見佳子: 大豆の機能性成分と健康. フードフ

ォラムつくば ファイトケミカル分科会 「骨

の健康と食品成分」. 2010.03.05, （独）農研

機構 食品総合研究所 

 28) 三好美紀: 国際保健・栄養協力論. 県立広島大

学大学院. 2009.08.10, 広島  

10) 梅垣敬三: 健康食品の安全性と有効利用-昨今の

問題事例を中心に-. 第 1 回食品機能学セミナー. 

2009.05.17, 城西国際大学 

 29) Miyoshi M: "Roles of dietitian in Japan" 

and "Nutritional Assessment in the field: 

Dietary Surveys". JICA(集団）「健康と栄養改

善のための女性指導者研修，JICA帯広国際セン

ター. 2009.12.07, 帯広  

11) 西信雄: イントロダクション. 第 17 回疫学セミ

ナー「相関構造を考慮した疫学データ分析の理論

と実践」. 2010.01.08, 埼玉   30) Miyoshi M: Community Empowerment and 

Participatory Nutrition Education. JICA(集

団）「健康と栄養改善のための女性指導者研修，

JICA帯広国際センター. 2009.12.18, 帯広  

 

【地方自治体、栄養士会等主催の講演会等】 

  1) 森田明美: 食事摂取基準の今後と考え方. 社団

法人長野県栄養士会 第32回通常総会特別講演. 

2009.05.23, 長野県松本市  

 31) 笠岡(坪山)宜代: 『海外の食生活』. 目白大学 

栄養学演習. 2010.01.22, 目白大学、東京  
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  2) 由田克士: 栄養アセスメント 食事調査理論・

食事調査演習. 日本体育協会・日本栄養士会公

認スポーツ栄養士専門講習会. 2009.06.07,東京  

  3) 森田明美: 日本人の食事摂取状況と食事摂取基

準. さいたま市保健所 食事摂取基準に関する

研修会. 2009.06.09, 埼玉県さいたま市  

  4) 由田克士: 日本人の健康・栄養の現状～平成

18・19年国民健康・栄養調査の成績から～. 平

成21年度福島県栄養士会生涯学習研修会. 

2009.07.11, 郡山  

  5) 由田克士: 栄養調査の企画と結果の比較 特に

集団における栄養素摂取量の評価について. 平

成21年度兵庫県保健所栄養士協議会研修会. 

2009.07.12, 神戸  

  6) 由田克士: 健康・栄養調査の設計・企画・実施 

－結果のまとめと事業の評価－. 群馬県栄養士

会 生涯学習研修会. 2009.07.26, 前橋  

  7) 由田克士: 給食施設で健康づくり支援策を！. 

平成21年度中野区特定給食施設管理者講習会. 

2009.07.28, 東京  

  8) 由田克士: 特定給食施設支援・指導の目指す方

向性. 平成21年度全道栄養担当者研修会. 

2009.08.05, 札幌  

  9) 森田明美: 新しい「食事摂取基準」について. 

社団法人広島県栄養士会 生涯学習研修会. 

2009.08.09, 広島県広島市  

 10) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

基本的概念と活用の留意点. 茨城県栄養士会栄

養学術講習会. 2009.08.23, 水戸  

 11) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

について. (社)東京都栄養士会行政部会 平成

21年度東京都栄養士会行政部会研修会. 

2009.08.24, 東京都豊島区  

 12) 森田明美: 食事摂取基準（2010年版）要点と改

正のポイント. 東京都多摩府中保健所 平成21

年度栄養管理講習会. 2009.09.04,東京都調布市  

 13) 森田明美: 「日本人の食事摂取基準2010年版」

を学ぶ. 東京都南多摩保健所 平成21年度第5回

特定給食栄養管理講習会. 2009.09.09, 東京都

多摩市  

 14) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の活用と評価について. 平成21年度熊本県管理

栄養士・栄養士研修会. 2009.09.14, 熊本  

 15) 由田克士: 特定給食施設（事業所）における食

事摂取基準を活用した栄養・食事計画について. 

平成21年度熊本県管理栄養士・栄養士研修会. 

2009.09.14, 熊本  

 16) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）. 

板橋区保健所 栄養管理講習会. 2009.09.15, 

東京都板橋区  

 17) 森田明美: 改定「日本人の食事摂取基準」

（2010年版）について. 東京都社会福祉保健医

療研修センター 平成21年度福祉保健局・病院

経営本部研修「栄養士（病院・保健所等）」. 

2009.09.16, 東京都文京区  

 18) 森田明美: 2010食事摂取基準の概要、2010食事

摂取基準の活用法. 社団法人福井県栄養士会 

生涯学習研修会. 2009.09.27, 福井県福井市  

 19) 森田明美: 「日本人の食事摂取基準（2010年

版）」について ～正しく理解し、活用しよう

～. 東京都西多摩保健所 特定給食施設栄養管

理講習会. 2009.10.07, 東京都羽村市  

 20) 由田克士: 働き盛りの方への栄養支援 ～ポピ

ュレーションアプローチへの取り組み～. (財)

東京都高齢者研究・福祉振興財団 健康づくり

事業推進指導者養成研修. 2009.10.14, 東京  

 21) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の活用 －給食管理で活用する場合の留意点－. 

平成21年度神戸市特定給食施設研修会. 

2009.10.16, 神戸  

 22) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

概要、日本人の食事摂取基準（2010年版）理論. 

社団法人北海道栄養士会 平成21年度秋期全道

栄養士研修大会. 2009.10.17, 北海道札幌市  

 23) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

～概要と活用法～. 東京都栄養士会 栄養ケ

ア・ステーション人材養成講座. 2009.10.18, 

東京  

 24) 野末みほ: 栄養摂取状況調査集計ソフト「食事

しらべ」の概要及び操作方法方法について. 東

京都福祉保健局. 2009.10.26, 東京  

 25) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の活用について. 平成21年度 島根県市町村栄

養士等食育推進研修会. 2009.10.26, 松江  

 26) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の策定の考え方とその活用について. 神奈川県

茅ヶ崎保健福祉事務所 平成21年度特定給食施

設栄養管理講習会. 2009.10.26, 神奈川県茅ヶ

崎市  

 27) 由田克士: 地域評価や特定保健指導等に必要な

健康・栄養調査について. 平成21年度 第1回富

山県健康づくりのための食環境整備講習会. 

2009.10.27, 富山  

 28) 由田克士: 日本人の食事摂取基準の改定と給食

施設における栄養管理. 平成21年度 名古屋市

食と健康講演会. 2009.10.28, 名古屋  

 29) 由田克士: 働き盛り世代の減塩対策. 健康ビジ

ネスサミットうおぬま会議2009. 2009.10.29, 

新潟県湯沢町  

 30) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

について. 墨田区保健所向島保健センター 平

成21年度給食施設栄養管理技術講習会. 

2009.10.29, 東京都墨田区  

 31) 由田克士: 「食育」を推進するために学校・家

庭・地域はどう連携すべきか ～南房総市栄養

調査の結果や国の動向を踏まえて～. 千葉県南

房総市立和田中学校研修会. 2009.11.10, 南房

総市  

 32) 荒井裕介: 職場でいかせる、調査方法・評価方

法. 新潟県栄養士会魚沼支部. 2009.11.14, 新

潟県南魚沼市  

 33) 由田克士: 健康をつくる食習慣・生活習慣・食
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 49) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

改定の内容 －特定給食施設等での留意点を中

心として－. 平成21年度東京都多摩小平保健所

栄養管理講習会. 2010.01.20, 東京  

環境. すみだ食育推進リーダー育成講習会. 

2009.11.16, 東京  

 34) 由田克士: 「日本人の食事摂取基準（2010年

版）」の基礎と活用. 神奈川県栄養士会 平成

21年度栄養学術研修会. 2009.11.25, 横浜   50) 森田明美: 2010年版 食事摂取基準の活用. 特

別区職員研修所 平成21年度専門研修「栄養

士」. 2010.01.20, 東京都千代田区  

 35) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

解説. 平成21年度 練馬区特定給食施設等栄養

管理者講習会. 2009.12.01, 東京   51) 森田明美: 日本人の食事摂取基準(2010年版）. 

高知県、社団法人高知県栄養士会 日本人の食事

摂取基準（2010年版）研修会. 2010.01.22, 高

知県高知市  

 36) 由田克士: 「日本人の食事摂取基準（2010年

版）」改定のポイント及び活用について. 平成

21年度 世田谷区特定給食施設講習会. 

2009.12.02, 東京   52) 由田克士: 特定給食施設等における食事計画に

ついて ～日本人の食事摂取基準（2010年版）

の活用～. 平成21年度 北九州市給食施設栄養

士研修会. 2010.02.03, 北九州  

 37) 森田明美: 給食施設における日本人の食事摂取

基準（2010年版）を活用した食事計画について. 

横浜市健康福祉局保険事業課. 2009.12.02, 神

奈川県横浜市   53) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の基礎と活用. 宮城県石巻保健所日本人の食事

摂取基準（2010年版）に関する研修会. 

2010.02.05  

 38) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

について. 姫路市社会福祉研修. 2009.12.03, 

姫路  

 54) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

について. 荒川区保健所 平成21年度特定給食

施設栄養士講習会. 2010.02.10, 東京都荒川区  

 39) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

とその活用. 平成21年度 宮崎県栄養士会新生

涯研修会. 2009.12.05, 宮崎市  

 55) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

と活用について. 石川県能登中部保健福祉セン

ター栄養士研修会. 2010.02.16, 七尾市  

 40) 由田克士: 「日本人の食事摂取基準（2010年

版）」改定のポイントと望ましい活用を考える. 

平成21年度 神奈川県小田原保健福祉事務所 

特定給食施設等栄養管理者講習会および食生活

支援担当者研修. 2009.12.08, 小田原市  

 56) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

と活用について. 石川県能登北部保健福祉セン

ター栄養士研修会. 2010.02.17, 輪島市   41) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

について. 京都府健康福祉部健康対策課 平成

21年度栄養業務推進研修会. 2009.12.11, 京都

府京都市  

 57) 森田明美: 「日本人の食事摂取基準（2010年

版）について」. さいたま市保健所、さいたま

市保健所管内給食研究会 合同研修会. 

2010.02.18, 埼玉県さいたま市   42) 由田克士: 職場でいかせる、最新耳寄り情報 

～日本人の食事摂取基準（2010年版）について

～. 新潟県栄養士会魚沼支部研修会. 

2009.12.12, 南魚沼市  

 58) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

について. 社団法人栃木県栄養士会 日本人の食

事摂取基準講習会. 2010.02.20,栃木県宇都宮市 

 59) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

施設での活用について. 栃木県栄養士会 日本人

の食事摂取基準講習会:. 2010.02.20, 宇都宮市  

 43) 由田克士: 事業所給食から従業員の健康を考え

る. 平成21年度 神奈川県茅ヶ崎保健福祉事務

所 働く人の健康づくり講演会及びシンポジウ

ム. 2009.12.14, 茅ヶ崎市   60) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の活用～給食施設で適切に活用するために気を

つけて欲しいポイント～. 平成21年度仙台市給

食施設研修会. 2010.02.23, 仙台市  

 44) 由田克士: 最近の国民健康・栄養調査の結果と

栄養施策. 平成21年度 兵庫県市町栄養士連絡

協議会研修会. 2009.12.22, 神戸  

 61) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

について.東京都北区保健所 平成21年度特定給

食施設栄養管理講習会.2010.02.24,東京都北区  

 45) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の策定の考え方と活用について. 神奈川県足柄

上保険福祉事務所 平成21年度特定給食施設等

栄養管理講習会. 2010.01.08,神奈川県足柄上郡   62) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

～推定エネルギー必要量の求め方とモニタリン

グ～. 平成21年度練馬区特定給食施設等技術講

習会. 2010.02.24, 東京  

 46) 森田明美: 「日本人の食事摂取基準（2010年

版）」の活用. 中央区保健所 平成21年度給食

施設担当者講習会. 2010.01.12, 東京都中央区  

 63) 森田明美: 行政栄養士が活用する日本人の食事

摂取基準（2010年版）について. 社団法人日本

栄養士会 平成21年度全国行政栄養士協議会新

任者研修会. 2010.02.26, 東京都千代田区  

 47) 由田克士: コメディカル向け データのまとめ方

～具体例を用いた検討～. 日本循環器病予防学

会 コメディカルセミナー 「学会発表のため

のデータのまとめ方」. 2010.01.16, 東京  

 64) 森田明美: 2010年版 食事摂取基準の活用. 新

宿区健康部健康推進課 特定給食施設管理講習

会. 2010.02.26, 東京都新宿区  

 48) 由田克士: 給食を活用した喫食者への健康・栄

養教育. 平成２１年度広島県特定給食施設等給

食関係者研修会. 2010.01.18, 広島  
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 80) 宮地元彦: 特定健診・保健指導、介護予防等の

理論と実際. 健康運動実践指導者養成講習会 財

団法人健康・体力づくり事業財団. 2009.07.27, 

クロスウェーブ府中(東京都)  

 65) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

策定の考え方と活用について. 平成21年度藤沢

市特定給食施設等栄養士講習会. 2010.02.26, 

藤沢市  

 81) 宮地元彦: 特定健診・保健指導、介護予防等の

理論と実際. 健康運動指導士登録更新講座、財

団法人健康・体力づくり事業財団. 2009.08.01, 

兵庫県民会館(兵庫県)  

 66) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

とその活用について. 大田区特定給食施設講習

会. 2010.03.03, 東京  

 67) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

について. 渋谷区保健所 栄養管理講習会. 

2010.03.05, 東京都渋谷区  

 82) 宮地元彦: 特定健診・保健指導について. 特定

健診保健指導ならびに福利厚生セミナー,株式会

社ベネフィットワン. 2009.08.04, 株式会社パ

ソナセミナールーム(東京都)  

 68) 森田明美: 食事摂取基準2010年版について. 社

団法人日本栄養士会 平成21年度全国研究教育栄

養士協議会研修会. 2010.03.06, 福岡県福岡市   83) 田畑泉: 食事摂取基準とエネルギー. 平成21年

度短期研修公衆栄養研修，国立保健医療科学院. 

2009.08.26, 国立保健医療科学院（和光市）  

 69) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

について. 社団法人栃木県栄養士会 第２回日

本人の食事摂取基準講習会. 2010.03.07, 栃木

県宇都宮市  

 84) 髙田和子: 地域で支える栄養ケア. 特定給食施

設栄養技術講習会、東京都北区保健所. 

2009.09.10, 東京   70) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

施設での活用について . 栃木県栄養士会 日本

人の食事摂取基準講習会. 2010.03.07,宇都宮市  

 85) 村上晴香: 国の施策の現状及び健康運動指導士

の役割. 健康運動指導士登録更新講習会「基礎

興亜」、（財）健康・体力づくり事業財団. 

2009.09.26  

 71) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

について～「食事改善」と「給食管理」を目的

に、食事摂取基準を活用するポイント等～. 目

黒区保健所 平成21年度第2回特定給食管理講習

会. 2010.03.08, 東京都目黒区  

 86) 村上晴香: 特定健診・特定保健指導、介護予防

等の理論と実際. 健康運動指導士登録更新講習

会「基礎講座」、（財）健康・体力づくり事業

財団. 2009.09.26   72) 由田克士: 保育所における日本人の食事摂取基

準の活用. 石川県保育所給食担当栄養士等業務

検討会. 2010.03.10  

 87) 髙田和子: アスリートの栄養・食事. 公認コー

チ養成講習会、日本体育協会. 2009.09.29,東京  

 88) 髙田和子: 食生活の保健指導. 特定検診・保健

指導実践者育成研修会、栃木県保険者協議会. 

2009.09.30, 栃木  

 73) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の基礎と活用. 宮城県塩釜保健所、宮城県仙南

保健所 平成21年度食事摂取基準研修会. 

2010.03.24, 宮城県仙台市   89) 田畑泉: 健康づくりと運動. 平成21年度全国食

生活改善推進員団体リーダーブロック研修会、

（財）日本食生活協会. 2009.10.02, メルパル

ク岡山（岡山市）  

 74) 宮地元彦: 特定健診・保健指導、介護予防等の

理論と実際. 健康運動指導士登録更新講座 財

団法人健康・体力づくり事業財団. 2009.05.17, 

埼玉県男女共同参画推進センター With You さ

いたま(埼玉県)  

 90) 宮地元彦: メタボ予防・改善のための運動・身

体活動. 特定保健指導実践者育成研修会、秋田

県保険協議会. 2009.10.07, 秋田県市町村会館、

秋田県秋田市山王4－2－3  

 75) 髙田和子: 消費エネルギー量の算定理論・演習. 

日本体育協会公認スポーツ栄養士専門講習会. 

2009.06.04, 東京   91) 宮地元彦: 健康アクション佐賀21県民会議. 無

理なく続ける健康づくり・佐賀県健康増進課. 

2009.10.21, アバンセ・佐賀県天神3-15-18  

 76) 村上晴香: 特定健診・特定保健指導、介護予防

等の理論と実際. 健康運動指導士登録更新講習

会「基礎講座」、（財）健康・体力づくり事業

財団. 2009.06.14  

 92) 村上晴香: 自分にできる”ちょこっとエクササイ

ズ”で健康に！. 健やか山梨21推進大会、山梨県

福祉保健部. 2009.11.08   77) 宮地元彦: 特定健診・保健指導、介護予防等の

理論と実際. 健康運動指導士登録更新講座 財団

法人 健康・体力づくり事業財団. 2009.06.27, 

中島体育センター(北海道)  

 93) 田畑泉: 「日本人の食事摂取基準（2010年）基

本と応用」. 平成21年度児童福祉施設給食担当

者研修会，茨城県栄養士会. 2009.11.12, 茨城

県学校給食会（水戸市）   78) 田畑泉: 健康づくりのための運動指針2006（エ

クササイズガイド2006）について. 健康づくり

提唱のつどい，奈良県栄養士会. 2009.07.03, 

奈良県文化会館（奈良市）  

 94) 宮地元彦: 特定健診保健指導の効果的な運動指

導のあり方. 生活習慣病予防のための健診・保

健指導のあり方、長野県北信保健福祉事務局. 

2009.11.13, 長野県飯山庁舎、長野県飯山市大

字静間1340－1  

 79) 宮地元彦: 特定健診・保健指導、介護予防等の

理論と実際. 健康運動指導士登録更新講座. 

2009.07.04, エル大阪(大阪府 財団法人健康・

体力づくり事業財団  

 95) 田畑泉: 健康づくりと運動. 平成21年度全国食

生活改善推進員団体リーダーブロック研修会、

 



 

60 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 58 号（2009）

(財)日本食生活協会. 2009.11.19, 岩沼屋（仙

台市）  

 96) 村上晴香: 国の施策の現状及び健康運動指導士

の役割. 健康運動指導士登録更新講習会「基礎

講座」、(財)健康・体力づくり事業財団. 

2009.11.21  

 97) 村上晴香: 特定健診・特定保健指導、介護予防

等の理論と実際. 健康運動指導士登録更新講習

会「基礎講座」、(財)健康・体力づくり事業財

団. 2009.11.21  

 98) 田畑泉: 日本人の食事摂取基準2010年版 . 健

康づくり提唱の集い，秋田県栄養士会. 

2009.11.21, 秋田市民会館（秋田市）  

99) 宮地元彦: 生活習慣病予防と介護予防における

体力の重要性. 壮年体力つくり指導者講習会、

(財)健康体力つくり事業財団. 2009.11.27, 熊

本県総合体育館、熊本県熊本市  

100) 宮地元彦: 生活習慣病予防と介護予防における

体力の重要性. 壮年体力つくり指導者講習会、

(財)健康体力つくり事業財団. 2009.12.11, い

しかわ総合スポーツセンター・石川県金沢市  

101) 田畑泉: メタボリックシンドローム症候群の健

康づくりと運動指針. 平成21年度実践保健指

導・栄養指導ブラッシュアップセミナー，日本

栄養士会. 2009.12.12, 大阪府社会福祉会館

（大阪市）  

102) 宮地元彦: ライフサイクルからみた女性の健康

問題. 健康相談従事者基礎研修会、静岡県厚生

部健康増進室長. 2009.12.14, 静岡県掛川市徳

育保健センター・静岡県掛川市御所原9-28  

103) 髙田和子: 食生活に関する保健指導. 特定健

診・保健指導実践者育成研修会（実技編）、栃

木県保険者協議会. 2010.01.14, 栃木  

104) 田畑泉: 健康づくりと運動. 平成21年度全国食

生活改善推進員団体リーダーブロック研修会、

(財)日本食生活協会. 2010.01.21, サンライズ

九十九里（千葉県山武郡）  

105) 宮地元彦: ライフサイクルからみた女性の健康

問題. 健康相談従事者基礎研修会、静岡県厚生

部健康増進室長. 2010.01.26, 東レ総合研修セ

ンター、静岡県三島市末広町21-9  

106) 宮地元彦: 生活習慣病予防と介護予防における

体力の重要性. 壮年体力つくり指導者講習会、

(財)健康体力つくり事業財団. 2010.01.29, 千

葉市スポーツ科学センター・千葉県千葉市  

107) 田畑泉: 健康づくりと運動. 平成21年度全国食

生活改善推進員団体リーダーブロック研修会、

(財)日本食生活協会. 2010.02.05, 城山観光ホ

テル（鹿児島市）  

108) 宮地元彦: 女性のヘルスケア. ウーマンズヘル

スケア横須賀講習会、横須賀市保健所. 

2010.03.06, ヨコスカベイサイドポケット、神

奈川県横須賀市本町3－27  

109) 田中茂穂: 新食事摂取基準におけるエネルギー

必要量 関連の話題. 関東信越国立病院管理栄

養士協議会研修会. 2010.03.06, 国立国際医療

センター戸山病院  

110) 田中茂穂: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

について. 東京都施設給食協会 平成21年度第2

回栄養技術講習会. 2010.03.09, 東京自治会館

（東京）  

111) 門脇孝: 糖尿病治療において栄養士に期待する

こと. 東京都病人栄養研究会総会創立60周年特

別記念講演. 2009.06.13, 東京  

112) 門脇孝: メタボリックシンドローム. 第13回練

馬区民健康づくりセミナー. 2009.06.14, 東京  

113) 門脇孝: 生活習慣病の成因・治療のエビデンス

と管理栄養士の使命. 第13回日本病態栄養学会. 

2010.01.09, 京都  

114) 饗場直美: 行動変容に関する理論・保健指導を

支えるカウセリング. 群馬県栄養士会. 

2009.05.10, 前橋市  

115) 饗場直美: 効果的な特定保健指導について. 保

健師研修会 群馬県看護協会. 2009.06.19, 群

馬県伊勢崎市  

116) 饗場直美: 地域で食育に取り組もう～給食施設

に期待すること～. 特定給食施設従事者講習会、

神奈川県藤沢市保健所. 2009.06.23, Oslo  

117) 饗場直美: メタボリックシンドロームの予防の

栄養管理. 給食施設従事者講習会、神奈川県厚

木保健福祉事務所. 2009.06.24,神奈川県厚木市  

118) 饗場直美: 子どもの食育とその評価. 神奈川県

栄養士会福祉栄養士協議会研修会. 2009.06.25, 

神奈川県横浜市  

119) 饗場直美: 成長期の栄養と食に関する指導. 江

戸川区小学校教育研究会講演会、江戸川小学校

教育研究会. 2009.07.27, 東京都江戸川区  

120) 饗場直美: 栄養士の役割と課題. 専門職研修

「栄養士研修」、東京都市町村職員研修所. 

2009.08.10, 東京都府中市  

121) 饗場直美: 「特定健診・特定保健指導の効果的

実施に向けて」ー適切な評価を考えるー. 平成

21年度保健衛生研修、神奈川県茅ヶ崎保健福祉

事務所. 2009.08.25, 神奈川県茅ヶ崎市  

122) 饗場直美: 生涯にわたる食育を進めるための栄

養士の役割. 高津区給食施設等栄養士研修会、

川崎市高津区役所保健福祉センター. 

2009.09.15, 川崎市高津区  

123) 饗場直美: 朝食と生活リズムー朝食と生活習慣

の見直し. 生活リズム公開講座、東京都江戸川

区立清新第一中学校. 2009.10.16, 東京都江戸

川区  

124) 饗場直美: お母さんも元気のでる食育の提案. 

学校保健委員会講演会、東京都新宿区立新宿養

護学校. 2009.11.11, 東京都新宿区  

125) 饗場直美: なぜいま食育～食教育のいろいろ～. 

食育事例発表会・講演会、横浜市青葉福祉保健

センター. 2009.12.14, 横浜市青葉区  

126) 饗場直美: かしこく食べて免疫力アップー身体

を守る仕組みと食生活を考えるー. 健康大学第6

回教養講座、目黒区健康推進部健康推進課. 

2010.01.15, 東京都目黒区  
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127) 饗場直美: 子どもの食育とその評価～保育と食

育のつながりかた～. 平成21年度第3回保育研修

会,海老名市児童福祉課. 2010.01.19, 神奈川県

海老名市  

128) 饗場直美: 楽しく食育、おいしく食育. 平成21

年度食育支援担当者等講習会,小田原市保健福祉

事務所. 2010.01.29, 小田原市  

129) 饗場直美: 生涯を通じた健康づくり～食育～. 

第2回学校保健委員会（いきいき子育て講演会）、

東京都北区立西浮間小学校. 2010.02.10, 東京

都北区  

130) 饗場直美: ”食”で育む ひとづくり まちづく

り. 平成21年度八王子食育シンポジウム、八王

子市保健所. 2010.02.13, 八王子市  

131) 饗場直美: 免疫力と食生活について. 介護予防

指導・育成事業にかかわる研修会・高津保健福

祉センター. 2010.02.22, 川崎市  

132) 饗場直美: 地域で進める食育について. 高津区

健康づくり推進会議・食育分科会. 2010.02.23  

133) 粟澤元晴: 小学生の食事. 北牧小学校（長野

県）. 2010.02.24  

134) 石見佳子: 更年期女性の健康づくり－食生活と

運動－. 目黒区碑文谷保健センター. 

2009.06.05, 東京  

135) 石見佳子: 骨づくりとカルシウム. 日本体育協

会・栄養士会公認スポーツ栄養士専門講習会. 

2009.06.06, 東京  

136) 竹林純: 食品の抗酸化性を生かした機能性食品

開発. 機能性食品講習会、(財)かがわ産業支援

財団 香川県産業技術センター 香川県食品研

究会. 2009.11.27, 香川県産業技術センター

（香川県高松市）  

137) 石見佳子: 今日から始める骨元気生活－骨粗鬆

症ってどんな病気？－. 杉並区介護予防健康講

座. 2010.01.21, 東京  

138) 石見佳子: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

ミネラルを中心に. 健康運動実践指導者養成校

養成講座主任教員研修会 (財)健康・体力づく

り事業財団・日本フィットネス協会主催. 

2010.03.08, 東京  

139) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントの賢い使い

方. 食品安全セミナー、秋田県生活衛生課. 

2009.06.10, 秋田  

140) 梅垣敬三: 食品表示と「健康増進法」について. 

平成21年度消費生活セミナー、(社)札幌消費者

協会. 2009.07.23, 札幌  

141) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントの適切な使

用の考え方. 食品安全フォーラムinとやま、富

山県農林水産部農産食品課. 2009.08.25, 富山  

142) 梅垣敬三: 新たな特別用途食品制度について. 

九州国立病院管理栄養士協議会研修会. 

2009.09.05, 福岡  

143) 梅垣敬三: ここにご注意！「健康食品」・サプ

リメント. 消費者講座、大田区立消費者生活セ

ンター. 2009.10.19, 大田区  

144) 梅垣敬三: 健康食品の正しい選び方・使い方. 

江戸川区消費者講座、江戸川区消費者センター. 

2009.11.20, 江戸川区  

145) 梅垣敬三: 日本人の食事摂取基準2010版につい

て（総論）. 平成21年度東京都栄養担当者会議、

東京都福祉保健局. 2009.12.11, 東京  

146) 梅垣敬三: 特定保健用食品と健康増進法. 神奈

川県県民部消費生活課．平成21年度食品表示・

安全分野研修会. 2010.01.13, 厚木  

147) 梅垣敬三: 特定保健用食品と健康増進法. 神奈

川県県民部消費生活課、平成21年度食品表示・

安全分野研修会. 2010.01.19, 横浜  

148) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントの適切な使

用の考え方. 食の安全フォーラム、さいたま市． 

2010.01.26, 埼玉市  

149) 梅垣敬三: 賢い健康食品の使い方. 第7回食の安

全シンポジウム、和歌山県環境生活部県民局食

品・生活衛生課. 2010.02.06, 和歌山市  

150) 梅垣敬三: サプリメント・健康食品とどうつき

合うの. 熊本県薬剤師会県民公開講座、熊本県

薬剤師会. 2010.02.07, 熊本市  

151) 梅垣敬三: 健康増進法について. 平成21年度消

費生活相談員専門分野別研修会．(社)札幌消費

者協会. 2010.02.13, 札幌  

152) 梅垣敬三: サプリメント・トクホについて. 栄

養指導講習会、港区みなと保健所. 2010.02.23, 

港区  

153) 梅垣敬三: 健康食品を正しく知ろう. 第４回食

品表示を学ぶセミナー、(社)北海道消費者協会. 

2010.02.25, 函館  

154) 梅垣敬三: 健康食品とサプリメントの検証. 長

野県栄養士会諏岡支部研修会. 2010.02.27, 諏

訪市  

155) 梅垣敬三: 健康食品と健康増進法について. 特

別区保健所栄養士会専門部会. 2010.03.29, 品

川区  

156) 笠岡(坪山)宜代: 日本人の食事摂取基準（2010

年版）～策定の基礎理論･各論～. 東京都栄養士

会 生涯学習研修会. 2009.08.01, 昭和女子大

学、東京  

157) 笠岡(坪山)宜代: 日本人の食事摂取基準 2010

年版 各論. 東京都栄養士会医療部会 1日セミ

ナー. 2009.11.21, 東京慈恵会医科大学、東京  

158) 笠岡(坪山)宜代: 「日本人の食事摂取基準」

（2010年版）について. 台東区台東保健所 栄

養管理講習会. 2009.12.01, 台東保健所、東京  

159) 笠岡(坪山)宜代: 『「日本人の食事摂取基準

（2010年版）」の理解と活用』. 東京都多摩府

中保健所 市町村等支援研修. 2009.12.08, 東

京都多摩府中保健所、東京  

160) 笠岡(坪山)宜代: 『日本人の食事摂取基準

（2010年版）～策定と活用～』. 江戸川保健所 

給食施設従事者講習会. 2009.12.11, 江戸川保

健所、東京  

161) 笠岡(坪山)宜代: 『日本人の食事摂取基準』

（2010年版）～策定と活用～. 川崎市健康福祉

局 給食施設講習会. 2010.02.24, 川崎市産業
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振興会館、神奈川  

162) 笠岡(坪山)宜代: 「日本人の食事摂取基準

（2010年版）の策定の考え方と活用について」. 

鎌倉保健福祉事務所 栄養・食生活対策担当者

研修. 2010.02.26,鎌倉保健福祉事務所、神奈川  

163) 笠岡(坪山)宜代: 「日本人の食事摂取基準2010

年版」について. 北区健康福祉部 北区楽しい

食の推進員. 2010.03.02, 健康増進センター、

東京  

164) 笠岡(坪山)宜代: 「新たな特別用途食品制度に

ついて」. (社)東京都施設給食協会 栄養技術

講習会. 2010.03.09, 東京自治会館、東京 

 

【研究所が主催・共催するセミナー等】 

  1) 野末みほ: 適切な食品番号の選択、調理による

変化や栄養素が強化されている食品の考え方に

ついて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2009.07.27, 宇都宮市  

  2) 由田克士: 健康・栄養調査の信頼性を高める 

－標準化・精度管理の必要性－. 健康・栄養調

査技術研修セミナー. 2009.07.27, 宇都宮  

  3) 由田克士: 健康・栄養調査の企画・評価概論. 

健康・栄養調査技術研修セミナー. 2009.07.27, 

宇都宮  

  4) 野末みほ: 適切な食品番号の選択、調理による

変化や栄養素が強化されている食品の考え方に

ついて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2009.07.30, 米子市  

  5) 由田克士: 健康・栄養調査の信頼性を高める 

－標準化・精度管理の必要性－. 健康・栄養調

査技術研修セミナー. 2009.07.30, 米子  

  6) 野末みほ: 適切な食品番号の選択、調理による

変化や栄養素が強化されている食品の考え方に

ついて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2009.07.31, 高松市  

  7) 由田克士: 健康・栄養調査の信頼性を高める 

－標準化・精度管理の必要性－. 健康・栄養調

査技術研修セミナー. 2009.07.31, 高松  

  8) 野末みほ: 適切な食品番号の選択、調理による

変化や栄養素が強化されている食品の考え方に

ついて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2009.08.03, 金沢市  

  9) 由田克士: 健康・栄養調査の信頼性を高める 

－標準化・精度管理の必要性－ . 健康・栄養調

査技術研修セミナー. 2009.08.03, 金沢  

 10) 由田克士: 健康・栄養調査の企画・評価概論. 

健康・栄養調査技術研修セミナー. 2009.08.03, 

金沢  

 11) 野末みほ: 適切な食品番号の選択、調理による

変化や栄養素が強化されている食品の考え方に

ついて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2009.08.06, 札幌市  

 12) 由田克士: 健康・栄養調査の信頼性を高める 

－標準化・精度管理の必要性－ . 健康・栄養調

査技術研修セミナー. 2009.08.06, 札幌  

 13) 野末みほ: 適切な食品番号の選択、調理による

変化や栄養素が強化されている食品の考え方に

ついて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2009.08.20, 熊本市  

 14) 由田克士: 健康・栄養調査の信頼性を高める 

－標準化・精度管理の必要性－ . 健康・栄養調

査技術研修セミナー. 2009.08.20, 熊本  

 15) 由田克士: 健康・栄養調査の企画・評価概論. 

健康・栄養調査技術研修セミナー. 2009.08.20, 

熊本  

 16) 野末みほ, 荒井裕介, 由田克士: 栄養摂取状況

調査集計ソフト「食事しらべ」利用方法につい

て. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2009.08.21, 熊本市  

 17) 野末みほ, 荒井裕介, 由田克士: 栄養摂取状況

調査集計ソフト「食事しらべ」データ処理につ

いて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2009.08.21, 熊本市  

 18) 野末みほ: 適切な食品番号の選択、調理による

変化や栄養素が強化されている食品の考え方に

ついて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2009.08.27, 東京  

 19) 由田克士: 健康・栄養調査の信頼性を高める 

－標準化・精度管理の必要性－. 健康・栄養調

査技術研修セミナー. 2009.08.27, 東京  

 20) 由田克士: 健康・栄養調査の企画・評価概論. 

健康・栄養調査技術研修セミナー. 2009.08.27, 

東京  

 21) 野末みほ, 荒井裕介, 由田克士: 栄養摂取状況

調査集計ソフト「食事しらべ」利用方法につい

て. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2009.08.29, 東京  

 22) 野末みほ, 荒井裕介, 由田克士: 栄養摂取状況

調査集計ソフト「食事しらべ」データ処理につ

いて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2009.08.29, 東京  

 23) 野末みほ, 荒井裕介, 由田克士: 栄養摂取状況

調査集計ソフト「食事しらべ」利用方法につい

て. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2009.09.09, 大阪  

 24) 野末みほ, 荒井裕介, 由田克士: 栄養摂取状況

調査集計ソフト「食事しらべ」データ処理につ

いて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2009.09.09, 大阪  

 25) 森田明美: 「総論」,「ライフステージ」. 厚生

労働省健康局総務課 日本人の食事摂取基準

（2010年版）ブロック別講習会. 2009.09.28, 

大阪府大阪市  

 26) 森田明美: 「総論」、「ライフステージ」. 厚

生労働省健康局総務課 日本人の食事摂取基準

（2010年版）ブロック別講習会. 2009.10.04, 

東京都江東区  

 27) 森田明美: 「総論」、「ライフステージ」. 厚

生労働省健康局総務課 日本人の食事摂取基準

（2010年版）ブロック別講習会. 2009.10.11, 

宮城県仙台市  

 28) 森田明美: 「ライフステージ」. 厚生労働省健
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康局総務課 日本人の食事摂取基準（2010年

版）ブロック別講習会. 2009.11.10, 福岡県福

岡市  

29) 森田明美: 「健康食品」の必要性－新しい食事

摂取基準に照らして－. 第11回一般公開セミナ

ー. 2010.1.30, 東京 

 30) 田畑泉: エネルギー. 日本人の食事摂取基準

（2010年版）ブロック別講習会. 2009.09.28, 

大阪厚生年金会館（大阪市）  

 31) 田中茂穂: 食事摂取基準 各論 エネルギー. 日

本人の食事摂取基準（2010年版)ブロック別講習

会（関東ブロック）. 2009.10.04, 東京ビッグ

サイト（東京）  

 32) 田畑泉: エネルギー. 日本人の食事摂取基準

（2010年版）ブロック別講習会. 2009.10.11, 

仙台国際センター（仙台市）  

 33) 田畑泉: エネルギー. 日本人の食事摂取基準

（2010年版）ブロック別講習会. 2009.11.10, 

福岡国際会議場（福岡市）  

34) 田中茂穂: 食事摂取基準 各論 エネルギー. 日

本人の食事摂取基準（2010年版）ブロック別講

習会（中四国ブロック） . 2009.11.15, 川崎医

療福祉大学（倉敷市） 

 35) 田畑泉: エネルギー. 日本人の食事摂取基準

（2010年版）ブロック別講習会. 2009.11.29, 

名古屋国際会議場（名古屋市）  

36) 宮地元彦: メタボリックシンドロームを予防・

改善する身体活動.NR研修会.2009.10.25,名古屋 

37) 田畑泉: 身体活動と「健康食品」. 第11回一般

公開セミナー. 2010.1.30, 東京 

 38) 石見佳子: 特別用途食品の現状と制度の改正.  

NR研修会. 2009.11.29, 岡山  

 39) 石見佳子: 特別用途食品の現状と制度の改正. 

NR研修会. 2010.01.23, 東京  

40) 石見佳子: パネルディスカッション「健康食

品」の適切な情報提供について. 第11回一般公

開セミナー. 2010.1.30, 東京 

 41) 梅垣敬三: 健康食品の安全性確保. NR研修会. 

2009.10.04, 仙台  

 42) 梅垣敬三: 健康食品の安全性確保. NR研修会. 

2009.12.05, 福岡  

 43) 梅垣敬三: 「健康食品」の安全な利用法. 第11

回一般公開セミナー. 2010.01.30, 東京  

44) 芝池伸彰: パネルディスカッション「健康食

品」の適切な情報提供について. 第11回一般公

開セミナー. 2010.1.30, 東京 

 45) 徳留信寛: 生活習慣病の予防とコントロール. 

NR研修会. 2009.10.18, 大阪  

 46) 徳留信寛: 生活習慣病の予防とコントロール. 

NR 研修会. 2009.12.12, 東京 

47) 徳留信寛: 生活習慣病の予防とコントロール. 

NR 研修会. 2010.1.23, 東京 

 

【その他の講演会等】 

  1) 由田克士: 特定健康診査・保健指導の効果を高

めるための職種間の連携強化と協働を考える. 

日循協認定生活習慣改善保健指導士制度委員会

教育研修. 2009.06.06, 横浜  

  2) 由田克士: 栄養・食生活の基礎知識及び今日的

課題と対策. 平成21年度日本家族計画協会・結

核予防会 特定保健指導「食生活改善指導担当

者」養成セミナー. 2009.07.10, 横浜  

  3) 森田明美: 2010年食事摂取基準の概説. (財)若

さの栄養学協会 第39回栄養学連続講義. 

2009.08.01, 大阪府大阪市  

  4) 森田明美: 食事摂取基準改定 2010年版. 日本

食品添加物協会 第34回食品添加物技術フォー

ラム. 2009.08.04, 東京都千代田区  

  5) 由田克士: 対象・目的に応じた食事調査の方法

と標準化. 日本栄養改善学会 第2回実践栄養学

研究セミナー（基礎編）. 2009.09.26, 京都  

  6) 由田克士: 対象・目的に応じた食事調査の方法

と標準化. 日本栄養改善学会 第2回実践栄養学

研究セミナー（基礎編）. 2009.09.27, 東京  

  7) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

～変更点と活用ポイント～. 社団法人日本メデ

ィカル給食協会 関東信越ブロック栄養士会研

修会. 2009.11.11, 東京都新宿区  

  8) 森田明美: 高齢者と新食事摂取基準、特に資質

の関わりについて. 社団法人日本植物油協会 

2009年植物油栄養懇話会. 2009.11.20, 東京都

千代田区  

  9) 由田克士: 健康をつくる食習慣・食生活. 能美

市商工会工業部会. 2010.02.12, 能美市  

 10) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の概要およびその活用法. AFIN(国際栄養食品協

会) 2009年度 第3回教育セミナー. 2010.03.16, 

東京都新宿区  

 11) 田中茂穂: エネルギー消費と肥満. 第4回 味の

素KK”健康基盤”サイエンスセミナー. 

2009.09.16, 丸ビル コンファレンススクエア  

 12) 宮地元彦: メタボ予防・改善のための運動・身

体活動. 特定保健指導の現状と今後の課題、セ

ルフメディケーションを支援する会事務局. 

2009.09.25, 大正製薬本社、東京都豊島区高田

3-24-1  

 13) 宮地元彦: 健康づくりのトレーニング手法Ⅱ. 

スポーツサイエンステクノロジー2009セミナー、

スポーツサイエンステクノロジー事務局. 

2009.10.03, 東京ビックサイト、東京都江東区

有明3－21－1  

 14) 田畑泉: 健康づくりと運動ガイドライン. 立命

館大阪オフィス講座，立命館大学大阪オフィス. 

2009.10.14, 立命館大学大阪オフィス（大阪

市）  

 15) 宮地元彦: 生活習慣病予防と運動・食事. 生活

習慣病対策展における特別講演、日本能率協会. 

2009.11.11, 東京ビックサイト、東京都江東区

有明3－21－1  

 16) 田畑泉: 新食事摂取基準の概要. 植物油栄養懇

話会，(社)日本植物油協会. 2009.11.20, 如水

会館（千代田区）  
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 17) 宮地元彦: 生活習慣病予防と身体活動. 第2回メ

タボ研究会、大正製薬. 2010.02.10, 大正製薬

本社、東京都豊島区高田3-24-1  

 18) 田畑泉: 日本における健康づくり政策：ポスト

健康運動指導士日本21. 平成21年度鹿屋体育大

学生涯スポーツセンター協力者会議，鹿屋体育

大学生涯スポーツセンター. 2010.02.16, 鹿屋

体育大学（鹿屋市）  

 19) 田中茂穂: 身体活動量の定量法とその実際.平成

21年度 第1回特定保健指導に係る運動指導担当

者研修.2010.03.01,安全衛生総合会館（東京） 

 20) 宮地元彦: 職場における身体活動・運動に関す

る保健指導. 板橋区医師会保健指導研究会／産

業研修会、板橋区医師会. 2010.03.04, 板橋区

医師会館、東京都板橋区大和町1－7  

 21) 田畑泉: わが国の健康づくり施策とエクササイ

ズガイドの活用. 健康・スポーツセミナー（指

宿市雇用創造協議会）. 2010.03.06, 指宿総合

体育館（鹿児島県指宿市）  

 22) 宮地元彦: メタボリックシンドローム. 町田市

市民講座、町田市医師会. 2010.10.03, 町田市

民ホール、町田市森野2－2－36  

 23) 窪田直人, 窪田哲也: 【My boss, My colleague 

and My research】兄弟で取り組む、心血管イベ

ント抑制に向けた包括的研究. Trans-BEAT no.4. 

2009.04.  

 24) 窪田直人, 門脇孝: 2型糖尿病の分子メカニズム

の解明～遺伝子操作動物を用いて. 第1回

Brainstorming Medical Conference. 

2009.04.18, 東京  

 25) 門脇孝: 2型糖尿病の原因と病態―インスリン抵

抗性と脂肪細胞の研究. 第2回JSDEIセミナー. 

2009.04.19, 東京  

 26) 門脇孝: 糖尿病・メタボの仕組みとその予防・

治療―健康な生活習慣と新しい薬の開発. 公開

講座「先端科学創造シンポジウム」. 

2009.05.15, 東京  

 27) 門脇孝: 高血圧合併症糖尿病の治療戦略. 千葉

ARBフォーラム～プロブレス発売10周年記念. 

2009.05.26, 千葉  

 28) 門脇孝: 2型糖尿病の成因に関する最新知見と治

療戦略. 第89回新潟内分泌代謝同好会. 

2009.05.30, 新潟  

 29) 門脇孝: 糖尿病の合併症管理-日常診療を向上さ

せる7つのポイント. 東京糖尿病合併症セミナー. 

2009.06.12, 東京  

 30) 門脇孝: 糖尿病の病態と治療戦略～最近の大規

模臨床試験を踏まえて～. 第21回一糖会. 

2009.06.19, 福岡  

 31) 門脇孝: 医薬品の研究開発-生活習慣病治療の最

先端-. EMP第2期プログラム講義. 2009.06.20, 

東京大学  

 32) 門脇孝: インクレチンをターゲットにした2型糖

尿病治療の新しいstrategy. Diabetes Speakers 

Forum. 2009.06.21, 東京  

 33) 門脇孝: 糖尿病の合併症の管理-日常診療を向上

させる7つのポイント. 第1回実地医家の為の糖

尿病セミナー. 2009.06.28, 福岡  

 34) 門脇孝: 糖尿病と心血管病-疫学と成因-. 北海

道フォーラム ザ・ファイナル. 2009.07.03, 

札幌  

 35) 窪田直人, 窪田哲也, 山内敏正, 植木浩二郎, 

門脇孝: 血管内皮細胞インスリンシグナルの糖

代謝調節における役割の解明. 第15回成人病の

病因・病態の解明に関する研究会. 2009.07.04, 

軽井沢  

 36) 門脇孝: インクレチンをターゲットにした2型糖

尿病治療の新しいStrategy. The 2nd INCRETIN 

CIRCLE Meeting. 2009.07.12, 東京  

 37) 門脇孝: 糖尿病の下肢障害の診断と治療. 船橋

地区整形外科セミナー. 2009.07.17, 船橋  

 38) 門脇孝: 21世紀の糖尿病医療の希望と挑戦-医療

スタッフの役割-. 第9回大阪糖尿病教育担当者

研究会. 2009.07.18, 大阪  

 39) 門脇孝: インクレチンをターゲットにした2型糖

尿病治療の新しいStrategy. Diabetes Speaker 

Forum. 2009.07.19, 東京  

 40) 門脇孝: 日本人2型糖尿病の病態と治療戦略. キ

ッセイメディアフォーラム. 2009.07.29, 東京  

 41) 門脇孝: わが国の糖尿病患者の心血管予防をい

かに進めるか―J-DOIT3の現状と将来展望. 財）

国際協力医学研究振興財団「糖尿病予防のため

の戦略研究」. 2009.07.30  

 42) Naoto Kubota, Kadowaki T: The role of 

hepatic IRS-1 and IRS-2 in the regulation 

of glucose and lipid metabolisms. MEET THE 

SPECIALIST 2009. 2009.08.21, 東京  

 43) 門脇孝: 糖尿病合併症と危険因子. 第26回糖尿

病UP・Date賢島セミナー. 2009.08.22, 志摩  

 44) 窪田哲也, 窪田直人, 山内敏正, 植木浩二郎, 

門脇孝: 骨格筋のインスリン感受性調節におけ

る血管内皮細胞のインスリンシグナルの役割の

解明. 第14回アディポサイエンス研究会. 

2009.08.22, 大阪  

 45) 門脇孝: 早期からの血糖管理と合併症予防の治

療戦略. Diabetes Professional Meeting. 

2009.08.25, 埼玉  

 46) 門脇孝: 早期からの血糖コントロールによる合

併症抑制をめざして～BOTの重要性～. 横浜糖尿

病講演会. 2009.09.07, 横浜  

 47) 門脇孝: 糖尿病治療におけるパラダイムシフト

～アクトスの有用性をふまえて～. 十勝学術講

演会. 2009.09.11, 北海道  

 48) 門脇孝: 生活習慣病の分子機構と創薬戦略. 第

20回新薬創製談話会. 2009.09.17, 熱海  

 49) 門脇孝: 糖尿病―基礎研究と臨床研究の最前線. 

糖尿病アカデミー. 2009.09.24, 岩手  

 50) 門脇孝: 糖尿病と合併症－予防と治療の進め方. 

健康教育講座. 2009.09.25, 東京  

 51) 門脇孝: 糖尿病の合併症の管理―日常診療を向

上させる7つのポイント. 第11回三河糖尿病内分

泌研究会. 2009.09.26, 豊橋  
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 70) 門脇孝: 臨床医学からの提言. 第2回日本の創薬

力向上シンポジウム. 2009.12.04, 東京  

 52) 門脇孝: 糖尿病治療の現状と課題～インクレチ

ン薬への期待～. 練馬区医師会学術部 糖尿病

治療研究会. 2009.10.08, 東京   71) 門脇孝: 2型糖尿病の新しい治療戦略-インクレ

チンの投与意義を中心に-. 宮崎糖尿病治療研究

会. 2009.12.11, 宮崎  

 53) 門脇孝: 糖尿病の成因と治療戦略～最新の知見

～. 第1回Current Topics Lecture in 

Endocrinology & Metabolism. 2009.10.28,米子   72) 門脇孝: 糖尿病・メタボの仕組み. 第5回筑駒医

師の会. 2009.12.29, 東京   54) 門脇孝: メタボリックシンドロームの基礎と臨

床（Basic and clinical aspects of metabolic 

syndrome）. 第18回腸内フローラシンポジウム. 

2009.10.30  

 73) 門脇孝: 2型糖尿病の新しい治療戦略-インクレ

チンへの期待-. 筑後ブロック内科医会学術講演

会. 2010.01.15, 福岡  

 74) 門脇孝: 2型糖尿病の新しい治療戦略-インクレ

チンへの期待-. インクレチンフォーラムin 三

重. 2010.01.19, 三重  

 55) 門脇孝: 患者背景に合わせたインスリン注射療

法の選択とステップアップ. 多摩インスリン治

療検体会2009. 2009.10.30, 東京  

 75) 門脇孝: 2型糖尿病の病態と治療のパラダイムシ

フト.アクトス10周年記念講演会.2010.01.21, 

大阪 

 56) 門脇孝: 糖尿病診断基準改訂の国際的情勢. 糖

尿病の診断基準とHbAlcの国際標準化に関するシ

ンポジウム. 2009.11.01, 東京  

 76) 門脇孝: インクレチンをターゲットとした2型糖

尿病治療の新しいStrategy. Sitagliptin発売記

念講演会. 2010.01.26, 岡山  

 57) 門脇孝: 糖尿病患者における積極的・多角的治

療介入 -その意義と実践：J-DOIT3から. 第13回

長崎循環器フォーラム. 2009.11.04, 長崎  

 77) 門脇孝: 糖尿病の成因と治療戦略～最新の知見

～. 第4回徳島Vascular Endocrinology 

Conference. 2010.02.04, 徳島  

 58) 門脇孝: 糖尿病の合併症の管理-日常診療を向上

させる7つのポイント. 第2回南多摩地区糖尿病

合併症講演会. 2009.11.05, 東京  

 78) 門脇孝: 2型糖尿病治療におけるパラダイムシフ

ト. 千葉糖尿病フォーラム. 2010.02.05, 千葉  

 59) 門脇孝: アンチエイジング、メタボリックシン

ドローム予防の新時代(基調講演). 日経ヘルス

ビジネスカンファランス2009. 2009.11.12,東京   79) 門脇孝: ビクトーザによる日本人2型糖尿病治療

のパラダイムシフト. プレス ビクトーザ勉強

会. 2010.02.16, 東京  

 60) 門脇孝: 糖尿病、メタボの病態と治療法・予防

法-基礎から最新情報まで. (社)日本能率協会主

催「生活習慣病対策展2009」. 2009.11.12,東京   80) 門脇孝: 糖尿病の病態と治療法・予防法～基礎

から最新情報まで～. 日刊工業新聞主催シンポ

ジウム 今こそセルフコントロール糖尿病. 

2010.02.22, 東京  

 61) 門脇孝: インクレチンをターゲットにした2型糖

尿病治療の新しいStrategy. 西埼玉糖尿病フォ

ーラム. 2009.11.12, 埼玉  

 81) 門脇孝: 糖尿病の病態と治療の進め方-最近の考

え方-. 高槻市糖尿病アカデミー. 2010.02.24, 

京都  

 62) 門脇孝: 2型糖尿病の病態と治療のパラダイムシ

フト. 秋田アクトス10周年記念講演会. 

2009.11.13, 秋田  

 82) 門脇孝: 糖尿病の病態と心血管イベント抑制に

おける集学的治療の重要性. Tama Regression 

Forum. 2010.02.26, 東京  

 63) 門脇孝: 糖尿病予防(市民公開講演会). 世界糖

尿病Dayフォーラムin東京. 2009.11.15, 東京  

 64) 門脇孝: 臨床医の立場から(市民公開講演会). 

世界糖尿病Dayフォーラムin東京. 2009.11.15, 

東京  

 83) 門脇孝: 糖尿病を理解するための基礎知識4：糖

尿病とは. 第44回糖尿病学の進歩. 2010.03.05, 

大阪   65) 門脇孝: インクレチンをターゲットにした2型糖

尿病治療の新しいStrategy. 生活習慣病インタ

ーネット講演会. 2009.11.16, 東京  

 84) 門脇孝: 合併症抑制に向けた糖尿病治療戦略

（ランチョンセミナー）. 第44回糖尿病学の進

歩. 2010.03.06, 大阪   66) 門脇孝: インクレチンをターゲットにした2型糖

尿病治療の新しいStrategy. CHIBA Forum. 

2009.11.18, 千葉  

 85) 門脇孝: 糖尿病をめぐる最近の話題-診断基準改

訂とHbA1c国際標準化を含めて. 第36回糖尿病セ

ンターとの医療連携の会. 2010.03.10, 東京   67) 門脇孝: 20年後の臨床医は、糖尿病に対して何

をしているか？～2030年の糖尿病の予防・診

断・治療（合併症を含めて）～. 第2回糖尿病WG

会議(NEDO創薬・診断技術戦略に関する調査事

業). 2009.11.25, 東京  

 86) 門脇孝: 合併症抑制をめざす糖尿病の治療戦略. 

城南インスリンセミナー. 2010.03.13, 東京  

 87) 饗場直美: 日本の食育の推進. 海外ジャーナリ

スト食育講演会・ヤクルト株式会社主催. 

2009.05.19, 東京都   68) 門脇孝: インクレチンをターゲットにした2型糖

尿病治療の新しいStrategy. ジャヌビア錠学術

講演会. 2009.11.26, 京都  

 88) 饗場直美: 特定保健指導の実践の仕方について. 

保健指導実践者研修講座－スキルアップコース

－, NPO 特定非営利活動法人 学習支援センタ

ー. 2009.05.27, 福島県白河市  

 69) 門脇孝: 2型糖尿病の新しい治療戦略-インクレ

チンへの期待-. 第2回Incretin & Islet 

Initiative. 2009.11.28, 東京   89) 饗場直美: 特定保健指導の実践の仕方について. 
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保健指導実践者研修講座－スキルアップコース

－、NPO 特定非営利活動法人 学習支援センタ

ー. 2009.07.16  

 90) 江崎治: 「2010年版食事摂取基準の脂質につい

て－トランス脂肪酸を中心に－」 . 第17回 加

工油脂栄養研究会. 2009.10.24, 石和温泉 ホテ

ルふじ (山梨県）  

 91) 永田純一: 健康食品の機能について. 健康食品

管理士会四国支部研修会. 2009.05.31, 香川県

立保健医療大学大学（高松）  

 92) 石見佳子, 卓興鋼, 梅垣敬三, 山内淳: 大豆成

分の生活習慣病予防効果の系統的レビューとそ

の検証に関する研究（第2報）（特定研究）. 不

二たん白質研究振興財団研究報告会. 

2009.06.01, 大阪  

 93) 石見佳子: 日本型食事が大豆イソフラボンの代

謝及び骨代謝に及ぼす影響. 日本豆乳協会奨励

寄附研究報告会. 2009.07.17, 東京  

 94) 石見佳子: 大豆成分の生活習慣病予防効果の系

統的レビューとメタ分析. 第49回近畿アグリハ

イテクシンポジウム. 2010.01.15, 京都  

 95) 梅垣敬三: 医薬品と健康食品の相互作用. わか

さの栄養学春の講演会、(財)若さの栄養学協会. 

2009.06.15, 横浜  

 96) 梅垣敬三: 健康食品フォーラム－健康食品を巡

る最近の問題. 健康食品管理士協会. 

2009.07.26, 東京  

 97) 梅垣敬三: 食の安全. 教養文化セミナー「食の

安全」、東京金属基金友の会. 2009.08.11,東京  

 98) 廣田晃一: 生活習慣病について. 東京土建一般

労働組合世田谷支部講演会. 2009.09.13, 世田

谷区  

 99) 梅垣敬三: 「国民の健康と健康食品の考察」行

政からみた健康食品の問題点. 第18回健康食品

フォーラム、財団法人医療経済研究・社会保健

福祉協会. 2009.10.05, 東京  

100) 梅垣敬三: 高齢者とサプリメント. 藍の会の講

演会. 2009.10.10, 東京  

101) 梅垣敬三: 保健機能食品について. ホントのこ

とを知りたい学習会シリーズ－「トクホ」と

「エコナ」学習会、全国消費者団体連絡会. 

2009.10.23, 千代田区  

102) 梅垣敬三: 健康食品の正しい利用法・健康食品

は本当に効果があるの. (社)消費者関連専門家

会. 2009.11.18, 東京  

103) 梅垣敬三: 特定保健用食品について. 第４回食

品の安全にかかわる組合員リーダー向け連続セ

ミナー、日本生活協同組合連合会. 2009.12.16, 

東京  

104) 梅垣敬三: 健康食品とその適切な利用のあり方. 

「特定保健食品（トクホ）と健康食品を通して

食と健康の在り方を考える」公開シンポジウム、

NPO法人「くらしとバイオプラザ21」. 

2010.01.25, 渋谷区  

105) 梅垣敬三: 健康食品の有効性と安全性をめぐる

問題. 健康食品管理士協会研修会．健康食品管

理士協会. 2010.02.21, 沖縄 

 
 5.政府関係機関審議会、委員会等 
【厚生労働省等政府関連】 

  1) 由田克士: 文部科学省児童生徒の給食食事摂取

基準策定に関する調査協力会議. 文部科学省ス

ポーツ・青少年局長. 2009.  

  2) 由田克士: 日本人の食事摂取基準活用検討会構

成員. 厚生労働省. 2009.  

  3) 由田克士: 児童生徒の学校給食摂取基準策定に

関する調査協力者会議. 文部科学省. 2009.  

  4) 森田明美: 日本人の食事摂取基準策定検討委員. 

厚生労働省健康局. 2009.  

  5) 森田明美: 国民健康・栄養調査企画解析検討会

構成員. 厚生労働省健康局. 2009.  

  6) 森田明美: 食品安全委員会添加物専門調査会専

門委員. 内閣府食品安全委員会. 2009.  

  7) 森田明美: 「食品分野におけるナノテクノロジ

ー利用の安全性評価情報に関する基礎的調査」

検討会委員.内閣府商品安全委員会事務局.2009. 

  8) 宮地元彦: 特定健診・保健指導の実施に関する

ワーキンググループ 委員. 厚生労働省保険局国

民健康保険課長（平成20年）1月18日. 2009.  

  9) 田中茂穂: 「日本人の食事摂取基準」活用検討

会 食事バランスガイドの検証に関する作業部会. 

厚生労働省健康局（2009年8月）. 2009.  

 10) 田畑泉: 科学研究費委員会専門委員. 独立行政

法人日本学術振興会研究事業部長（平成21年12

月22日）. 2009.  

 11) 田畑泉: 連携会員. 日本学術会議. 2009.  

 12) 田畑泉: ｢日本人の食事摂取基準｣活用検討会. 

厚生労働省健康局長 . 2009.  

 13) 髙田和子: 管理栄養士国家試験委員. 平成21年8

月23日. 2009.  

 14) 門脇孝: 食品の安心・安全確保推進研究事前評

価委員会委員. 厚生労働省. 2009.  

 15) 門脇孝: 科学研究費委員会専門委員. 日本学術

振興会. 2009.  

 16) 門脇孝: ターゲットタンパク研究プログラム 

プログラム連絡委員. 文部科学省. 2009.  

 17) 門脇孝: 平成21年度科学技術分野の文部科学大

臣表彰審査委員会 若手科学者賞審査部会委員. 

文部科学省. 2009.  

 18) 饗場直美: 消費者委員会新開発食品評価調査会.

内閣府消費者委員会.2009. 

19) 饗場直美: 食育推進会議専門委員. 内閣府.2009. 

 20) 石見佳子: 食品安全委員会新開発食品専門調査

会専門委員. 内閣府食品安全委員会 平成19年

10月1日. 2009.  

 21) 石見佳子: 食品安全委員会遺伝子組換え食品等

専門調査会専門委員. 内閣府食品安全委員会 

平成19年10月1日. 2009.  

 22) 石見佳子: 科学技術・学術審議会専門委員（資

源調査分科会）. 文部科学省 平成18年10月11

日. 2009.  

 23) 卓興鋼: 消費者庁食品表示課 業務協力（特定
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保健用食品の表示許可に係る審査に関する助言

等）. 消食表第58号（平成21年10月26日）. 

2009.  

 24) 梅垣敬三: 薬事・食品衛生審議会専門委員 . 

2009.1.24-2011.1.23. 2009.  

 25) 梅垣敬三: 内閣府食品安全委員会専門委員. 

2009.10.1-2011.9.30. 2009.  

 26) 笠岡(坪山)宜代: 厚生労働省 「日本人の食事

摂取基準」策定検討会 活用ワーキンググルー

プ構成員. 2009.  

 27) 徳留信寛:消費者委員会臨時委員.内閣府消費者

委員会事務局.2009. 

 28) 徳留信寛:薬事・食品衛生審議会臨時委員.厚生

労働省薬食品局.2009. 

 29) 徳留信寛:平成21年国民・栄養調査企画解析検討

会.2009.厚生労働省健康局.2009.5.28-

2010.3.31 

 30) 徳留信寛:食品衛生分科会員.2009.6.23-

2010.1.23 

 31) 徳留信寛:新開発食品調査部会会員.2009. 

 32) 徳留信寛：検討員.環境省総合環境制作局環境保

健部.2009. 

 33) 徳留信寛：平成21年度ジフェニルアルシン酸に

係る健康影響等についての臨床検討委員.環境省

環境保健部環境安全課 

 

【地方自治体等】 

  1) 田中茂穂: 東京都「子供の体力向上専門家会

議」委員. 東京都（2009年7月）. 2009.  

  2) 田畑泉: 子供の体力向上推進本部 委員. 東京

都教育委員会. 2009.  

  3) 宮地元彦：3033生涯スポーツ推進会議委員.神奈

川県教育委員会教育局.2009. 

  4) 髙田和子:スポーツ科学委員会専門委員会委員.

群馬県体育協会.2009. 

  5) 門脇孝: 東京都糖尿病医療連携協議会 会長. . 

2009.  

  6) 梅垣敬三: 東京都食品安全情報評価委員会委員. 

2008.7.10-2010.4.30. 2009.  

  7) 梅垣敬三: 東京都食品安全情報評価委員会「健

康食品」による健康被害事例専門委員会委員. 

2008.7.10-2010.4.30. 2009. 

 

【その他】 

  1) 由田克士: 保健指導・食育活動根拠整備事業

「企画運営部会」委員.(社)日本栄養士会.2009 

  2) 由田克士:企業、団体等野菜等摂取普及啓発検討

小委員会.(財)食生活情報サービスセンター. 

2009. 

  3) 由田克士:健康増進総合支援システム情報提供事

業 情報評価委員.(財)健康・体力づくり事業財

団  

  4) 宮地元彦：介護予防に関する科学的知見の収集

及び分析分科会「運動部門」レビュー委員.(財)

日本公衆衛生協会.2009. 

  5) 宮地元彦：生活習慣病対策室2009実行委員会委

員.(社)日本能率協会.2009.6.18-2010-1.31 

  6) 宮地元彦：「健康増進総合支援システム情報提

供事業」情報評価委員.(財)健康・体力づくり事

業財団.2009. 

  7) 宮地元彦：「高齢者のQOLを支える運動開始・継

続を促す健康づくり・環境実態調査事業」委

員.(財)健康・体力づくり事業財団.2009.8.5-

2010.3.31 

  8) 田中茂穂：(独)日本学術振興会 科学研究費委員

会専門委員.2009 

  9) 田中茂穂：「子どもの発達段階に応じた体力向

上プログラムの開発」事業における調査研究協

力者会議委員.(財)日本体育協会.2009.7.9-

2010.3.31 

 10) 田中茂穂：国立大学法人筑波大学戦略イニシア

ティブ推進機構イニシアティブ分野別評価委員.

国立大学法人筑波大学.2009.6.4-2010.3.31 

 11) 田中茂穂：「良いシーズをつなぐ知の連携シス

テム」外来専門家.(独)科学技術振興機構.2009. 

 12) 田中茂穂：日本体育協会スポーツ医、科学専門

委員会.(財)日本体育協会.2009.6.4-2010.3.31 

 13) 髙田和子:平成21年度スポーツ医・科学研究事業 

研究協力者.(独)日本スポーツ振興センター. 

2009. 

 14) 饗場直美:栄養成分等情報提供検討委員会委員. 

(財)食生活情報サービスセンター 

 15) 饗場直美:国立極地研究所プロジェクト研究・開

発研究・萌芽研究.情報・システム研究機構国立

研究機構.2009. 

 16) 江崎治: (独)農業・食品産業技術総合研究機構

食品総合研究所における人間を対象とする生物

医学的研究倫理委員会 倫理委員会委員. (独)農

業・食品産業技術総合研究機構食品総合研究所

(平成18年4月1日～平成22年3月 31日). 2009.  

 17) 江崎治: (独)農業・食品産業技術総合研究機構

「新技術・新分野創出のための基礎研究推進事

業」平成21年度終了議題に係る事後評価専門委

員. (独)農業・食品産業技術総合研究機構食品

総合研究所 生物系特定産業技術研究支援センタ

ー . 2009.  

 18) 山崎聖美：客員研究員.(独)国立環境研究所. 

2009.8.25-2010.3.31 

 19) 梅垣敬三:新商品開発促進環境整備事業検討委員

会.(社)日本酪農乳業協会.2009. 

 20) 梅垣敬三:医薬品医療機器総合機構専門委員. 

(独)医療機器総合機構.2009． 

 21) 梅垣敬三:野菜等健康機能調査小委員会委員. 

(財)食生活情報サービスセンター.2009. 

 22) 梅垣敬三: 商品テスト分析・評価委員会委員. 

(独)国民生活センター. 2009. 

 23) 西信雄：健康研究推進における基盤設備のため

の疫学研究（コホート研究）の実態に関する調

査研究.アドバイザリーボード・メンバー.日本

総合研究所.2009.12.1-2010.3.31 

 24) 西信雄：放射線疫学調査解析検討会委員会委員.

財団法人放射線影響協会.2009. 
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 11) 門脇孝: Arteriosclerosis Thrombosis and 

Vascular Biology, Editorial Board. 2009.  

 25) 水野正一：疫学調査タスク委員.原子力安全研究

協会.2009.6.29-2010.3.25 

 12) 門脇孝: Endocrinology, Editorial Board.2009.   26) 徳留信寛：(独)農業・食品産業技術総合研究機

構食品総合研究所アドバイザリー・ボード委

員.(独)農業・食品産業技術総合研究機構.2009. 

 13) 門脇孝: Diabetes Care, Editorial Board.2009.  

 14) 門脇孝: The Journal of Clinical 

Endocrinology &Metabolism, Editorial Board. 

2009.  

 27) 徳留信寛：(財)健康・体力づくり事業財団.理

事.2009.6.1-2010.5.31 

  15) 門脇孝: Best Practice & Research Clinical 

Endocrinology & Metabolism, Editorial Board. 

2009.  

 6.関連学術団体等への貢献 
【理事等の役員】 

 16) 門脇孝: Journal of Diabetes, Editorial 

Board. 2009.  

  1) 由田克士: 日本循環器病予防学会（日本循環器

管理研究協議会）理事. 2009.  

 17) Ezaki O: International Journal of Obesity, 

Editorial Board . 2006.10.1～. 2009.  

  2) 髙田和子: 日本スポーツ栄養研究会 理事.2009.  

  3) 田畑泉: 東京体育学会 理事. 2009.  

 18) 江崎治: 日本肥満学会誌「肥満研究」編集委員

江崎治 . H18.1.1～. 2009.  

  4) 門脇孝: 日本糖尿病学会（理事長）. 2009.  

  5) 門脇孝: 日本内分泌学会（理事）. 2009.  

 19) 永田純一: 栄養学雑誌編集委員. 2009.    6) 門脇孝: 日本糖尿病協会（理事）. 2009.  

 20) Ishimi Y: Journal of Bone and Mineral 

Metabolism, Editorial Board. 2009. 

  7) 門脇孝: 日本病態栄養学会（常任理事）. 2009.  

  8) 門脇孝: 日本糖尿病・肥満動物学会（理事長）. 

2009.  21) Nishi N: Journal of Epidemiology, Editorial 

Board. 2009.   9) 門脇孝: 日本糖尿病合併症学会（幹事）. 2009.  

  10) 門脇孝: 日本体質医学会（常任理事）. 2009.  

【その他】  11) 門脇孝: 日本肥満学会（理事）. 2009.  

1) 田中茂穂: 平成21年度(財)日本体育協会 スポ

ーツ医・科学専門委員会「日本の子どもにおけ

る身体活動・運動目標設定と効果の検証」研究

班員. 2009.  

 12) 門脇孝: 日本臨床分子医学会（評議員）. 2009.  

 13) 門脇孝: 日本適応医学会（評議員）. 2009.  

 14) 門脇孝: 日本再生医学会（評議員）. 2009.  

 15) 門脇孝: 日本内科学会. 2009.  

  2) 田中茂穂: 平成21年度(財)日本体育協会 スポ

ーツ医・科学専門委員会「子どもの発達段階に

応じた体力向上プログラム」事業・調査研究協

力者会議委員. 2009.  

 16) 門脇孝: 日本生化学会. 2009.  

 17) 門脇孝: 日本分子生物学会. 2009.  

 18) 門脇孝: American Diabetes Association. 2009.  

 19) 矢野友啓: コネキシン研究会世話人. 2009.  

  3) 矢野友啓: 日本ビタミン学会編集委員会トピッ
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Ⅳ 資  料 

1. 独立行政法人国立健康・栄養研究所中期目標 
 

 独立行政法人通則法(平成 11 年法律第 103 号)第 29 条第 1 項の規定に基づき、独立行政法人国立健康・栄養研

究所が達成すべき業務運営に関する目標(以下「中期目標」という。)を次のとおり定める。 
 
 平成 18 年 3 月 1 日 

厚生労働大臣 川崎二郎 
 
（前文） ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究  独立行政法人国立健康・栄養研究所(以下「研究

所」という。)は、人々の栄養・食生活、運動と健康

との関わりについて、基礎から応用に至るまでの調査

及び研究を包括的かつ国際的な水準で行い得る試験研

究機関であることから、国民の健康・栄養状態及び

QOL(生活の質)の向上に直接あるいは間接的に寄与

することのできる調査及び研究を効率的に行い、国民

の健康と福祉のために貢献することが重要である。 

(2) 重点調査研究以外の調査研究に関する事項 
ア 科学技術基本計画(仮称)に沿って、研究機関とし

て独自性の高い基礎的・応用的研究を行うこと。 
イ 研究の成果をより広く社会に還元するために、食

育推進基本計画(仮称)に資する調査研究を推進し、

専門家(管理栄養士等)への情報提供を行うこと。 
(3) 研究水準及び研究成果等に関する事項 

 そのため、特にヒトを対象とした研究に関して、わ

が国の大学・研究機関の中心的存在として、総合的・

統合的な研究を推進するとともに、研究者を育成する

役割を果たすことを求める。 

ア 健康・栄養に関する施策、ガイドライン等の科学

的根拠につながる質の高い研究を行い、研究成果を

論文等を通じて社会に発信・還元を行うこと。 
イ 調査・研究の成果を社会に還元するために、知的

財産権の取得・開示を行うこと。  また、厚生労働行政上の重要な健康・栄養施策を推

進する上で不可欠な科学的根拠を質の高い研究によっ

て示し、それらを専門的立場から要約して発信すると

ともに、健康科学・栄養学領域において、アジア地域

への貢献を含め、国際的なリーダーシップを担うこと

を期待する。 

ウ 健康・栄養関連の専門家を対象としたセミナー、

一般向けの講演会等を開催すること。 
エ 研究所の一般公開を実施するとともに、中学校・

高等学校等からの見学にも積極的に応じること。 
(4) 研究実施体制等の整備に関する事項  
ア 独立行政法人という組織形態の利点を最大限活か

した研究資金等の運用及び人的資源の配置により、

研究・業務の効率化を図ること。 
第１ 中期目標の期間 
 独立行政法人通則法(以下「通則法」という。)第

29 条第 2 項第 1 号の中期目標の期間は、平成 18 年 4
月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日までの 5 年間とする。 

イ 国内外の産業界を含む健康・栄養・食品関係の機

関との共同研究の拡充等を目的として、研究所研究

員の派遣及び他機関等の研究員の受入れをより積極

的に行うこと。 
 

第２ 国民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する事項 ウ 大学及び民間企業等との連携・協力により、研究

者の交流を進め、人材の養成と資質の向上を図るこ

と。 
 通則法第 29 条第 2 項第 3 号の国民に対して提供す

るサービスその他の業務の質の向上に関する事項は、

次のとおりとする。 エ 調査及び研究の円滑な実施が図られるよう、適切

な措置を講ずるとともに、他機関との共同研究及び

受託研究において、双方の研究施設及び研究設備の

稼働状況に応じた共同利用を図ること。 

1. 研究に関する事項 
(1) 重点調査研究に関する事項 
 研究所の独自性を発揮するとともに、厚生労働省に

おける健康づくり施策に必要不可欠な科学的知見を蓄

積し、発信することを目的として、以下の分野に特

化・重点化して研究を行うこと。 

2. 法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項 
(1) 健康増進法に基づく業務に関する事項 
ア 国民健康・栄養調査の実施に関する事務のうち、

集計事務については、「健康日本 21」、都道府県健

康増進計画等の政策ニーズに適時対応して、迅速か

つ効率的に集計を行うこと。 

ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する

栄養疫学的研究 
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 また、外部委託のより積極的な活用、高度集計・

解析システムの活用等により効率化を図る。 
イ 厚生労働省が収去した特別用途表示及び栄養表示

がなされた食品の試験業務を的確に実施する。また、

特定保健用食品の関与成分等、新たな食品成分の分

析技術及びそれらの分析に用いる食品成分の標準品

等を規格化すること。 
(2) 社会的・行政ニーズへの対応に関する事項 
ア 関連機関等と定期的な情報交換の場を設け、社会

的・行政ニーズを把握すること。 
イ ホームページ等を通じて国民からのニーズを把握

すること。 
(3) 国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項 
ア 国際栄養協力体制を充実強化し、特にアジア地域

における国際貢献と学術的ネットワークの構築を行

うことにより、国際社会における役割を果たすこと。 
イ 産学連携推進機能の強化、寄附研究部門の充実等

により、産学連携をより一層進め、研究成果の社会

への還元と知的財産の獲得を目指すこと。 
(4) 栄養情報担当者(NR)制度に関する事項 
 栄養情報担当者(以下「NR」という。)が社会的役

割を果たすことができるよう、研修や情報提供等を通

じてその質的向上を図るとともに、実際の業務内容の

モニタリング等を行い、制度や研究所の関与のあり方

について検討すること。 
3. 情報発信の推進に関する事項 
(1) 研究所として総合的な情報発信を行うための体制

を強化し、対外的な業務の推進を図ること。 
(2) 研究所の活動状況に関する情報をホームページを

介して広く公開すること。 
(3) 研究所の諸活動及び研究業績については、研究所

報告やニュースレターの刊行及び電子メディアで

の配信により公開すること。 
(4) 研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報開示

は、ホームページ等を活用し積極的に行うこと。 
 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事
項 

 通則法第 29 条第 2 項第 2 号の業務運営の効率化に

関する事項は次のとおりとする。 
1. 運営体制の改善に関する事項 
(1) 研究所の意思決定と運営を機動的かつ効率的に行

うことができるよう、役員組織と研究部門及び事

務部門との間の連絡を密にし、執行体制を強化す

ること。 
(2) 研究企画及び評価に関わる機能及び体制の強化を

図り、研究業務の包括的、計画的な実施を進める

こと。 
(3) 業務の確実な実施のため、各研究・業務に関する

内部進行管理及び評価を行うこと。 
(4) 法人運営に関して透明性を確保するとともに、国

民に向けての説明責任を全うするため、広報体制

を強化し、迅速な情報公開に努めること。 
(5) 外部資金の獲得に積極的に取り組むとともに、経

費節減や現況資源の有効利用を進めること。 
2. 研究・業務組織の最適化に関する事項 
(1) 業務効率化の観点から、研究部組織体制の見直し

を行い、その最適化を図ること。 
(2) 他機関との連携・交流を強化し、組織の活性化を

目指すこと。 
3. 職員の人事の適正化に関する事項 
(1) 重点的に行う研究及び法律に基づく業務に対して

適切に職員を配置し、効率的に研究業務を行うこ

と。 
(2) 研究職員の個人評価の結果を昇級・昇任等、給与

面に反映させること。 
(3) 研究職員の流動化計画に沿って原則公募制・任期

制により採用を行い、研究者層の向上を図ること。 
(4) 事務職員についても適切に評価を行い、資質の向

上と業務の効率化を図ること。 
4. 事務等の効率化・合理化に関する事項 
(1) 業務の効率化を図るため、事務書類の簡素化、電

子化、事務作業の迅速化を進めるとともに、定型

的な業務でアウトソーシング可能なものについて

は外部委託を行うこと。 
(2) 事務職員については、研修会やマネジメントセミ

ナー等を通じ、研究所経営への参加意識を高める

とともに、業務意識の高揚を図ること。 
(3) 業務の効率化を図るため、業務・システムの最適

化を図ること。 
5. 評価の充実に関する事項 
(1) 毎年度内部評価委員会において、主要な研究業務

に関して内部評価を実施すること。 
(2) 第三者による外部評価委員会により、年度計画の

事前及び事後評価を行うこと。 
(3) 評価に関する結果は、ホームページで公開するこ

と。 
(4)研究職員について自己点検・評価を行うとともに、

できるだけ客観的な指標に基づく評価を毎年実施

すること。 
6. 業務運営全体での効率化 
 一般管理費(運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。人件費は除く。)については、中期目標期間

の最終年度までに、平成 17 年度を基準として 10％以

上の削減を達成すること。 
 人件費については、「行政改革の重要方針」(平成

17 年 12 月 24 日閣議決定)を踏まえ、平成 18 年度以

降の 5 年間において、国家公務員に準じた人件費削減

の取組を行うこと。 
 併せて、国家公務員の給与構造改革を踏まえ、給与

体系の見直しを進めること。 
 業務経費(運営費交付金を充当して行う事業に係る

もの。)については、中期目標期間の最終年度までに、

平成 17 年度を基準として 5％以上の削減を達成する

こと。 

第４ 財務内容の改善に関する事項 
 通則法第 29 条第 2 項第 4 号の財務内容の改善に関

する事項は、次のとおりとする。 
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1. 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項 
(1) 運営費交付金以外の競争的研究資金の積極的獲得

を図ること。 
(2) 各種研究から生じる知的財産(特許権等)の有効活

用及び研究成果の社会への還元を目的とした出版

等を行うことにより、自己収入の増加を図ること。 
2. 経費の抑制に関する事項 
(1) 各部門において、常勤職員の人件費も含めたコス

ト管理を四半期毎に行い、効率的な資金の運用と

コスト意識の向上を図ること。 
(2) 研究業務の集約化、アウトソーシング等により人

的資源の有効活用並びに経費の節減を図るととも

に、業務運営に係る経常的経費の削減を図ること。 
 

第５ その他の業務運営に関する重要事項 
 通則法第 29 条第 2 項第 5 号のその他の業務運営に

関する重要事項は、次のとおりとする。 
(1) セキュリティの確保 
 情報セキュリティの強化と利用者への情報提供等の

利便性の向上を図ること。
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2. 独立行政法人国立健康・栄養研究所中期計画 
 

 独立行政法人通則法(平成 11 年法律第 103 号)第 29 条第 1 項の規定に基づき、平成 18 年 3 月 1 日付けをもっ

て厚生労働大臣から指示のあった独立行政法人国立健康・栄養研究所中期目標を達成するため、同法第 30 条の

規定に基づき、次のとおり、独立行政法人国立健康・栄養研究所中期計画を作成する。 
 
 平成 18 年 4 月 1 日 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 
理事長 渡邊 昌 

 
（前文） 
 独立行政法人国立健康・栄養研究所(以下「研究

所」という。)は、人々の健康・栄養状態及び

QOL(生活の質)の向上への貢献という目的を踏まえ、

短期的・中期的・長期的な視点から重点的に行う研究

課題を選択するとともに、研究所の社会的役割を踏ま

えつつ、独自性の高い研究や将来に向けて発展が期待

される萌芽的・創造的な研究の推進に努める。 
 

第１ 国民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する事項を達成
するための措置 

1. 研究に関する事項を達成するための措置 
(1) 重点調査研究に関する事項を達成するための措置 
 研究所の独自性を発揮するとともに、厚生労働省に

おける健康づくり施策に必要不可欠な科学的知見を蓄

積し、発信することを目的として、以下の分野に特

化・重点化して研究を行う。 
ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
 運動・身体活動による生活習慣病の一次予防、食

事と遺伝的因子の相互作用の解明並びに運動と食事

とによるテーラーメード予防法に関して、ヒトを対

象とした試験、動物や細胞等を用いた実験を行う。

特に糖尿病及びメタボリックシンドロームの一次予

防に資する調査及び研究に特化・重点化する。 
a  運動・身体活動による生活習慣病予防、運動と

食事指導の併用を行った場合の効果等について、

実験的、疫学的な調査及び研究を行う。これによ

り食事摂取基準、運動基準等を作成するための科

学的根拠の提示を行う。 
b  遺伝子改変動物を用いて、運動や食事指導によ

ってメタボリックシンドローム及び生活習慣病が

いかに予防されるのかを、遺伝子解析等による分

子レベルでの機序解明を試み、運動と食事指導に

よる生活習慣病のテーラーメード予防法の開発に

資する科学的根拠を提示する。 
c  ヒトを対象として、基礎代謝量と遺伝素因の相

互作用や遺伝子多型と各栄養素摂取量、身体活動

量等との関係を明らかにし、生活習慣病発症の遺

伝、環境リスクの相互関係を解明する。 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する

栄養疫学的研究 
 日本人の食生活の多様性を科学的に評価するため

の指標及び調査手法を開発し、それが健康に及ぼす

影響について疫学的な調査及び研究を行う。特に日

本人の食事摂取基準等の科学的根拠となるデータの

蓄積と｢健康日本 21｣の評価への応用という点を重

点目標とする。 
a  栄養に関する実践において最も基本的かつ重要

な指針である「食事摂取基準」について、平成

20 年度に予定される改定作業に向け、系統的レ

ビューを平成 19 年度まで重点的に行う。また、

今後の改定に向けて、ヒトを対象とした疫学的研

究及び基本的情報の収集等を継続的に行う。 
b  「健康日本 21」推進のためには、効果的な運

動・食事指導プログラムの開発と普及や、国及び

地方自治体での適切な指導効果の評価の実施等が

重要であることから、これらの手法の開発、国民

健康・栄養調査の機能強化及びデータ活用に資す

る検討を行う。 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
 「健康食品」に含まれる食品成分の有効性及び健

康影響に関して、実社会における使用実態等を把握

するとともに、ヒトに対する影響を評価する手法を

開発する。その結果を幅広く公開し、「健康食品」

に関わるリスクコミュニケーションに資するデータ

ベースの更新及び充実を継続して行う。 
a  保健機能食品等の健康志向に基づく食品の使用

実態等の情報を収集・把握し、栄養表示及び健康

表示の側面から、健康影響について調査検討する。 
 また、栄養素以外の食品成分から広く健康影響

を持つ食品素材をスクリーニングして、そのヒト

における有効性評価について細胞モデル及び動物

モデルを用いて検討する。 
b  「健康食品」に関する正しい知識の普及と健康

被害の未然防止並びに拡大防止を目的に、公正で

科学的な健康食品の情報を継続的に収集・蓄積し、

幅広く公開する。 
(2) 重点調査研究以外の調査研究に関する事項を達成

するための措置 
ア 研究所の研究能力を向上させ、将来、その応用・

発展的な展開を可能とするために、関連研究領域に

おける基礎的・独創的・萌芽的研究を行う。 
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イ コホートを設定し、介入研究による栄養教育の成

果を研究する。食育及び栄養ケアマネジメントに関

して、行政、他機関と協力してエビデンス作りを図

る。また、管理栄養士等保健従事者の教育及び情報

の提供方法を研究する。 
(3) 研究水準及び研究成果等に関する事項を達成する

ための措置 
ア 論文、学会発表等の促進 

 調査及び研究の成果の普及を図るため、学術誌へ

の学術論文の投稿、シンポジウム、学会等での口頭

発表を行う。 
 これらについては、中期目標期間内に、学術論文

の掲載を 250 報以上、口頭発表を 750 回以上行う。 
 なお、口頭発表は、海外においても積極的に行う。 

イ 知的財産権の活用 
 調査及び研究の成果については、それらが知的財

産につながるかどうかのスクリーニングを行い、中

期目標期間内に 20 件以上の特許出願を行う。 
 取得した特許権の実施を図るため、特許権情報の

データベースをホームページ上に公開する。 
 また、非公務員化の利点を活用し、研究所が所有

する知的財産の活用、又は所有する情報等を用いた

共同研究を民間企業及び大学等と積極的に行うこと

とし、毎年 2 件以上の増加を目標とする。 
ウ 講演会等の開催 
 健康・栄養関連の専門家向けのセミナー、幅広い

人々を対象とした講演会等をそれぞれ年 1 回以上開

催し、調査及び研究の成果を社会に還元する。 
 また、関係団体が実施する教育・研修プログラム

への職員の派遣を積極的に推進する。 
 一般及び専門家からの電話、メール等による相談

を受けるとともに、それらの相談に適切に対応する。 
エ 開かれた研究所への対応 
 幅広い人々に研究所の業務について理解を深めて

もらうことを目的に、年 1 回オープンハウスとして

研究所を公開する。 
 また、健康と栄養に興味を抱かせ、将来、栄養学

研究を担う人材の育成に資するよう、「総合的な学

習の時間」による中学・高校生等の見学を積極的に

受け入れる。 
(4) 研究実施体制等の整備に関する事項を達成するた 

めの措置 
ア 研究・業務の効率的な実施という観点から、研究

員、研究補助員の配置を戦略的に行う。 
 研究所として重点的に実施すべき調査及び研究並

び法律に基づく業務については、研究業務費を適切

に配分し、確実な業務の執行に努める。 
イ 民間企業、大学、他の研究機関等との間で従前か

ら実施している共同研究に加え、新たな共同研究等

を積極的に推進するため、民間企業、大学等へ研究

所研究員を派遣するとともに、資質の高い研究員を

受け入れる。 
ウ 連携大学院、民間企業及び各種研究機関等から研

究員を年間 20 名程度受け入れ、研究所が所有する

情報・技術等を提供するとともに、研究員を広く大

学院や関係機関等に年間 5 名程度派遣し、研究所の

持つ情報・技術等を社会に還元する。 
 また、国内外の若手研究員等の育成に貢献するた

め、博士課程修了者、大学院生、他機関に属する研

究員等を継続的に受け入れるための体制の充実を図

る。また、連携大学を増やし、兼任教授の派遣を行

うとともに、若手研究員の指導・育成を行うため、

求めに応じ、研究所研究員を他機関へ派遣する。 
エ 施設・設備について、自らが有効に活用するとと

もに、「独立行政法人国立健康・栄養研究所設備等

利用規程」に基づき、大学、他研究機関による共同

研究等での外部研究者等の利用に供する。 
2. 法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項を達成するための措置 
(1) 健康増進法に基づく業務に関する事項を達成する

ための措置 
ア 国民健康・栄養調査の集計事務については、政策

ニーズに対応した迅速かつ効率的な集計を行う。具

体的には、当該年度の集計事務を調査票のすべてを

受理してから 7 ヶ月を目途(ただし、調査項目に大

幅な変更が生じない場合に限る。)に行う。 
 また、外部委託、高度集計・解析システムの活用

等により、効率的な集計を行うことにより、経費の

削減を図る。 
 さらに、都道府県等が行う健康・栄養調査に対す

る支援を含めて関連する技術的な事項について、研

究所がより積極的に対応する。 
 特に、平成 22 年度に行われる都道府県等健康増

進計画の最終評価に向けて、調査結果の活用、評価

手法等について、平成 20 年度までに重点的に技術

支援を行う。 
イ 厚生労働省が収去した特別用途食品及び栄養表示

がなされた食品の試験業務を的確かつ迅速に実施す

る。 
 特別用途食品の許可に係る試験業務について、分

析技術が確立している食品成分の試験業務は、検体

の受理から試験の回答までを 2 ヶ月以内に行うこと

を目指す。 
 また、分析技術の確立していない特定保健用食品

の関与成分等の新たな食品成分への技術的対応につ

いては、他登録試験機関での応用も可能な分析技術

の規格化及び当該食品成分の標準品の開発の実現を

図る。 
(2) 社会的・行政ニーズへの対応に関する事項を達成

するための措置 
ア 健康・栄養に関連する団体、大学、民間企業等か

ら直接的に研究所に対する要望等を伺う機会を年 6
回程度設け、社会的ニーズを把握する。さらに、業

務関連行政部局との間で、定期的な情報及び意見等

を交換する場を設け、行政ニーズを把握する。 
 また、国、地方自治体、国際機関等より、専門的

な立場からの技術的な協力、指導等の求めには積極

的に応じて研究員を派遣し、研究所における調査及

び研究の成果が適切に施策等に反映できるよう努め

る。 
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第２ 業務運営の改善及び効率化に関する事
項を達成するための措置 

イ 研究所に対する意見、要望等をホームページやセ

ミナー等の参加者を通じて把握し、その内容を検討

し、可能な限り業務に反映させる。 1. 運営体制の改善に関する事項を達成するための措  
置 (3) 国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項

を達成するための措置 (1) 研究所の意思決定と運営を機動的かつ効率的に行

うことができるよう、役員組織と研究部門及び事

務部門との間の連絡調整を密にし、執行体制を強

化する。 
また、研究所運営に対する研究所職員の意識を高

めるため、研究所運営に関する必要な情報の共有

化を図る。 

ア アジア諸国との間で、栄養調査、栄養改善及び健

康づくり等に関する共同研究において中心的な役割

を果たすとともに、WHO 西太平洋地域における協

力センターの設置(平成 19 年度を目途)に向けての

準備を行う。 
 また、研究者養成及び共同研究の促進を図るため、

「国際栄養協力若手外国人研究者招へい事業」によ

り、年間 2 名程度の若手研究者に研究所での研修機

会を提供するとともに、アジア地域の研究者を交え

たシンポジウムの開催等を行い、アジア地域におけ

る栄養学研究基盤の強化に寄与する。 

(2) 研究部門間での連携を強め、異なる研究分野から

の情報や研究手法を積極的に利用して戦略的な事

業の立案・実施を図る。 
(3) 調査及び研究業務の効率的かつ確実な推進を図る

ため、所内報告会等により各業務の進捗状況を把

握し、適切な評価を行い、その結果を計画的・効

率的な業務の遂行に反映させる。 
また、所内イントラネットを活用し、業務の進捗

状況管理等の効率化を図る。 

イ 民間企業、大学等の複合的な連携を強化するとと

もに、寄附研究部門の充実を図る。 
 これにより、研究所の研究成果と社会ニーズの橋

渡し、新たな展開・応用を図るとともに、知的財産

の獲得を積極的に行う。 (4) 独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法

律(平成 13 年法律第 140 号)に則り、積極的な情

報公開を行う。 
(4) 栄養情報担当者(NR)制度に関する事項を達成す

るための措置 
(5) 研究所の経営基盤の安定化のため、外部資金の獲

得に積極的に取り組むとともに、経費の節減や研

究所の所有する設備等の有効利用を進める。 

 栄養情報担当者(以下「NR」という。)が、保健機

能食品等の利用に関して、消費者に適切に情報を提供

し、消費者が気軽に相談できる者となれるよう、研修

や情報提供等を通じてその質的向上を図る。 2. 研究・業務組織の最適化に関する事項を達成する

ための措置  また、中期目標期間開始より 3 年以内に、NR の実

際の業務内容、社会でのあり方についてモニタリング

を行う。この結果に基づき、制度のあり方や研究所の

係わりについて検討を行い、中期目標期間終了までに

結論を得る。 

(1) 研究所が中期計画の中で重点的に行う調査及び研

究並びに法律に基づく業務に関して、業務量や集

中的に遂行すべき時期等を勘案しながら研究及び

業務チームを組織する。 
非公務員型の利点を生かして柔軟に組織の見直

し・改編を行うこととし、従来の部体制から中期

目標に掲げる業務を行うためのプログラム等を設

け、各々が独立した形での業務運営を行う。 
また、組織の見直し・改編後、毎年、その効果を

検証する。 

 NR 事務業務について、効率的かつ的確な業務が実

施できるよう見直しを行う。また、外部委託が可能な

業務については、アウトソーシングを行う。 
3. 情報発信の推進に関する事項を達成するための措

置 
(1) 研究所として総合的な情報発信を行うとともに、

対外的な業務の推進を図るための組織整備を行う。 (2)民間企業、大学等との連携・交流を積極的に行い、

研究員の交流を進め、人材の養成と資質の向上に

努めることにより、組織の活性化を図る。 
(2) ホームページに研究所の活動状況を積極的に配信

し、ホームページの掲載内容をより充実させる。

ホームページアクセス件数は、中期目標期間中、

毎年 50 万件程度を維持させる。 
3. 職員の人事の適正化に関する事項を達成するため

の措置 
(3) 研究所の諸活動及び研究業績については、毎年度

1 回研究報告としてとりまとめるとともに、最新

の研究成果やトピックス等を紹介したニュースレ

ターを年 4 回刊行する。 
 また、これらについては、ホームページ上で公

開するとともに、電子メディアでの配信も行う。 

(1) 重点的に行う研究及び法律に基づき実施すべき業

務については、業務運営の効率性を勘案しながら

も、必要な人員を十分に担保した上で組織体制を

構築する。 
(2) 非公務員型への移行のメリットを最大限に活かし

た柔軟な人事システムを構築し、研究職員の個人

評価の結果を昇級・昇任等の処遇及び給与面に反

映させる。 
(4) 研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報開示

は、ホームページ等を活用し積極的に行う。 
 (3) 研究員の採用に当たっては、「独立行政法人国立

健康・栄養研究所における研究者の流動化計画」

に沿って、原則として公募制、任期付の採用を行

う。 

 



 

 Ⅳ 資      料 77

(4) 研究員については、自己点検・評価を行うととも

に、可能な限り客観的な指標に基づき評価を行う。 
また、理事長は自ら全研究員との面談を行い、適

切かつ公平な評価を行う。 
さらに、評価の結果は各職員にフィードバックす

るとともに、所内イントラネットを活用して、各

研究の研究業績を公開し、評価の透明性の確保に

努める。 

研究所が重点的に推進する調査及び研究業務が着

実に成果が挙げられるよう、資質の高い人材を広

く求める。また、資質の高い人材については、任

期中の実績評価に基づき、任期を付さない形での

採用を行う。 
さらに、外国人及び女性研究者が業務に従事しや

すい環境づくりを推進し、外国人及び女性職員の

採用も可能な限り行う。 
(4) 事務職員の質の向上を図るため、研究員と同様に

評価を行うこととし、その評価システムとして自

己評価による評価を行い、その結果を昇給・昇任

等に反映する。 

6. 業務運営全体での効率化を達成するための措置 
 一般管理費(運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。人件費を除く。)については、中期目標期間

中、毎年度、2％以上削減し、中期目標期間の最終年

度までに、平成 17 年度を基準として 10％以上の削減

を達成する。 

※人事に関する指標 
 期末の常勤職員数は、期初の 100％を上限とする。 
(参考 1 ) 期初の常勤職員数 47 名  人件費については、「行政改革の重要方針」(平成

17 年 12 月 24 日閣議決定)を踏まえ、中期目標期間の

最終年度までに平成 17 年度を基準として 5％以上の

削減を達成する。 

     期末の常勤職員数 47 名(以内) 
(参考 2 ) 中期目標期間中の人件費総額 
     2,335 百万円(見込) 
 ただし、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、

職員諸手当、超過勤務手当、休職者給与及び国際派遣

職員給与に相当する範囲の費用である。 

 併せて、国家公務員の給与構造改革を踏まえ、給与

体系の見直しを行う。 
 業務経費(運営費交付金を充当して行う事業に係る

もの。)については、中期目標期間中、毎年度、1％以

上削減し、中期目標期間の最終年度までに、平成 17
年度を基準として 5％以上の削減を達成する。 

4. 事務等の効率化・合理化に関する事項を達成する

ための措置 
(1) 研究組織体制の見直しに併せて、業務の効率化を

図るため、事務部門の組織を見直す。この際、事

務部門に研究員の研究成果の積極的な活用や、対

外的な業務を担う業務課(仮称)を設け、研究員が

最大限の成果を得られるようにする。 
また、権限の明確化及び決裁プロセスの短縮化に

より、意志決定の迅速化を図るとともに、事務作

業の迅速化、事務書類の簡素化、電子化等を進め

る。さらに、定型的な業務でアウトソーシング可

能なものについては外部委託を進める。 

 

第３ 財務内容の改善に関する事項を達成す
るための措置 

1. 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項を達成するための措置 
(1) 運営費交付金以外の競争的研究資金の積極的な獲

得を図り、外部研究資金、その他の競争的資金の

募集等に積極的に参加し、その増加に努める。 
(2) 各種研究から生じる知的財産(特許権等)の有効活

用並びに研究成果の社会への還元を目的とした出

版等を行うことにより、自己収入の確保につなげ

る。 
また、「独立行政法人国立健康・栄養研究所施

設・設備等利用規程」に基づき、地域住民等への

施設開放を行い、研究所の設備等の効率的な利用

に努め、併せて自己収入の増加に寄与する。 

(2) 事務職員については、研究所で働く者として必要

な法令・知識を習得するための各種研修会やセミ

ナー等への参加を充実させ、職員が働きやすく自

己能力を最大限発揮できるような職場環境の整備

を推進する。 
これにより、研究所経営への参加意識を高め、業

務の質の向上及び効率化の一層の推進を図る。 
(3) 業務の効率化を図るため、業務・システムの最適

化を図る。 2. 経費の抑制に関する事項を達成するための措置 
(1) 各部門において、常勤職員の人件費を含めたコス

ト管理を四半期毎に行い、効率的な資金の運用と

コスト意識の向上を図る。 

5. 評価の充実に関する事項を達成するための措置 
(1) 毎年度内部評価委員会を開催し、主要な研究業務

に関して、内部評価を実施し、研究業務の確実な

実施及び効率化に資する。 (2) 研究業務の集約化、アウトソーシング等により人

的資源の有効活用並びに経費の削減を図るととも

に、業務運営に係る経常的経費についても、法令

集の追録購入中止等により削減を図る。 

(2) 柔軟かつ競争的で開かれた調査及び研究環境の実

現や経営資源の重点的・効率的配分に資するため、

外部の専門家等の評価者による外部評価を毎年度

2 回程度実施する。  

第４ 予算(人件費の見積りを含む。)、収支
計画及び資金計画 

(3) 内部及び外部評価結果は、ホームページ上で公表

するとともに、組織や施設・設備の改廃等を含め

た予算・人材等の資源配分に反映させる等、調査

及び研究活動の活性化・効率化に積極的に活用す

る。 

1. 予算 
   別紙 1 のとおり。 
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2. 収支計画 
   別紙 2 のとおり。 
3. 資金計画 
   別紙 3 のとおり。 
 

第５ 短期借入金の限度額 
1. 限度額 
   100,000,000 円 
2. 想定される理由 
ア 運営費交付金等の受入れの遅延等による資金の不

足 
イ 予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給 
ウ その他不測の事態により生じた資金の不足 
 

第６ 重要な資産を譲渡、又は担保に供する
ときは、その計画 

 該当なし。 
 

第７ 剰余金の使途 
ア 研究環境の整備に係る経費 
イ 職員の資質向上に係る経費 
ウ 知的財産管理、技術移転に係る経費 等 
 

第８ その他の業務運営に関する重要事項を
達成するための措置 

(1) セキュリティの確保 
 情報システムに係る情報のセキュリティの確保に努

める。 
(2) 施設及び設備に関する計画 
 該当なし。 
(3) 積立金処分に関する事項 
 該当なし。
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（別紙１）

（単位：百万円）

区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

収入

  運営費交付金 4,170
　手数料収入 60
　受託収入 758
　栄養情報担当者事業収入 189
　寄附金収入 160
　雑収入 21
　計 5,359
支出

　人件費 2,908
   うち  基本給等 2,606
         退職手当 302
　一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 458
　業務経費 825
　　国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 65
　　食品収去試験等業務 59
　　栄養疫学プログラム 88
　　健康増進プログラム 85
　　臨床栄養プログラム 39
　　基礎栄養プログラム 61
　　食品保健プログラム 49
　　創造的研究 95
　　国際栄養協力事業 49
　　健康食品安全情報ネットワーク事業 126
　　健康栄養情報事業 109

受託経費 1,167
　　特別用途食品表示許可試験費 60
　　受託経費 758
　　栄養情報担当者事業経費 189
　　寄附研究事業費 160

　計 5,359
〔人件費の見積り〕期間中総額２，３３５百万円を支出する。

　　　　　　　　　ただし、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、職員諸手当、超過

　　　　　　　　　勤務手当、教職者給与及び国際派遣職員給与に相当する範囲の費用である。

〔運営費交付金の算定ルール〕：別紙１－１

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。

中期計画（平成１８年度～平成２２年度）の予算
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（別紙 1－1) 
 

運営費交付金の算定ルール 
 
 1. 平成 18 年度 

 平成 18 年度は、平成 17 年度運営費交付金の額に各経費にかかる効率化係数に基づき算出し、非公務員化

に伴う新たな経費を加え、合理化額を減額し算出した。 
 2. 平成 19 年度以降 
   次の算定式による。 
 

運営費交付金＝人件費＋一般管理費＋業務経費＋特殊要因－自己収入 

 
○ 人件費＝当該年度基本給等（A）＋退職手当（S） 

   Ａ：基本給、諸手当、共済組合負担金等の人件費（退職手当を除く）をいい、次の式により算出する。 
 
    A＝〔｛（P1×α×β）＋（P2×β）＋P3｝×γ１〕＋（P4×γ2） 
     A ：当該年度基本給等 
     P1 ：前年度の基本給中昇給及び給与改定の影響を受けるもの 
        （労働保険料を除く） 
     P2 ：前年度の基本給中給与改定の影響を受けるもの 
     P3 ：前年度の基本給中昇給及び給与改定の影響を受けないもの 
     P4 ：労働保険料 
     α ：運営状況等を勘案した昇給原資率 
     β ：運営状況等を勘案した給与改定率 
     γ1 ：効率化係数（人件費（労働保険料を除く）） 
     γ2 ：効率化係数（労働保険料） 
 
  ○ 一般管理費＝（一般管理費（B）×γ3×δ） 
     B  ：前年度一般管理費 
     γ3 ：効率化係数（一般管理費） 
      δ ：消費者物価指数 
 
  ○ 業務経費 ＝（業務経費（C）×γ4×δ） 
     C  ：前年度業務経費 
     γ4 ：効率化係数（業務経費） 
     δ ：消費者物価指数 
 
  ○特殊要因＝法令等の改正等に伴い必要となる措置又は現時点で予測不可能な事由により発生する資金需要

であって、毎年度の予算編成過程において決定する。 
  ○自己収入＝知的財産権収入、印税収入等の直接事業を実施しない収入について、過去の実績を勘案し決定

する。 
 
〔注記〕 
 1． α、β、δについては、各年度の予算編成過程において、当該年度における計数値を決める。 
 2． 中期計画全般にわたる予算の見積に際しては、 
  ①人件費のうち、退職手当については、定年退職者見込みによる。 
  ②α、β、δについては、伸び率を 0 と仮定した。 
  ③γ1（人件費の効率化係数）については、節減額 5％分を▲1.02％と仮定した。但し、労働保険料について

は、節減額 5％分を平成 19 年度から 4 年で節減することから▲1.35％と仮定した。 
  ④γ2（一般管理費の効率化係数）については、節減額 10％分を▲2.1％と仮定した。 
  ⑤γ3（業務経費の効率化係数）については、節減額 5％を▲1.02％と仮定した。 
    ⑥自己収入額については、平成 18 年度については平成 16 年度実績と同額とし、平成 19 年度以降は平成 17

年度の実績見込を基準とし、毎年一定額を増額させ算出した。 
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（別紙２）

（単位：百万円）
区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

費用の部 5,444
 経常費用 5,444
　人件費 2,908
   うち  基本給等 2,606
         退職手当 302
　一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 458
　業務経費 825
　　国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 65
　　食品収去試験等業務 59
　　栄養疫学プログラム 88
　　健康増進プログラム 85
　　臨床栄養プログラム 39
　　基礎栄養プログラム 61
　　食品保健プログラム 49
　　創造的研究 95
　　国際栄養協力事業 49
　　健康食品安全情報ネットワーク事業 126
　　健康栄養情報事業 109
 受託経費 1,167
　　特別用途食品表示許可試験費 60
　　受託経費 758
　　栄養情報担当者事業経費 189
　　寄附研究事業費 160
 減価償却費 85

収益の部 5,444
　運営費交付金収益 4,170
　手数料収入 60
　受託収入 758
　栄養情報担当者事業経費 189
　寄附研究事業費 160
　雑収入 21
　資産見返物品受贈額戻入 2
　資産見返運営費交付金戻入 83
純利益 －
目的積立金取崩額 －
総利益 －

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。

〔注記〕当法人における退職手当については、役員退職手当支給基準及び国家公務員
退職手当法（昭和２８年法律第１８２号）に準じて支給することとなるが、その全額
について運営費交付金を財源とするものと想定している。

　平成１８～２２年度収支計画
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（別紙３）

（単位：百万円）

区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

　資金支出 5,359
　　業務活動による支出 5,359
　　投資活動による支出 0

　資金収入 5,359
　　業務活動による収入 5,359
　　　運営費交付金による収入 4,170
　　　手数料収入 60
　　　受託収入 758
 　 　栄養情報担当者事業経費 189
 　 　寄附研究事業費 160
　　　雑収入 21
　　  前期中期目標の期間よりの繰越金 0

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。

　平成１８～２２年度資金計画
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3. 独立行政法人国立健康・栄養研究所年度計画 
 

 平成 21 年度の業務運営について、独立行政法人通則法(平成 11 年法律第 103 号)第 31 条第 1 項の規定に基づ

き、独立行政法人国立健康・栄養研究所年度計画を次のとおり定める。 
 
 平成 21 年 3 月 31 日 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 
理事長 渡邊 昌 

 
 
第１ 国民に対して提供するサービスその

他の業務の質の向上に関する事項を
達成するための措置 

１．研究に関する事項を達成するための措置 

(1)重点調査研究に関する事項を達成するための措置 

ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
ａ 運動基準、食事摂取基準等の改定のための科学的

根拠の提示 
①エクササイズガイドに示された運動･身体活動量の

妥当性を検討するための大規模前向きコホート研究に

おいて、１,０００名を目標に被験者割付・介入を行

う。 
②介護予防と動脈硬化予防を両立させる筋力トレーニ

ングの方法及び効果について検討する。 
③平成２３年度に予定されている「健康づくりのため

の運動基準」及び「健康づくりのための運動指針（エ

クササイズガイド）」改定のための科学的エビデンス

の収集等を行う。 
④小児を対象に、二重標識水法を用いて身体活動レベ

ルを測定し、その標準値、及び個人間変動の要因を明

らかにする。 
⑤異なる職業や運動習慣を持つ成人における身体活動

レベル推定のための調査票を作成するとともに、その

妥当性を評価する。 
⑥人間ドック受診者を対象に肥満や糖尿病リスク因子

抽出のための大規模コホート研究を実施する。食事・

身体活動・心理的要因及び健診・保健指導の受診状況

を調査し、これらの生活習慣病発症への寄与について

評価する。 
ｂ 生活習慣病予防のための科学的根拠の提示 
①高脂肪食が、糖尿病・メタボリックシンドロームを

発症する分子メカニズムを解明するために、新たな遺

伝子操作動物あるいは既に樹立した遺伝子操作動物由

来膵β細胞株を用いて当該遺伝子の発現調節メカニズ

ムや膵β細胞の増殖メカニズムを検討する。また、脂

質過剰摂取生活習慣病モデル動物に血管内皮機能改善

薬を投与し、インスリン抵抗性の改善について検討す

る。 
②運動の肥満・糖尿病予防機序、栄養素による脂肪

肝・肥満発症機序とその予防法、エネルギー及びタン

パク質摂取制限によって生じる生体適応及び適応破綻

の機序を明らかにする。 
ｃ 生活習慣病と環境因子との関係解明 
①罹患同胞対法を用いた全ゲノム解析で２型糖尿病感

受性領域としてマップされ、遺伝子の同定に至ってい

ない染色体領域を解析し、新たな２型糖尿病感受性遺

伝子を同定する。  
②平成２０年度に樹立した遺伝子欠損マウスの解析を

さらに行い、当該遺伝子のインスリン分泌機構におけ

る分子メカニズムについて明らかにする。 
③これまでに明らかにした２型糖尿病感受性遺伝子の

うち、その機能が未知のものについて、遺伝子操作マ

ウスの作製及び解析を行い、２型糖尿病感受性遺伝子

の機能について明らかにする。 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する

栄養疫学的研究 
ａ 栄養疫学的調査研究の実施 
①「日本人の食事摂取基準（２０１０年版）」の策定

及び普及・啓発に積極的に参画する。「２００５年

版」策定時からの関係基礎資料を分類整理し、データ

ベースを構築する。今後の策定や普及・啓発事業にお

いて、当該データベースが十分活用されるよう、厚生

労働省及び策定検討会に必要十分な資料や技術の提供

を行う。 
②食事摂取基準の策定に資する基礎資料を得るための、

ヒトを対象とした栄養疫学研究を実施する。 
③食事に関連する栄養成分の生体指標（バイオマーカ

ー）を確立し、健康影響について、以下の研究を行う。 
・閉経後女性を対象に、ビタミン K2 の長期摂取が骨

代謝及び脂質代謝に及ぼす影響を評価する。 
・大豆イソフラボン代謝産物の栄養生理学的意義に関

する研究を継続する。 
・生活習慣病予防におけるビタミン A 結合タンパク

質（RBP4）の役割を明らかにする。 
④地域在住高齢者及び介護施設入所者の栄養摂取状況

やビタミン・ミネラル栄養状態を調査する。 
ｂ 国民健康・栄養調査の実施強化とデータ利活用の

あり方に関する検討 
・国や地方自治体の要請や必要性に応じて、国民健

康・栄養調査ならびに地方自治体が独自に実施する健

康・栄養調査の実施強化やデータ利活用に関する技術

支援のあり方について検討する。 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
ａ 保健機能食品等の素材成分に関する情報収集及び

健康影響についての調査研究 
①食品の抗酸化力の測定法の妥当性確認を他研究機関

とともに引き続き行い、バリデーションを進める。 
 さらに、食事調査などの結果から抗酸化物質摂取量
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①研究成果については、できるだけ国際的な場での発

表を目指し、査読付き学術論文５０報以上、口頭発表

１５０回以上を行う。 

を把握可能にする目的で、一般食品の抗酸化力及び含

有抗酸化成分の包括的測定に基づくデータベース化を

行う。 
②とくに若手研究者による優れた研究成果の発表に対

しては、競争的な事前審査により課題を選定し、海外

渡航費の付与を行う。 

②微生物定量法が主となっているビタミン類の測定に

関して、食品形態に対応した機器分析法の導入を検討

する。 
イ 知的財産権の活用 ③ビタミン E 誘導体を中心に、健康の維持・増進へ

の有効性等について、モデル動物を用いて詳細に検証

するとともに、ヒトへの応用の可能性を探る。 
①知的財産権取得に適した研究について、その成果の

学会及び論文発表の前に掘り起こしを行い、年間５件

程度の特許出願を行う。 ④栄養素及び非栄養素成分、とくに構造脂質、大豆タ

ンパク質、脂溶性ビタミン、ポリフェノール等につい

て、新たな保健機能の開発を視野に入れながら、その

有効性及び安全性の評価を行う。 

当研究所の特許等に関わる情報を、ホームページ上に

公開し、民間企業等へ積極的に技術の紹介を行う。 
②民間企業等との共同研究を年間１０件程度行う。 
ウ 講演会等の開催 ｂ 「健康食品」に関する公正な情報の提供 
①「日本人の食事摂取基準（２０１０年版）」が公表

されることから、その普及・啓発のための講演会・セ

ミナー等を厚生労働省等と連携して実施する。 

①食品成分等に関する科学的根拠のある公正な情報の

提供、国が行っている保健機能食品制度の普及と適切

な生活習慣の推進、「健康食品」が関連した健康被害

の発生・拡大防止を目的に、最新の関連情報を継続的

に収集・蓄積し、データベースの充実・更新を図り、

「健康食品の安全性・有効性情報」のホームページに

反映させる。 

②一般向けの公開セミナー（第１１回）を東京で開催

する。研究で得られた成果を社会に還元するため、専

門家向けのセミナーを他機関との連携による開催を含

め２回程度行う。 
③管理栄養士・栄養士等の研修や生涯教育のプログラ

ムに対し、職員を積極的に派遣するとともに、それら

のプログラムの企画等への支援を行う。 

②消費者とのリスクコミュニケーションを図るため、

ＮＲなど現場の専門職の協力、他の組織や関係機関と

の連携が可能なシステム構築をさらに進める。 
④外部からの電話やメールに対する問い合わせに対し

て適切な対応に努めるとともに、問い合わせの多い事

項についてはホームページ上のＦＡＱに反映させ、ま

た効率的な対応ができる体制の整備をさらに進める。 

③新たに「特別用途食品・栄養療法に関するデータベ

ース」の構築及び運用を開始する。 
 
(2)重点調査研究以外の調査研究に関する事項を達成

するための措置 エ 開かれた研究所への対応 
ア 研究能力の向上のための創造的研究の実施  ・オープンハウス（研究所公開）を実施し、運動実験

施設等における体験コーナーや食事・体力診断等を含

めて、当研究所の研究・業務内容をより多くの人々に

身近に知ってもらえるよう努める。 

・若手研究者による独創的で、次期中期計画において

発展的に展開し得る研究課題のシーズとなるような研

究を、所内公募による競争的な環境の下で行う。 
また、中学・高校生等の「総合的な学習の時間」を活

用した所内見学等に積極的に対応し、健康や栄養に関

わる知識や関心の普及・啓発を図る。 

 その際、外部の専門家を含めた事前・事後の評価を

行い、研究の質を確保する。 
イ 効果的な栄養教育手法の開発  

(4)研究実施体制等の整備に関する事項を達成するた

めの措置 

①生涯を通じた健康づくりを目指して、環境整備を含

めた栄養教育実践のための研究を、食育、メタボリッ

クシンドローム予防、高齢者支援の観点から研究を行

う。 
ア 研究業務を効率的に実施するための効果的な人

員・予算の調整・確保 
①法律に基づく業務及び重点調査研究を確実に実施す

るために、予算の枠内で特別研究員及び研究補助員の

重点配置を行い、効率的な研究実施体制を整える。 

②メタボリックシンドローム予防のための行動科学的

なアプローチによる栄養教育法について研究する。人

間ドック受診者を対象にした大規模コホートの構築を

進め、食習慣・運動習慣と肥満や糖尿病発症との関連

を検討する。                   

③効果的な食育展開のための個人及び集団を対象とす

るアプローチ法及びその評価法を開発するための調

査・研究を行う。                     

④高齢者の食介護の観点から、咀嚼・嚥下困難を伴っ

た高齢者に対する食事提供のあり方について研究する。 

②プログラム／センターにおける調査研究業務に付随

する事務的作業の効率化を図り、研究活動をより推進

するために、事務部内の研究支援機能を充実させ、多

様な研究業務に関わる内容等について、柔軟な運用、

事務手続きの効率化や事務部門と研究部門との意識・

情報の共有などにより、迅速かつ適切な対応を図る。 
③運営費交付金については、四半期毎に各調査研究の

進捗状況、支出など経費状況、及び新たに生じた重要

課題等を勘案しつつ配分の調整を行い、メリハリのあ

る予算配分及び執行を行う。 

⑤日本栄養士会等関連する職能団体や学会等と効果的

な栄養教育・食育のあり方について検討し、栄養教育

実践に向けて支援する。 
イ 産学連携の推進 (3)研究水準及び研究成果等に関する事項を達成する

ための措置 ①民間企業、大学、他の研究機関等との間で、研究者

の相互交流、研究技術の交換、施設・設備の共同利用ア 論文、学会発表等の促進 
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を推進する。 
②当研究所の研究員を大学、研究機関等へ積極的に派

遣し、研究ネットワークの拡大を図る。 
ウ 将来の研究人材の育成 
①連携大学院、民間企業及び各種研究機関等から研究

員等を年間１００名程度受け入れるとともに、当研究

所の研究員を大学院や関係機関等に年間３０名程度派

遣し、研究所の持つ情報・技術等を社会に還元する。 
②連携大学院について、兼任教員の派遣を行うととも

に、互いの強みを活かした研究協力を行う。 
③流動研究員制度や連携大学院制度を活用し、博士課

程修了者等の若手研究者や大学院生を積極的に受け入

れることにより、将来の研究人材の育成に資するとと

もに、研究所の研究機能の強化を図る。 
エ 施設・設備の有効活用 
①測定室、RI 室、動物飼育室、運動トレーニング室

等の各プログラムで共同で使用する施設・設備につい

ては、効果的に研究ができるよう環境を確保する。 
②｢独立行政法人国立健康・栄養研究所設備等利用規

程｣に従い、当研究所の施設・設備を利用して、他研

究機関の研究者・運動指導者と共同して運動による健

康増進効果に関する共同研究を実施する。 
 
２．法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項を達成するための措置 

(1)健康増進法に基づく業務に関する事項を達成する

ための措置 

ア 健康・栄養調査の効率的実施 
①国民健康・栄養調査の集計業務については、引き続

き、正確かつ効率的な集計を通して、結果公表までの

迅速化を図るとともに、調査対象者への結果の返却を

速やかに行うよう努める。 
②技術講習、情報提供、標準的な調査ツールの提供な

どを通じて、データ収集に携わる行政の担当者等に対

する積極的な技術支援を行う。 
③健康・栄養調査の効率化を目指した専用ソフト「食

事しらべ®」の確定版を作成し、希望する自治体へ配

布する。 
イ 収去食品等の分析 
①厚生労働省が収去した特別用途食品及び栄養表示が

なされた食品の分析業務を適正かつ効率的に実施する。 
②厚生労働省の特別用途表示の許可等に関わる申請に

基づく試験業務及びそのヒアリングに適切に対応する。 
③特定保健用食品関与成分の分析法、標準品の妥当性

等について検討する。また、試験検査機器の有効利用

及び整備の充実を図る。 
④検査精度向上のため、標準作業書の策定及び外部精

度管理に参加する。 
(2)社会的・行政ニーズへの対応に関する事項を達成

するための措置 

ア 社会的・行政ニーズの把握 
①社会的ニーズを把握するため、健康・栄養に関連す

る団体、大学、民間企業等との意見交換会を年６回程

度実施する。とくに、当研究所は国民生活に密着した

分野を対象としており、国民に研究成果を還元するこ

とが重要であることから、第一線で活躍している管理

栄養士等から、具体的なニーズ等の把握に努める。 
②消費者庁設置の動向を注視しつつ、行政ニーズを適

時把握するために、厚生労働省生活習慣病対策室、食

品安全部、内閣府食育推進担当等と情報・意見交換を

行う。 
③国、地方自治体、国際機関等からの技術的な協力依

頼に応えるとともに、行政ニーズを把握するため、各

種審議会、検討会の専門委員等として職員を派遣する。 
イ ホームページを活用した国民ニーズの把握 
・外部から国民、栄養専門職等からの意見、要望等を

広く効率的に把握するため、コミュニケーションチャ

ンネル「健康・栄養フォーラム」等のインターネット

サイトの一層の充実を図る。 
(3)国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項

を達成するための措置 

ア アジア地域における学術的ネットワークの構築 
①アジア諸国との間で、栄養学研究の発展につながる

共同研究及び人材育成を積極的に行う。研究交流を推

進する観点から、国際栄養協力若手外国人研究者招へ

い事業を活用し、年間２名（韓国１名、中国１名を予

定）の若手研究者を受け入れる。また、フォローアッ

プ共同研究助成事業により、これまで受け入れた研修

生との共同研究や継続的支援を推進する。 
②ＷＨＯ、ＣＯＤＥＸ等との協力関係を強化し、関連

する会議に研究員を派遣する。 
③アジア諸国、とくにベトナムにおける栄養士養成の

あり方について調査・検討に着手する。 
④ＷＨＯ研究協力センターとして指定を受けて、アジ

ア西太平洋諸国への協力活動の充実を図る。 
⑤当研究所の研究成果、わが国の栄養、運動施策上の

重要なガイドライン等について、英語版ホームページ

上での情報発信に努め、海外からのニーズに的確かつ

タイムリーに応える。 
イ 産学連携による研究成果等の社会還元  
・健康・栄養や食品開発等に関連する研究機関、民間

企業等との共同研究や受託研究、特許等の実用化等に

より、当研究所の研究成果やノウハウを具体的な商品

開発やサービスを通じて、社会に還元できるよう努め

る。 
(4)栄養情報担当者（ＮＲ）制度に関する事項を達成

するための措置 

①ＮＲは、平成２０年度までに３,４８０名を輩出し

ている。ＮＲのスキルアップを図るとともに、社会的

なニーズに対応した内容やトピックスを含む、最新の

情報提供等を行うため、全国６カ所において研修会を

実施する。 
②ＮＲ認定試験等は、外部有識者の協力の下、適正か

つ公正に実施する。また、管理栄養士養成施設等から

のＮＲ養成講座指定の要望に対して、適切な対応・認

定を行う。 
③引き続き健康食品管理士認定協会との協力を深め、

認定・更新に必要な単位の取得機会を増やすとともに、

ＮＲの認知度の向上、職域の拡大を含め、ＮＲ支援の

強化を図る。 
 
３．情報発信の推進に関する事項を達成するための措
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置 

(1)総合的な情報発信及び対外的な業務の推進 

・情報センターにおいて、所内各プログラムにおける

研究成果及び研究所内外の関連情報を集約・精査し、

国民が適切な運動・食生活を実践するために必要な情

報提供を引き続き積極的に行う。 
(2)ホームページによる活動状況の配信 

・当研究所の活動内容・成果等をホームページやメー

ルニュースを介して引き続き積極的に配信する。また

ホームページの掲載内容を整理しつつ、最新情報の追

加・更新に努める。 
(3)研究・業務実績の情報提供 

・当研究所の活動及び研究業績を年１回研究報告とし

て刊行する。また、研究所のプロジェクト紹介や研究

成果を『健康・栄養ニュース』を介して年４回（季

刊）刊行し、ホームページ上で公開するとともに、電

子媒体による配信を行う。 
(4)ホームページ等を活用した積極的な情報開示 

・ホームページ等を活用して、当研究所の研究成果や

関連情報、研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情

報開示を積極的に行う。 
 
第２ 業務運営の改善及び効率化に関する

事項を達成するための措置 
１．運営体制の改善に関する事項を達成するための措

置 

(1)効率的な組織運営のための執行体制の強化 

①意志決定の迅速化を図るため、権限と責任を明確に

した組織運営を行う。 
②人員や研究資源の配置を適正に行うことを含めて、

当研究所の重要な経営判断に関する審議は、役員及び

研究企画評価主幹、各プログラムリーダー、事務部長

等から構成される運営会議で行う。 
③研究成果が最大限挙げられるよう、各プログラムで

行われている業務の特性を理解し、効率的、効果的な

研究支援体制を構築する。 
④経営管理に関する理念と運営について研究員の理解

を促すとともに、各種委員会や所内ＬＡＮを一層活用

し、管理部門と研究部門との情報の共有化を促進する。

また、研究及び技術的事項について、プログラム相互

の連携を強化するため、定期的にプログラムリーダー

会議を開催する。 
⑤プログラムリーダー／センター長は、研究所の方向

性、学術動向、社会的ニーズを理解した上で、プログ

ラム／センターで実施されている業務について、何を

目標にいかに研究を進めるべきか、プロジェクトリー

ダー及びスタッフに共通認識を持たせるよう努める。 
⑥管理部門及び各プログラムの実務者レベルの打ち合

わせを毎月実施し、コミュニケーションを図る。また、

各種会議の運営について、開催時間の設定、アジェン

ダの明確化等について改善を図るとともに、議事録を

迅速に作成し、関係者へのフィードバック及び情報共

有に努める。 
⑦所内の現場から抽出された課題について横断的かつ

具体的に改善・解決を協議する業務改善委員会（仮

称）を設置するとともに、課題が生じた場合に迅速か

つ適切に対応するための仕組みとして相談窓口を設置

し、円滑な業務の推進を図る。 
(2)研究の企画及び評価機能の強化 

①各研究者がプログラム／センターの枠を超えて、研

究内容や成果について相互に理解し、連携を図るとと

もに、国内外の最新の研究成果等を知る機会が得られ

るよう、所内及び外部の研究者を講師として「研究所

セミナー」を毎月１回程度定期的に開催する。 
②プログラムリーダー／センター長会議を定期的に開

催するなどにより、研究部門間相互の意志疎通を図る

とともに連携体制を強化し、戦略的な研究の企画立案

及び効率的・効果的実施に努める。 
(3)円滑な組織運営のための業務の進捗管理及び評価 

①各プロジェクトにおける研究及び業務については、

それらを総括するプログラムリーダーが進捗状況を把

握し、プログラムリーダー会議や運営会議において、

報告を行う。 
②研究所セミナー等において、各プロジェクトにおけ

る研究の進捗、成果を報告するとともに、評価を行う。

さらにプログラムリーダーからの報告会（年２回）及

びプロジェクトリーダーからの報告会（年１回）を所

内公開で行う。 
③所内ＬＡＮを活用し、業務の進捗状況管理を行うと

ともに、各プログラム／センター間、事務部門との情

報の共有を促進する。 
(4)情報公開による透明性の確保 

・独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律

（平成１３年法律第１４０号）に則り、文書を適正に

管理するとともに、適正な情報公開を行う。 
(5)積極的な外部資金の獲得及び資源の有効活用 

①当研究所の経営基盤の安定化を図るため、競争的研

究資金や受託研究など外部研究資金の獲得に積極的に

取り組む。 
②経費の節減や当研究所の所有する設備等の有効活用

を進める。 
 
２．研究・業務組織の最適化に関する事項を達成する

ための措置 

(1)効率的な調査研究業務を実施するための組織の最

適化 

①第二期中期計画を遂行するために抜本的に組織再編

を行った６プログラム及び２センターについて、引き

続き各部門における常勤職員の人件費を含めたコスト

管理及び研究業務について経営的な視点を併せ持ちな

がら運営を行うとともに、より効率的な事業実施のた

めに、組織のあり方の検討及び必要に応じて見直しを

行う。 
②とくに、平成２２年度中に予定されている医薬基盤

研究所との統合を見据え、国際産学連携センター、情

報センターについて、効率化の観点から、組織の在り

方について具体的な検討を行う。 
③新たに構築する「特別用途食品・栄養療法データベ

ース」などを効率的に運用するための体制整備を行う。 
(2)他機関との連携・交流による組織の活性化 

・国内外の民間企業、大学、他研究機関との研究協力

を推進し、研究者の受け入れ及び研究所研究員の派遣
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を行うことにより、人材養成及び資質の向上、組織の

活性化を図る。 
３．職員の人事の適正化に関する事項を達成するため

の措置 

(1)重点調査研究・業務等を推進するための適正な人

員配置 

①重点的に行う調査研究及び法律に基づき確実に実施

すべき業務については、重点プロジェクトとして位置

づけ、研究員、研究補助員等を適切に配置するととも

に、外部の客員研究員、協力研究員等を活用すること

により、効果的・効率的な研究・業務の推進を図る。 
②一部の職員への過重な負担とならないよう、研究・

業務等の適正配分に努めるとともに、必要に応じて見

直しを行い、健康の維持・増進につながる職場環境づ

くりを目指す。 
(2)研究員の業務の適正な評価 

①大学、民間企業等との多様な形態の連携が可能とな

るよう、起業を含め、民間企業、団体等との兼業につ

いても、当研究所の目的、理念に合致したものについ

ては積極的に行い、成果の社会還元を促進する。 
②各研究員の個人業績及び各プロジェクトの実績を適

正に評価し、昇給・昇任等に反映させる。 
(3)有能な研究員の登用 

①「独立行政法人国立健康・栄養研究所における研究

者の流動化計画」に沿って、研究員の採用にあたって

は、引き続き原則公募制、任期付の採用を行う。 
②任期付研究員については、任期中の実績評価を適正

に行い、任期を付さない職員としての採用を検討する。

任期付研究員の採用にあたっては、流動化計画に則る

一方、当研究所の長期的な展望との均衡を図りつつ、

研究や業務の性質、行政及び社会的ニーズに応じて、

柔軟な運用を行う。 
③女性研究員の採用を積極的にに行うとともに、研究

業務に従事しやすい環境づくりとして、引き続きフレ

ックスタイム制の活用をはじめ、産休や育児休業等の

各種制度の活用を進める。 
(4)事務職員の適正な評価 

・事務職員についても、あらかじめ自己の達成目標を

設定させるとともに、達成目標を含む業務全般に対し

ての自己評価を行う人事評価制度に基づき、個人面接

を行い、直属上司及び総括上司の二段階評価を実施す

る。評価の結果は、昇給・昇任等に反映させる。 
 
４．事務等の効率化・合理化に関する事項を達成する

ための措置 

(1)事務業務の効率化 

・独立行政法人の整理合理化計画（平成１９年１２月

２４日閣議決定）に示された方向性を踏まえて、管理

部門（主に事務部）の組織及び業務の効率化並びに合

理化について検討する。その検討結果に基づき、各種

事務手続きの簡素化、迅速化、電子化を図るとともに

必要に応じて業務を見直し、可能かつ適切な業務につ

いては外部委託を進める。 
(2)事務職員の資質向上 

・事務職員の資質向上を図るため、業務上必要とされ

る知識（知的財産、安全管理、会計・契約等）の技術

取得ができるよう、自己啓発や能力開発のための研修

に積極的に参加させる。また、職員が働きやすく自己

能力が最大限発揮できるよう、職場環境の整備を充実

する。 
(3)業務システムの効率化 

・業務の効率化を図るため、情報総括責任者（ＣＩ

Ｏ）を中心に、業務・システムの最適化・効率化を図

る。 
 
５．評価の充実に関する事項を達成するための措置 

(1)内部評価の実施 

・各プログラム／センターの報告会を年２回、全プロ

ジェクトの報告会を年１回行い、それらを踏まえて中

間及び年度の内部評価を実施する。中間評価結果に基

づき、年度途中において研究業務を必要に応じて見直

し、効果的な実施につなげる。 
(2)外部評価の実施 

・外部有識者による評価委員会については、平成２１

年度における当研究所の主要な研究業務の進捗状況、

成果の社会への還元、将来の発展性という観点から、

また研究所の組織運営に関しては、とくにより良い研

究環境の構築という視点から、評価（事後評価）を受

ける。 
また、平成２２年度計画についても外部評価委員によ

る事前評価を受ける。 
(3)評価結果の公表 

①内部及び外部評価の結果はホームページ上で公開す

るとともに、非常勤職員を含めた職員全員に対して結

果を伝え、当研究所が求められている方向性や課題等

について共通理解を促し、研究及び業務内容の改善な

どにつなげる。 
②理事長等役員及び管理職は、これらの評価結果を予

算・人材等の研究資源の配分等に反映させ、調査・研

究活動を効率・活性化を図る。 
(4)研究業績等の自己点検及び評価 

①各研究員においては、社会及び当研究所で求められ

ている自らの役割を十分認識した上で、当該年度にお

ける自らの調査研究及び業務の成果について、点検を

行う。その際、成果を客観的に整理・分析するために、

所内ＬＡＮによる「業績等登録システム」を活用する。 
②各研究員の評価は、主にプログラム内での貢献及び

十分な成果の達成という視点から各プログラムリーダ

ー／センター長、研究企画評価主幹及び理事長が行う。

なお、任期付研究員については、任期中の実績評価を

行い、その結果をその後の採用等に反映させる。 
 
６．業務運営全体での効率化を達成するための措置 

・一般管理費（運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。人件費を除く。）については、光熱水料等の

削減に努め、平成１７年度に比べ８％以上（対２０年

度比２％）の削減を図る。 
・人件費（退職手当及び法定福利費等を除く。）につ

いては、適正な人員配置に努め、平成１７年度に比べ

４％以上の削減を図ることを基本とする。 
・業務経費（運営費交付金を充当して行う事業に係る

もの）については、業務の効率化、コストの削減に努
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め、平成１７年度に比べ４％以上の削減を図る。 
 
第３ 財務内容の改善に関する事項を達成

するための措置 
１．外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項を達成するための措置 

(1)外部研究資金の獲得 

①厚生労働省、文部科学省等の各府省や科学技術振興

機構等の機関が実施する公募型研究への課題の応募を

積極的に行う。その際、当研究所の目的等を勘案し、

競争力の高い研究課題であるか、また、他の研究機関

等との共同研究の中核となる課題であるかを重視する。 
②健康・栄養に関する調査・研究及び国、民間企業等

からの受託研究や共同研究、その他の業務については、

当研究所の目的やその後の発展性及び交付金事業とし

て行う研究を勘案しながら、それらに合致するものに

ついては積極的に受け入れ、自己収入の増加を図る。 
(2)知的財産の活用等による自己収入の確保 

・自己収入の確保という点だけでなく、ヒトを対象と

した研究への参加、地域住民の健康づくりという視点

を踏まえ、施設開放について検討を行う。 
 
２．経費の抑制に関する事項を達成するための措置 

(1)効率的な資金の運用・管理 

・各プログラム／センターにおいて、常勤職員の人件

費を含めた業務費のコスト管理を四半期毎に行う。そ

の結果については、運営会議、役員会等で分析を行い、

効率的な運用を図るとともに、研究職員のコスト意識

の高揚を図る。 
(2)研究業務の集約化 

・各プログラムにまたがる研究の実施や施設整備、ス

ペース等の共有利用により人的資源にかかるコスト削

減を推進する。データ入力、検体の定期検査などの人

的コスト削減につながる定型的な業務については、引

き続きアウトソーシング化を推進するとともに、調達

案件に係る契約については、一般競争入札を原則とし

コスト削減を図る。 
 
第４ 予算（人件費の見積りを含む。）、収

支計画及び資金計画 
１．予算 

  別紙２のとおり 
 
２．収支計画 

  別紙３のとおり 
 
３．資金計画 

  別紙４のとおり 
 
第５ その他の業務運営に関する重要事項

を達成するための措置 
(1)セキュリティの確保 

・情報セキュリティの確保に努め、「セキュリティ対

策実施手順書」の見直しなど、現状に即したより適切

な対応に努める。 
 

第６ 平成２１年度独立行政法人国立健
康・栄養研究所行事等予定表 

別紙５のとおり
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（別紙 1) 

 
理事長─────────研究部門 
 
理 事─          ─ 栄養疫学プログラム   ──── 国民健康・栄養調査プロジェクト 
                             ── 食事摂取基準プロジェクト 
  監事─                        ── 生体指標プロジェクト 
 
  監事─         ─ 健康増進プログラム   ──── 運動ガイドラインプロジェクト 
                             ── エネルギー代謝プロジェクト 
研究企画評価主幹 ─                    ── 休養プロジェクト 
 
              ─ 臨床栄養プログラム   ──── メタボリックシンドロームプロジェクト 
                             ── 栄養療法プロジェクト 
 
              ─ 栄養教育プログラム   ──── 栄養ケアマネジメントプロジェクト 
                              ── 生活習慣病予防プロジェクト 
                              ── 食育プロジェクト 
 
              ─ 基礎栄養プログラム   ──── 脂質・糖代謝プロジェクト 
 
              ─ 食品保健機能プログラム ──── 食品分析プロジェクト 
                             ── 補完成分プロジェクト 
                             ── 食品機能プロジェクト 
 
 
           ─ 情報部門 
 
              ─ 情報センター       ──── 健康食品情報プロジェクト 
                              ── 健康・栄養情報プロジェクト 
                              ── IT 支援プロジェクト 
 
           ─ 対外部門 
 
              ─ 国際産学連携センター  ──── 国際栄養プロジェクト 
                              ── 生物統計プロジェクト 
 
           ─ 事務部門 
 
 
              ─事務部 ───────────── 庶務課 
                             ── 会計課 
                             ── 業務課 
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(別紙 2)  
  

年度計画（平成２１年度）の予算 
（単位：百万円）

区          別 金     額 
収入  

  運営費交付金 789 
 手数料収入 6 
 受託収入 45 
 栄養情報担当者事業収入 36 
 雑収入 5 
  

 計 881 

支出   

 人件費 551 
   うち  基本給等 515 
         退職手当 36 
 一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 87 

 業務経費 156 
    国民健康・栄養調査に関連する 
  サーベイランスプログラム 12 

  食品収去試験等業務 6 

  栄養疫学プログラム 17 

  健康増進プログラム 17 

  臨床栄養プログラム 8 

  基礎栄養プログラム 12 

  食品保健機能プログラム 10 

  創造的研究 19 

  国際栄養協力事業 9 

  健康食品安全情報ネットワーク事業 25 

  健康栄養情報事業 21 

    

受託経費 87 

  特別用途食品表示許可試験費 6 

  受託経費 45 

  栄養情報担当者事業経費 36 

    

               計 881 

 
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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(別紙 3)  
  

平成２１年度収支計画 
（単位：百万円）

区          別 金     額 
費用の部   
 経常費用 881 
 人件費 551 
   うち  基本給等 515 
         退職手当 36 
 一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 87 
 業務経費 156 
    国民健康・栄養調査に関連する 
  サーベイランスプログラム 12 

  食品収去試験等業務 6 
  栄養疫学プログラム 17 
  健康増進プログラム 17 
  臨床栄養プログラム 8 
  基礎栄養プログラム 12 
  食品保健機能プログラム 10 
  創造的研究 19 
  国際栄養協力事業 9 
  健康食品安全情報ネットワーク事業 25 
  健康栄養情報事業 21 
 受託経費 87 
  特別用途食品表示許可試験費 6 
  受託経費 45 
  栄養情報担当者事業経費 36 
  
 減価償却費 0 
  
収益の部 881 
 運営費交付金収益 789 
 手数料収入 6 
 受託収入 45 
 栄養情報担当者事業経費 36 

 雑収入 5 

 資産見返物品受贈額戻入 0 
 資産見返運営費交付金戻入 0 
純利益 －

目的積立金取崩額 －

総利益 －
  
  〔注記〕当法人における退職手当については、役員退職手当支給規程及び職員退職手当規程に基

づき支給することとなるが、その全額について運営費交付金を財源とするものと想定している。 
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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(別紙 4)  
  

平成２１年度資金計画 
 

（単位：百万円）

区          別 金     額 

    

 資金支出 881 

  業務活動による支出 881 

  投資活動による支出 0 

    

    

 資金収入 881 

  業務活動による収入 881 

   運営費交付金による収入 789 

   手数料収入 6 

   受託収入 45 

    栄養情報担当者事業経費 36 

   雑収入 5 

    前期中期目標の期間よりの繰越金 0 

    

    

  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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（別紙５） 
 

平成２１年度独立行政法人国立健康・栄養研究所行事等予定表 
 

平成 21 年 
 4 月 

 
 

 5 月  
6 月 
7 日（日） 

 
13 日（土）～14 日（日） 

   － 
    

 

○ 第６回独立行政法人国立健康・栄養研究所栄養情報担当者認
定実施試験 

○ 第４回食育推進全国会議（島根県） 

○ 「平成 20 年度業務実績報告」を厚生労働省独立行政法人評
価委員会に、「平成 20 年度財務諸表等」を厚生労働大臣にそれ
ぞれ提出。 

○ 「健康・栄養ニュース」（第 28 号）の発行 

 7 月 
   － 

 

○ 第６回独立行政法人国立健康・栄養研究所栄養情報担当者認
定試験合格者発表 

 8 月  

 9 月 
   － 

 

 

○ 「健康・栄養ニュース」（第 29 号）の発行  

○ 研究所一般公開（オープンハウス）            

 10 月  

 11 月 
   － 

 

○ 第７回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担
当者認定試験受験資格確認試験 

 12 月 
   － 
   － 
    

 

○  「健康・栄養ニュース」（第 30 号）の発行 

○ 第７回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養  情
報担当者認定試験受験資格確認試験合格発表 

平成 22 年 
 1 月 

 

 2 月 
 

 
   － 
   － 

 

○  第 11 回研究所主催一般公開セミナー・研究所公開業務報告
会（東京） 

○ 独立行政法人国立健康・栄養研究所指定栄養情報担当者養
成講座の指定 

○ 第７回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担
当者認定試験実施要綱の公表 

 3 月 
   － 
   － 
   － 

 

○  外部評価委員会 

○ 平成 22 年度計画を厚生労働大臣へ提出 

○  「健康・栄養ニュース」（第 31 号）の発行 

 
 
 ◎ 運営会議は 8 月を除く毎月第 2 木曜日に開催する。 
 ◎  健栄研セミナーは原則、毎月第 3 木曜日に開催する。 
 ◎ 専門家向け公開セミナーを東京及び地方にて開催する。 
 ※ 実施日については、諸般の都合により変動があり得る。 
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4. 平成２１年度予算額 
 

支出   （単位：千円）

事   項 平成 20 年度
予  算  額 

平成 21 年度 
予  算  額 増△減額 

人件費 549,666 550,901 1,235
 基本給・諸手当 466,089 461,335 ▲ 4,754
 共済組合負担金 47,957 47,468 ▲489
 児童手当拠出金 511 506 ▲5
 労働保険料 5,752 5,674 ▲78
退職手当 29,357 35,918 6,561

一般管理費 83,711 82,531 ▲1,180
業務経費 157,161 155,558 ▲1,603
 栄養疫学プログラム 26,909 27,409 500
  国民健康・栄養調査プロジェクト 11,409 11,409 0
  食事摂取基準プロジェクト 9,000 9,500 500
  生体指標プロジェクト 6,500 6,500 0
 健康増進プログラム 25,706 25,202 ▲504
  運動ガイドラインプロジェクト 12,268 11,900 ▲368
  エネルギー代謝プロジェクト 12,292 12,192 ▲100
  休養プロジェクト 1,146 1,110 ▲36
 臨床栄養プログラム 8,632 8,632 0
  メタボリックシンドロームプロジェクト 8,132 8,132 0
  栄養療法プロジェクト 500 500 0
 栄養教育プログラム 8,910 8,910 0
  栄養ケア・マネジメントプロジェク
ト 

2,000 2,000 0

  生活習慣病予防プロジェクト 4,100 4,100 0
  食育プロジェクト 2,810 2,810 0
 基礎栄養プログラム 9,351 9,351 0
  脂質・糖代謝プロジェクト 9,351 9,351 0
 食品保健機能プログラム 19,100 16,000 ▲3,100
  食品分析プロジェクト 14,000 12,000 ▲2,000
  補完成分プロジェクト 3,000 2,000 ▲1,000
  食品機能プロジェクト 2,100 2,000 ▲100
 創造的研究費 14,500 12,500 ▲2,000
 情報センター 33,583 34,584 1,001
  健康食品情報プロジェクト 15,609 17,634 2,025
  健康・栄養情報プロジェクト 3,300 3,300 0
  IT 支援プロジェクト 14,674 13,650 ▲1,024
 国際産学連携センター 10,470 12,970 2,500
  国際栄養プロジェクト 7,054 10,054 3,000
    生物統計プロジェクト 916 916 0
  NR・セミナー業務 2,500 2,000 ▲500
受託経費 108,166 91,723 ▲ 16,443
 特別用途食品表示許可試験費 10,320 6,364 ▲ 3,956
 受託経費 51,352 45,228 ▲ 6,124
 栄養情報担当者事業経費 41,619 35,500 ▲6,119
 その他 4,875 4,631 ▲244
支出計 898,704 880,713 ▲17,991

 
収入   （単位：千円）

事   項 平成 20 年度 
予  算  額 

平成 21 年度 
予  算  額 増△減額 

運営費交付金 790,538 788,990 ▲1,548
手数料収入 10,320 6,364 ▲3,956
受託収入 51,352 45,228 ▲6,124
栄養情報担当者事業収入 41,619 35,500 ▲6,119
その他の収入 4,875 4,631 ▲244
収入計 898,704 880,713 ▲17,991
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5. 平成 21 年度所内研究セミナー 
 

期日 演    題 氏 名（所 属） 

2009/4/16 

フラボノイド類の生体内における抗酸化性の評価
-茶カテキンをモデルとした検討- 

梅垣 敬三 
（情報センター） 

中学生の身体活動量 
髙田 和子 

（健康増進プログラム） 

閉経後女性の骨減少における抽出大豆イソフラボ
ンの効果-無作為化プラセボ比較試験のメタ分析-

卓 興鋼 
（情報センター） 

5/14 

効果的な栄養教育法に関する研究-子どもの食習
慣確立に影響する因子と効果的な栄養教育法につ
いて- 

Yu-Jin Oh 
（栄養教育プログラム） 

食品の抗酸化機能に関する研究-抗酸化の観点か
らみた野菜 1日 350g- 

竹林 純 
（食品保健機能プログラム） 

レジスタンストレーニングが脂質酸化能に及ぼす
影響 

田中 茂穂 
（健康増進プログラム） 

6/18 

糖尿病と血中レチノール結合タンパク質（RBP） 
山内 淳 

（栄養疫学プログラム） 

SCOP（Saku Control Obesity Program）に於ける
遺伝子多型分析について 

山田 晃一 
（栄養教育プログラム） 

日本人の食事摂取基準（2010 年版）（エネルギー
を中心に）について 

田畑 泉 
（健康増進プログラム） 

身体活動量が体力と健康に与える影響についての
研究 

Wang Xintang 
（健康増進プログラム） 

7/16 

日本人在宅高齢者における高次生活機能低下に関
わる要因 

坪田 恵 
（栄養疫学プログラム） 

飽和脂肪酸を多く含む食事による脂肪肝発症機序
と予防法 

山崎 聖美  
（基礎栄養プログラム） 

トコトリエノール安定化による抗がん活性への影
響 

矢野 友啓 
（食品保健機能プログラム） 

Do our genes determine our waist 
circumference,or our success in the 
athletics field,or do we have a say 
in the matter? 

Robert Scott 
(Intergrative&Systems 
Biology,Faculty of Biomedical 
and Life Scieces,University Of 
Glasgow,UK) 
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9/24 

高齢者施設での食介護の現状について 
饗場 直美 
（栄養教育プログラム） 

職域で実施したメタボリックシンドローム改善の
ための減量プログラムの効果について 

由田 克士 
（栄養疫学プログラム） 

健康づくりに向けた「食育」取組データベースの
構築について 

荒井 裕介 
（栄養疫学プログラム） 

睡眠時エネルギー代謝の変動要因 
徳山 薫平 
（筑波大学大学院 人間総合科学
研究科 スポーツ医学専攻） 

10/15 

食事制限による脳卒中への影響-SHRSP を用いた
検討- 

千葉 剛 
（基礎栄養プログラム） 

「2010 年版食事摂取基準（脂質）」の策定経過 
江崎 治 
（基礎栄養プログラム） 

ウェブ上の栄養情報における評価と信頼性 
廣田 廣一 
（情報センター） 

11/19 

エクオール含有食品の骨代謝および脂質代謝に対
する有効性及び安全性の評価 

石見 佳子 
（食品保健機能プログラム） 

諸外国の栄養士養成と栄養士の活躍の場に関する
研究-500 時間問題を中心に- 

笠岡（坪山）宜代 
（国際産学連携センター） 

血管内皮細胞のインスリンシグナルによる骨格筋
の糖取り込み調節機構 

窪田 哲也 
（臨床栄養プログラム） 

12/17 

固相抽出法を用いたビタミン B12 分析法の開発 
松本 輝樹 
（食品保健機能プログラム） 

フード法による安静時代謝量測定における測定精
度の呼吸器モデルを用いた検討 

熊江 隆 
（健康増進プログラム）  

運動しても脂肪を燃やせないマウス 
三浦 進司 
（基礎栄養プログラム） 

骨格筋の収縮による糖輸送促進調節 

藤井 宣晴 
（首都大学東京大学院 人間健康
科学研究科 ヘルスプロモーショ
ンサイエンス学域） 

2010/1/14 

健康づくり・生活習慣病予防のための「食育研究
データベース」の構築につい 

三好 美紀 
（国際産学連携センター） 

生活習慣病：CKD 進展予防と（低）たんぱく食効
果 

水野 正一 
（国際産学連携センター） 

アクティブビデオゲームの活動強度：メタボリッ
クチャンバー研究 

宮地 元彦 
（健康増進プログラム） 
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2/5 

Nutrition in Viet Nam-Current situation, 
challenges and overcoming strategies. 

Dr. Le Thi Hop  
（Director, National Institute 
 of Nutrition） 
Dr. Le Bach Mai 
（Vice Director, National 
 Institute of Nutrition） 

Host and Environmental Factors and the risks 
of Stomach Cancers in Vietnam. 

Dr. Le Tran Ngoan 
（Associate Professor, 
 Department of 
 Occupational Health, 
 Hanoi Medical University） 

2/18 

アシタバ摂取の有効性とアシタバ抽出物の機能性
に関する研究 

永田 純一 
（食品保健機能プログラム） 

地域メッシュ統計からみた低収入世帯の割合とが
ん罹患率・死亡率の関連 

西 信雄 
（国際産学連携センター） 

食事調査に用いられる青果物の目安量に関する検
討 

野末 みほ 
（栄養疫学プログラム） 

3/18 

ラット終板器官周囲部におけるノルアドレナリン
および一酸化窒素によるエネルギー消費抑制と体
温低下作用 

大坂 寿雅 
（健康増進プログラム） 

栄養疫学研究から食事摂取基準の策定へ 
森田 明美 
（栄養疫学プログラム） 

国民健康・栄養調査集計業務に携わって 
荒井 裕介 
（栄養疫学プログラム） 

国民健康・栄養調査に関わる取り組みを振り返る
由田 克士 
（栄養疫学プログラム） 

国立健康・栄養研究所で学んだこと 
田畑 泉 
（健康増進プログラム） 

中高齢者の運動器疾患－予防と悪化防止のための
運動と栄養－ 

吉村 典子 
（東京大学医学部附属病院 22 世
紀医療センター 関節疾患総合研
究講座） 
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6. 食品分析リスト（特別用途食品の分析） 
 
平成 20 年度において、特別用途食品の許可表示取得のために提出されたものについて分析した結果は次のと

おりである。分析方法等は健康増進法に記載されている。 
 

特別用途食品 申請者 商品名 

 
乳児用調製粉乳 

 
ビーンスターク・スノー株式会社

 
ビーンスターク ネオミルクすこやか 

低ナトリウム食品 正田醤油株式会社 減塩しょうゆ 
  計  ２品目 

特定保健用食品 申請者 商品名 

   
特定保健用食品 花王株式会社 ヘルシアあったか緑茶 

特定保健用食品 キャドバリー・ジャパン株式会社 リカルデント ウメミント 

特定保健用食品 キャドバリー・ジャパン株式会社 リカルデント ソーダミント 

特定保健用食品 キャドバリー・ジャパン株式会社 リカルデント カシスミント 

特定保健用食品 株式会社 ファンケル 実緑茶 

特定保健用食品 マルサンアイ株式会社 国産大豆 100％の調製豆乳 

特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 

大塚製薬株式会社 
大正製薬株式会社 
協和発酵バイオ株式会社 
協和発酵バイオ株式会社 
協和発酵バイオ株式会社 
株式会社マルハニチロ食品 
株式会社マルハニチロ食品 
古谷乳業株式会社 
小林製薬株式会社 
日清食品株式会社 
日清食品株式会社 
日清食品株式会社 
日清食品株式会社 
日清食品株式会社 
日清食品株式会社 
日清食品株式会社 
日清食品株式会社 
日清食品株式会社 
日清食品株式会社 
日清食品株式会社 
日清食品株式会社 
日清食品株式会社 
ユーシーシー上島珈琲株式会社 
富士産業株式会社 
森下仁丹株式会社 
株式会社マルハニチロ食品 
株式会社ヤクルト本社 
株式会社マルハニチロ食品 
株式会社マルハニチロ食品 

ネイチャーメイド ギャバ 

デントウェル ポスカ 

リメイク コレステブロック コーヒー味 

リメイク緑茶 

リメイク コレステブロック ココア味 

カルシウム育ち ちくわ 

マルハフィッシュソーセージ 

房のくにから Bb-12 ヨーグルト 

大豆たんぱくのチカラ 

サイリウムヌードル しょうゆ味 

サイリウムヌードル チキンタンメン 

サイリウムヌードル シーフード 

サイリウムファイバー・ゼリー もも味 

サイリウムファイバー・ゼリー グレープ味 

サイリウムコーンフレーク プレーン 

サイリウムコーンフレーク セミスイート 

サイリウムドリンク プレーン（微糖） 

サイリウムドリンク 青りんご 

サイリウムドリンク オレンジ 

サイリウムドリンク グレープフルーツ 

キトサンヌードル しょうゆ味 

キトサンヌードル タンメン 

ミス ボーテ 乳果オリゴ糖入りコーヒー微糖 

ベータミオ 

コレストールファイバー 

マルハフィッシュソーセージ 85 

ジョア夏期限定 

ＤＨＡ入りリサーラハンバーグタイプ 

ＤＨＡ入りリサーラハムタイプ 
 計 ３５品目 

分析担当者：山田和彦、永田純一、松本輝樹、竹林 純、小林 香、二井千日、佐賀加奈子、中村 礼、

矢野友啓、佐藤洋美、梅垣敬三、石見佳子、山内 淳 
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7. 海外出張 
 

出張者氏名 所   属 出張国 出張期間 渡  航  内  容 

永田 純一 
食品保健機能プログ

ラム 

米国（フロリ

ダ州・カリフ

ォルニア州）

H21.5.2-5.10 

100th AOCS Annual Meeting 

及びアメリカ農務省研究所

(West Pacific Area)訪問、

共同研究打合せと見学 

宮地 元彦 健康増進プログラム 
米国、テキサ

ス州・ワシン

トン州 

H21.5.25-5.29 

米国テキサス大学にて情報

収集並びにアメリカスポー

ツ医学会への参加・情報収

集 

田畑 泉 健康増進プログラム 
米国・ワシン

トン州 
H21.5.26-6.1 

アメリカスポーツ医学会第

56 回年次集会参加 

曹 振波 健康増進プログラム 
米国・ワシン

トン州 
H21.5.26-6.1 

アメリカスポーツ医学会第

56 回年次集会参加 

朴 鍾薫 健康増進プログラム 
米国・シアト

ル 
H21.5.26-6.1 

the ACSM Annual Meeting

での発表 

笠岡 宜代 
国際産学連携センタ

ー 
米国・ワシン

トン DC 
H21.5.30-6.10 

米国 NIH、ODS プラクティカ

ム受講及び調査研究 

三浦 進司 基礎栄養プログラム 
米国・ルイジ

アナ州 
H21.6.4-6.11 

第 69 回アメリカ糖尿病学会

での発表 

石見 佳子 
食品保健機能プログ

ラム 
米国・ワシン

トン州 
H21.6.14-6.18 

エクオール、大豆、更年期

研究会への参加および発表 

田畑 泉 健康増進プログラム 
ベトナム・ハ

ノイ 
H21.7.13-7.16 

ベトナム国立栄養研究所

Dr. Nguyen Quang Dung、と

の共同研究 

森田 明美 栄養疫学プログラム 
フランス・パ

リ 
H21.7.5-7.10 

19th IAGG Congress of 

Gerontology & Geriatrics 

への出席及び研究発表 

河嶋 伸久 栄養疫学プログラム 
フランス・パ

リ 
H21.7.5-7.10 

19th IAGG Congress of 

Gerontology & Geriatrics 

への出席及び研究発表 

徳留 信寛 理事長 
インドネシ

ア・マカッサ

ル 

H21.8.7-8.15 

東南アジアにおける胃ガン

予防のための研究調査、

"ECOLOGICAL STUDY ON 

STOMACH AND COLORECTAL 

CANCER" 

卓 興鋼 情報センター 
米国・コロラ

ド州、ミネソ

タ州 

H21.9.10-9.20 

アメリカ骨代謝学会 31st 年

会に参加（ポスター発表）、

米国ミネソタ大学 MS 

Kurzer 教授を訪問（共同研

究の打合せ） 
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三好 美紀 
国際産学連携センタ

ー 

オランダ・ア

ムステルダ

ム、ハーグ、

ユトレヒト 

H21.9.22-9.28 
研究班に係る打合せ及び資

料収集 

石見 佳子 
食品保健機能プログ

ラム 
タイ・バンコ

ク 
H21.9.30-10.10

第 8 回国際食品成分表会議

における情報収集、19th 

International Congress of 

Nutrition 参加及び情報収

集 

卓 興鋼 情報センター 
タイ・バンコ

ク 
H21.10.3-10.10

19th International 

Congress of Nutrition ポ

スター発表及び参加 

徳留 信寛 理事長 
タイ・バンコ

ク 
H21.10.3-10.9 

19th International 

Congress of Nutrition 参

加 

野末 みほ 栄養疫学プログラム 
タイ・バンコ

ク 
H21.10.4-10.10

19th International 

Congress of Nutrition 参

加 

東泉 裕子 
食品保健機能プログ

ラム 
タイ・バンコ

ク 
H21.10.4-10.10

19th International 

Congress of Nutrition 発

表及び参加 

髙田 和子 健康増進プログラム 
タイ・バンコ

ク 
H21.10.4-10.8 

19th International 

Congress of Nutrition で

の研究発表 

三好 美紀 
国際産学連携センタ

ー 
タイ・バンコ

ク 
H21.10.4-10.9 

19th International 

Congress of Nutrition 発

表及び参加 

田畑 泉 健康増進プログラム 
タイ・バンコ

ク 
H21.10.5-10.10

19th International 

Congress of Nutrition 発

表及び参加 

由田 克士 栄養疫学プログラム 
タイ・バンコ

ク 
H21.10.5-10.8 

19th International 

Congress of Nutrition 発

表及び情報収集 

永田 純一 
食品保健機能プログ

ラム 
タイ・バンコ

ク 
H21.10.6-10.10

19th International 

Congress of Nutrition 参

加 

城内 文吾 
食品保健機能プログ

ラム 
タイ・バンコ

ク 
H21.10.6-10.10

19th International 

Congress of Nutrition 参

加 

笠岡 宜代 
国際産学連携センタ

ー 
タイ・バンコ

ク 
H21.10.6-10.9 

19th International 

Congress of Nutrition で

の研究発表 
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田畑 泉 健康増進プログラム 中国・北京 H21.10.15-10.18

北京体育大学主催“スポー

ツと健康を維持する国際シ

ンポジウム”参加 

田中 茂穂 健康増進プログラム 
米国・ワシン

トンＤＣ 
H21.10.23-10.28

第 27 回北米肥満学会

(Obesity2009)への参加・発

表 

渡邊 昌 栄養教育プログラム 
米国・ルイジ

アナ州 
H21.11.7-11.12 日米医学栄養代謝部会参加 

宮地 元彦 健康増進プログラム 
米国・フロリ

ダ州 
H21.11.14-11.19

American Herart 

Association Scientific  

Session 2009 にて発表・討

議 

三好 美紀 
国際産学連携センタ

ー 
フィリピン・

マニラ 
H21.11.22-11.24

国際医療研究委託事業「途

上国における糖尿病予防・

治療の実態把握および患者

数増加要因に関する研究」

に係る調査データ分析作業 

髙田 和子 健康増進プログラム 韓国・天安 H21.11.26-11.29 韓国運動栄養学会参加 

朴 鍾薫 健康増進プログラム 韓国・天安 H21.11.26-11.29 韓国運動栄養学会参加 

山崎 聖美 基礎栄養プログラム 
米国・フロリ

ダ州 
H21.12.7-12.11

胎児プログラミング発達毒

性に関する国際会議 

三好 美紀 
国際産学連携センタ

ー 
ベトナム・ハ

ノイ 
H21.12.27-12.30

国際医療研究委託事業「我

が国の国際保健人材の栄養

分野の研究能力強化とベト

ナムにおける栄養士教育制

度に関する研究」に係る打

合せ作業 

卓 興鋼 情報センター 中国・香港 H22.1.27-1.31 

the 1st international 

congress on abdominal 

obesity にてポスター発表 

西 信雄 
国際産学連携センタ

ー 

イギリス、フ

ランス、スウ

エーデン 

H22.1.31-2.6 
株式会社日本総合研究所の

ヒアリングに同行 

西 信雄 
国際産学連携センタ

ー 
シンガポール H22.2.9-2.11 

株式会社日本総合研究所の

ヒアリングに同行 
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8. 人事異動 
 

発令年月日 異動内容 氏  名 所属名（転入、転出先） 

    
H21.4.1 併任 

 
大森豊緑 研究企画評価主幹 (食品保健機能プログラムリーダー併

任) 

H21.4.1 採用 
（転入) 

吉田光男 事務部長 
 

H21.4.1 採用 
（転入) 

澤栗 茂 事務部庶務課人事・厚生係長 

H21.4.1 採用 
（転入) 

高橋康大 事務部業務課ＮＲ担当係長 (産学担当係長併任) 

H21.4.1 採用 
（転入) 

庄野誠二 事務部会計課契約管理係長 

H21.4.1 併任 
 

石見佳子 栄養疫学プログラム生体指標プロジェクトリーダー (食品
保健機能プログラム食品機能プロジェクトリーダー併任) 

H21.4.1 併任 
 

門脇 孝 臨床栄養プログラムリーダー（東京大学大学院医学系研究
科糖尿病・代謝内科教授） 

H21.4.1 併任 
 

手嶋登志子 栄養教育プログラム栄養ケア・マネジメントプロジェクト
リーダー（浜松大学健康プロデュース学部健康栄養学科教
授） 

H21.5.1 併任解除 
 

大森豊緑 
 

研究企画評価主幹（食品保健機能プログラムリーダー併任
解除） 

H21.5.1 昇任 
 

石見佳子 食品保健機能プログラムリーダー 

H21.5.1 併任 森田明美 
 

栄養疫学プログラムリーダー（生体指標プロジェクトリー
ダーに併任） 

H21.7.1 採用 
 

井上真理子 臨床栄養プログラムメタボリックシンドロームプロジェク
ト研究員（任期付） 

H21.7.6 採用 
（再任) 

芝池伸彰 理事 

H21.7.31 退職 
（転出) 

大森豊緑 研究企画評価主幹（厚生労働省大臣官房付、名古屋市立大
学へ） 

H21.8.1 採用 
（転入) 

阿部重一 研究企画評価主幹 

H21.8.10 配置換 
（併任) 

笠岡宜代 国際産学連携センター国際栄養プロジェクト（国際産学連
携センター調整担当に併任） 

H21.9.1 併任・併
任解除 

 

石見佳子 食品保健機能プログラムリーダー（食品分析プロジェクト
リーダー併任、食品機能プロジェクトリーダー併任解除） 

H21.9.1 配置換 永田純一 食品機能プロジェクトリーダー 

H21.9.1 配置換 松本輝樹 食品保健機能プログラム食品分析プロジェクト（任期付） 

H21.9.1 配置換 竹林 純 食品保健機能プログラム食品分析プロジェクト（任期付） 

H21.9.1 配置換 城内文吾 食品保健機能プログラム食品機能プロジェクト（特別） 

H21.10.1 併任解除 芝池伸彰 理事（国際産学連携センター長及び国際栄養プロジェクト
リーダーの併任解除） 

 

 

採用 
併任 

 

西 信雄 国際産学連携センター長 
（国際産学連携センター国際栄養プロジェクトリーダー併 
任） 
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発令年月日 異動内容 氏  名 所属名（転入、転出先） 

H 21.10.1 採用 
（転入) 

岡元英晃 事務部会計課主事 

H 21.11.1 併任解除 西 信雄 国際産学連携センター国際栄養プロジェクトリーダー併 
任解除 

H 21.11.1 
 

配置換 笠岡宜代 国際産学連携センター国際栄養プロジェクトリーダー 

H 22.2.1 併任 山内 淳 栄養疫学プログラム生体指標プロジェクト上級研究員（食
品保健機能プログラム上級研究員併任） 

H 22.3.30 退職 
（転出) 

荒井裕介 栄養疫学プログラム国民健康・栄養調査プロジェクト研究
員（厚生労働省健康局総務課生活習慣病対策室、千葉県立
保健医療大学） 

H 22.3.31 退職 
 

田畑 泉 健康増進プログラムリーダー（立命館大学） 

H 22.3.31 退職 
 

由田克士 栄養疫学プログラム国民健康・栄養調査プロジェクトリー
ダー（大阪市立大学） 

H 22.3.31 退職 
 

矢野友啓 食品保健機能プログラム補完成分プロジェクトリーダー
（東洋大学） 

H 22.3.31 退職 
（転出) 

秋本若夫 事務部会計課長（厚生労働省健康局疾病対策課臓器移植対
策室） 

H 22.3.31 退職 
（転出) 

永田幸子 事務部会計課経理係長（国立感染症研究所総務部業務管理
課） 

H 22.3.31 退職 
（転出) 

箕浦正之 事務部庶務課主査（成田空港検疫所検疫課） 
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9. 特別研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 
 

河嶋 伸久 栄養疫学プログラム 

 

H 21. 4. 1～22. 3. 30 

村上 晴香 健康増進プログラム H 21. 4. 1～22. 3. 30 

朴  鍾薫 健康増進プログラム H 21. 4. 1～22. 3. 30 

河合 智子 臨床栄養プログラム H 21. 10. 1～22. 3. 30 

中出 麻紀子 栄養教育プログラム H 21. 4. 1～22. 3. 30 

大瀧 裕子 食品保健機能プログラム H 21. 4. 1～21. 6. 30 

城内 文吾 食品保健機能プログラム H 21. 4. 1～22. 2. 28 

勝浦 彩 情報センター H 21. 4. 1～22. 3. 30 

佐藤  陽子 情報センター H 21. 4. 1～22. 3. 30 
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10. 名誉所員 
 

氏  名 授与年月日 在職当時の職名 

印南  敏 H 10.4.1 食品科学部長 
宮崎 基嘉 H 10.4.1 基礎栄養部長 
宇津木良夫 H 10.4.1 病態栄養部長 
山口 迪夫 H 10.4.1 食品科学部長 
市川 富夫 H 10.4.1 応用食品部長 
伊東 蘆一 H 10.4.1 老人健康・栄養部長 
板倉 弘重 H 10.4.1 臨床栄養部長 
池上 幸江 H 11.4.1 食品科学部長 
小林 修平 H 11.7.1 所長 
江指 隆年 H 12.4.1 応用食品部長 
澤  宏紀 H 13.4.1 所長 
戸谷 誠之 H 13.4.1 母子健康・栄養部長 
樋口  満 H 15.4.1 健康増進研究部長 
岡   純 H 16.4.1 応用栄養学研究部長 
増田 和茂 H 16.8.1 理事 
田中 平三 H 17.4.1 理事長 
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11. 客員研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

太田 篤胤 栄養疫学プログラム H 21.4.1～22.3.31 骨粗鬆症予防における栄養
学研究 

呉   堅 栄養疫学プログラム H 21.4.1～22.3.31 生活習慣病予防を目的と
した食品成分と運動の併
用効果に関する研究 

佐々木 敏 栄養疫学プログラム H 21.4.1～22.3.31 栄養疫学研究 

藤井 康広 栄養疫学プログラム H 21.4.1～22.3.31 大豆胚芽発酵物の栄養疫

学的研究 
山本 祐司 栄養疫学プログラム H 21.4.1～22.3.31 生活習慣病におけるレチ

ノール結合タンパク質の

動態解析 
家光 素行 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体活動量・体力基

準値策定を目的とした大

規模介入研究 
川中健太郎 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 運動が骨格筋糖代謝に及

ぼす影響 
木村 靖夫 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 高齢者の運動と食事に関

する自己効力感を維持・

向上させるプログラムの

開発に関する研究 
真田 樹義 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体活動量･体力基準

値策定を目的とした大規

模介入研究 
田中 千晶 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 子どもの日常生活での身

体活動量 
寺田 新 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 運動による骨格筋代謝機

能向上のメカニズム解明 
引原 有輝 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 加速度計を用いた総エネ

ルギー消費量及び身体活

動強度の評価法の提案 
二見  順 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 ヒューマンカロリメータ

ーによるエネルギー消費

量測定に関する研究 
吉武  裕 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 高齢者の身体的自立に必

要な体力および身体活動

量水準に関する研究 

 

http://ospjoho.suffas.com/
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氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

谷本 道哉 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体的活動量・体力

基準値策定を目的とした

大規模介入研究 
福  典之 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体的活動量・体力

基準値策定を目的とした

大規模介入研究 
緑川 泰史 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 エネルギー消費量の変動

要因に関する基礎的研究 
山元 健太 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体的活動量・体力

基準値策定を目的とした

大規模介入研究 
大島 秀武 健康増進プログラム H 21.5.1～22.3.31 加速度計による身体活動

量の推定法の検討 
大森 豊緑 健康増進プログラム H 21.8.1～22.3.31 身体活動・運動・食事の

改善による生活習慣予防

に関する研究 
門脇 弘子 臨床栄養プログラム H 21.4.1～22.3.31 肥満・糖尿病予防と治療

のために、食後高血糖の

改善を得る食事内容の確

立 
野田 光彦 臨床栄養プログラム H 21.4.1～22.3.31 メタボリックシンドロー

ムにおける栄養摂取と膵

島の代謝・インストリン

分泌の関連に関する研究 
原  一雄 臨床栄養プログラム H 21.4.1～22.3.31 各栄養素摂取量と遺伝子

多型の相互作用の検討・

基礎代謝に影響を与える

遺伝素因の研究 
石渡 尚子 栄養教育プログラム H 21.4.1～22.3.31 健康づくりのための栄養

教育プログラムの開発 
金田 雅代 栄養教育プログラム H 21.4.6～22.3.31 食育における栄養教諭の

役割に関する研究 
渡邊 昌 栄養教育プログラム H 21.4.16～22.3.31 人間ドッグコホートを使

った生活習慣病発症にか

かる要因に関する研究 
亀井 康富 基礎栄養プログラム H 21.4.1～22.3.31 骨格筋の遺伝子発現調節

に焦点をおいた生活習慣

病の分子機構解明 
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氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

高橋真由美 基礎栄養プログラム H 21.4.1～22.3.31 日本人糖尿病患者に於け

る食事、運動量の評価の

ための予備的研究 
渡辺 光博 基礎栄養プログラム H 21.4.1～22.3.31 分子制御によるメタボリ

ックシンドロームへのア

プローチ 
鈴木 靖志 食品保健機能プログラム H 21.4.1～22.3.31 機能性油脂の体内動態と

有効利用に関する研究 
梅國 智子 情報センター H 21.4.1～22.3.31 Ｗｅｂ上の栄養情報教育

に関する研究 
江指 隆年 情報センター H 21.4.1～22.3.31 栄養素の栄養機能代謝に

関する研究 
久保 和宏 情報センター H 21.4.1～22.3.31 脂質の機能特性に関する

研究 
橋本 洋子 情報センター H 21.4.1～22.3.31 子供のサプリメント使用

に関する調査研究 
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12. 協力研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

宇田川孝子 栄養疫学プログラム H 21.4.1～22.3.31 都道府県健康・栄養調査の実

態に関する検討 
王  新祥 栄養疫学プログラム H 21.4.1～22.3.31 骨粗鬆症の予防治療を目的と

した天然素材の検索に関する

研究 
小松 久美 栄養疫学プログラム H 21.4.1～22.3.31 地域における栄養モニタリン

グについて 
佐藤 七枝 栄養疫学プログラム H 21.4.1～22.3.31 カルシウムと食生活に関する

研究 
猿倉 薫子 栄養疫学プログラム H 21.4.1～22.3.31 栄養調査及び栄養の指導者側

のマニュアル作成やその評価

千葉 大成 栄養疫学プログラム H 21.4.1～22.3.31 柑橘系フラボノイドに着目し

た骨粗鬆症予防に関する研究

高市 麻貴 栄養疫学プログラム H 21.6.15～22.3.31 栄養全般が糖尿病、代謝に与

える影響につき、検討するこ

と 
片山 利恵 健康増進プログラム 

 
H 21.4.1～22.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体活動量・体力基準値定を

目的とした大規模介入研究 
鈴木 洋子 
 

健康増進プログラム 
 

H 21.4.1～22.3.31 視床下部性肥満マウスの病態

別所 京子 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 エネルギー消費量に関する研

究 
安田 剛 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 フィットネスクラブにおける

プログラム開発における指

導･研究 
大賀 英史 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体的活動量体力基準値の策

定を目的とした大規模介入研

究 
島田 美恵子 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体的活動量体力基準値の策

定を目的とした大規模介入研

究 
高山 光尚 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体的活動量体力基準値の策

定を目的とした大規模介入研

究 
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氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

松尾 知明 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 加速度計を用いた身体活動量

測定に関する研究 
河野 寛 健康増進プログラム 

 
H 21.4.1～22.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体活動量・体力基準値策定

を目的とした大規模介入研究

上野 優子 健康増進プログラム 
 

H 21.4.1～22.3.31 エネルギー消費量の評価につ

いて 

呉 泰雄 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 地方在住の 20 代から 60 代に

おけるエクササイズと体力と

の関係 
劉 莉莉 健康増進プログラム H 21.4.1～22.3.31 健康づくりのための運動基準

ならびに運動指針作成のため

の文献収集 
曹 振波   

 
健康増進プログラム 
 

H 21.10.1～22.3.31 身体活動・運動による健康増

進効果に関する研究 
大石由美子 臨床栄養プログラム H 21.4.1～21.8.20 メタボリックシンドローム発

症の分子機構の解明 
窪田 直人 臨床栄養プログラム H 21.4.1～22.3.31 各栄養素摂取量と遺伝子多型

の相互作用の検討・基礎代謝

に影響を与える遺伝素因の研

究） 
松下 由実 臨床栄養プログラム H 21.4.1～22.3.31 メタボリックシンドロームの

プロジェクト（各栄養素摂取

量と遺伝子多型の相互作用の

検討・基礎代謝に影響を与え

る遺伝素因の研究） 
眞鍋 一郎 臨床栄養プログラム H 21.4.1～22.3.31 エネルギー代謝の分子機構 

石田 淳子 栄養教育プログラム H 21.4.1～22.3.31 食介護に関する調査研究 

川上 純子 栄養教育プログラム H 21.4.1～22.3.31 高齢者の食介護に関する研究

山田 五月 栄養教育プログラム H 21.4.1～22.3.31 食育の効果的な展開法に関す

る研究 
吉田 智 栄養教育プログラム H 21.4.1～22.3.31 食事療法、食生活のおける

QOL の評価 
平川あずさ 栄養教育プログラム H 21.4.1～22.3.31 栄養教育･食育に関する情報

収集 
木戸和貴子 食品保健機能プログラム H 21.4.1～22.3.31 大豆由来の機能性成分の機能

性の評価 
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氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

佐藤 洋美 食品保健機能プログラム H 21.4.1～22.3.31 抗中皮腫活性を持った食品機

能性成分に関する研究 
菊地 有利子 国際産学連携センター H 21.6.1～22.3.31 米国における栄養学研究・栄

養士制度の最新の動向調査 
細川 裕子 国際産学連携センター H 21.6.1～22.3.31 メタボリックシンドロームを

対象として実食型フードモデ

ルの有効性の検討 
桑木 泰子 国際産学連携センター H 21.9.1～22.3.31 諸外国における栄養士制度に

関する研究 
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